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はじめに 


本製品を安全に正し<使ラために重要な事項が、同捆の冊子『安むしてお使いいた 
だくために』に記載されています。内容をよ<読んでから使用して<ださい。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


記号の意味 


A ち険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷（*1)を負ラことび 
あり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷（*1)を負ラことが 
想定されること"を示します。 

A 注意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負5ことび想定される 
か、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を示しまず。 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほしい内 
容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

役立つ 
操作集 

知]っていると役に立つ操作を示します。 

pool 

本書は Windows XP、Windows 200□モデルに共通の説明書でず。 
それぞれに固有の操作や機能名称を示すとさは次のマークを使用して 
います。 

ご購入の製品に応じた部分をお読みください。 

FXR 

Windows XP モデルに固有の操作や機能名称などを示 
します。 

fXi 

Windows 2000モデルに固有の操作や機能名称などを 
汀^します。 


このマニュアルや他のマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

他のマニュアルへの参照の場合…『』 


*] 重傷とは、失明やけび、やけど〔高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症げ残るものお 
よび治療に入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋-家財および家畜•ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 


















用語について 

本書では、次のよラに定義します。 

システム 特に説明がない場合は、使用しているオペレーティングシステム（日 S) 

化71^します。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプリケーションソフトウエアを示します。 

Windows XP 

Microsoft® Windows® XP Professional operatin 邑 system 日本語 
版を示します。 

Windows 2000 

Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system 日 
本語版をおします。 

Windows Windows XP または Windows 200日を示します。 

Microsoft Office 

Microsoft® Office XP Professional または Microsoft® Office XP 
Personal をします。 

MS-IME Microsoft® IME スタンダード 2 日02、 Microsoft® IME20 日日を示し 
ます。 

ドライブ CD-ROM ドライブ/マルチドライブ /DVD マルチドライブを示しま 
す。内蔵されているドライブはモデルによって異なります。 

CD - ROM モデル 

CD-ROM ドライブが内蔵されているモデルを示します。 

マルチドライブモデル 

CD-R/RW ドライブと DVD-ROM ドライブ両方の機能をもったマルチ 
ドライブが内蔵されているモデルをおします。 

DVD マルチドライブモデル 

DVD マルチドライブが内蔵されているモデルを示します。 

Office 搭載モデル 

Microsoft® Office XP Professional または Microsoft® Office XP 
Personal がプレインストールされているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能が内蔵されているモデルを示します。 
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記載について 

•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は 
「用語について」のモデル分けに準じて、「****モデルのみ」とを記します。 
モデルについては、「用語について」を参考にしてください。 

-インターネット接続については、内蔵モデムを使用した接続を前提に説明してい 
ます。 

. アプ U ケーシヨンについては、本製品にプレインストールまたは同捆の CD から 
インストールしたバージヨンを使用することを前提に説明していまず。 

-本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場 
合びあります。 


Trademarks 

- Microsoft 、 Windows、Windows Media , Office □]、 Outlook、Bookshelf 
は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標でず。 
Bookshelf BasicIS . なの書籍を基に制作されました。『新英和中辞典』第己版© 
研究社1967,1994,1998、『新和英中辞巧』第4版@研究社1933,199已, 
1998、『新明解国語辞典』第已版© H 省堂1972.1974,1981 .1989, 1997 
• Intel 、 インテル、 Pentium は、アメ U 力合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはそのモ会社の商標または登録商標です。 

- Bluetooth ( S , その商標権ちび所有しており、まちはライセンスに基づき使用して 
いまず。 

- ConfigFree は（株）まちの商標です。 

• Adobe 、 Adobe □つ 、 Adobe Acrobat (S Adobe Systems Incorporated [パ 
ドビシステムズ社）の商標でず。 

- Drag'n Drop はイージーシステムズジャバン株式会社と株式会社デジオンの 
商標です。 

• Symantec、Symantec □ユ Norton AntiVirus , LiveUpdate は Symantec 
Corporation の登録商標です。 

©2003 Symantec Corporation , All Rights Reserved . 

取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用し 
ている場合びあります。 


プロセッサ （ CPU ) に関するごま意 

本製品に使われているプ□セッヴ （ CPU ) の処理能力は次のよラな条件によって違 
いび現れます。 

-周辺機器を接続して本製品を使用している場合 
• AC アダプタを接続せずにバッテリ駆動にて本製品を使用する場合 
-マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•複雑な造形に使用するソフト（例えば、運用に高性能〕ンピュータび必要に設計 
されているデヴィン用アプリケーションソフト）を本製品上で使用する場合 
-気圧び巧い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高].000 メートル （3,280 フィート） L ツ上をお考えください。 

-目安として、気温已〜 35 °C (高所の場合2已°〇の範囲を超えるよラな外気温の 
状態で本製品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と 
異なる場合びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びありま 
す。これは、当社び巧奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用さ 
れた場合、お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らす 
ための通常のな護機能です。なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありま 
すので、必ず定期的にデータを外部記憶機器にてな存してください。また、プロ 
セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び巧奨する状態にて本製品をご使用 
<ださい。 

この他の使用制限事項につをましては取扱説明書をお読み<ださい。また、詳細な 
情報についてはま芝 PC ダイヤル 0570-00-3] 00にお問い合わせください。 


著作権にごいて 

音楽、映像、コンピュータ-プ□グラム、データベースなどは善作権法により、そ 
の著作者及び著作権者の権利びな護されています。こ5した著作物を複製すること 
は、個人的に又は家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を 
超えて、権利者の了解な<これを複製（データお式の変換を含む)、改変、複製物の 
譲渡、ネットワーク上での配信などを行ラと、「著作権侵害」「著作者人格権侵害」 

として損害賠償の請ホや刑事処罰を受けることびあります。本製品を使用して複製 
などをする場合には、著作権法を遵守の上、適切な使用をむびけてください。 
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お願い — 

•本製品の内蔵八ードディスクにインストールされているシステム （0 S )、 アプリ 
ケーシヨン L ソがをインストールした場合の動作保証はでをません。 

•内蔵八ードディスクにインストールされているシステム （0 S ) は、本製品でのみ 
利用でさます。 

-購入時にまめられた条件けがでの、製品およびソフトウエアの複製もしくはコ 
ピーをすることは禁じられています。取り扱いにはを意してください。 

-パスワードを設定した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておい 
てください。バスワードを忘れてしまって、パスワードを削除でさなくなった場 
合は、使用している機種を確認後、保守サービスに依頼してください。パスワー 
ドの解除を保守サービスに依頼ずる場合は、有償です。またそのとさ、身分証明 
書（お客様自身をお認でさる物）の提示び必要となります。 

-無線 LAN の使用によるデータの盗聴、およびそれによる被害に関しては保証でき 
ません。 

-ご使用の際は必ず付属の『エンドユーヴ使用許諾契約書』および CD - ROM / 
DVD - ROM に関するミ主意事項』をお読みください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあらかじめ行っていただくよラお願いしてお 

0ます。 

本体同捆の「お客様登録カード」またはインターネット経由で登録できます。 

^詳細について ri 章 3-0 まちへのユーヴ登録」 

「保証書」は記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 



1 章 


セットアップ 

電源を入れて、パソコンを使えるよラにするための 
Windows のセットアップを行います。 

また、ユーザ登録の方法についても説明しています。 


1 パソコンの準備 14 
吕 Windows のセットアップ 16 
3ユーザ登録をずる32 



1 パソコンの準備 


ここでは、電源コードと A 巳アダプタを接続して電源を入れるち法について説明し 
まず。 


[0 電源コードと AC アダプタを接続する 


電源コードと AC アダプタの接続は、次の図の①一③一③の順に行います。 
はずすときは、逆の③-►②-►①の順で行います。 


m 接続方法 



接続すると 


DC IN LED び緑色に点灯します。 
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ク 













電源を入れる 




電源コードと AC アダプタを接続したら、電源を入れましよラ。 


1操作方法 

1ディスプレイ開閉ラッチをスライドし①、ディスプレイを開ける② 

両手を使ってゆっくり起こしてください。 



ディスプレイ開閉ラッチ 


2電源スイッチを巧す 

Power むに D び緑色に点口するまで、電源スイッチを押してください。 

















2 Windows のセットアップ 


パソコンを使えるようにするために、 Windows のセットアップを行います。 
本製品には、次のモデルびあります。 


• Windows XP モデル 

• Windows 2000モデル 

セットアップのち法はシステムによって異なります。購入したモデルをお語して、 
システムに応じたセットアップ手順を参照してください。 

セットアップを始める前に、『まむしてお使いいただくために』を必ず読んでくださ 
い。特に電源コードや AC アダプタの取り扱いについて、よく読んでま意事項を守っ 
て < ださい。 


円セットアップの前に 




セットアップをするにあたつて — - — 

• 周辺機器は接続しないでください 

セットアップは AC アダプタと電源コードのみを接続した状態で行ってください。 
セットアップび完了するまでプリンタ、マウスなどの周辺機器は接続しないでく 
ださい。 

• 途中で電源を切らないでください 

セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コードを抜くと、故障や起動 
びでさない原因になり修理び必要となることびあります。 

• 操作は時間をあけないでください 

セットアップ中にキー操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続 
けて<ださい。30分しソ上タッチパッドやキーを操作しなかった場合、画面に表示 
される内容び見えなくなりますび、故障ではありません。ちう1度表示ずるには、 
盾杆巧] キーを巧すか、タッチパッドをさわってください。 

•使用する Windows の管理ま号を 「 Product ; Key 」 といいます。 

Product Key はパソコン本体に貼られているラベルに印刷されています。このラ 
ベルは絶対になくさないよラにしてください。再発行はできません。紛失した場 
合、マイク□ソフト社からサービスび受けられなくなります。 
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1 タッチパッドのほいかた 

タッチパッドに指を置き、押さえなびら上下左ちに動かします。 

指の動きにあわせてディスプレイ上の（ポインタ）び動きます。 



目的の位置にポインタをあわせたあと、タッチパッドの手前にある左ボタンを1回 
押ず操作を「クリック」といいます。 



を文字入力欄にあわせてク U ックすると、 

「 I 」（カーソル）び点滅します。「 I 」の位置 
から入力でさます。 


/なヮ-ドの：1 


J なヮ-ドの：|| 





ク IJ ックずると 


















^ Windows XP のセットアッ 



次の手順に従ってセツトアツプを行ってください。 

初めて電源を入れると、 [ Micros 加; Windows へようこそ]画面び表示されます。 


音量は本体左側面にあるボ U ュームダイヤルで調節できます。 
国^音量の調節について「3章已ヴウンド機能」 


m 操作方法 

1[次へ]ボタンをクリックする 



画面ち下の0ボタンをク U ックするか ( Eu キーを押すと、 Windows セッ 
トアップのヘルプび表示されます。 

[使用許諾契約]画面び表示されます。 
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Windows のセットアップ 


2 [使用許諾契約]の内容を確認して[同意します]の左にある〇をク 
リックし ①、 [次へ]ボタンをクリックする ③ 



契約に同意しなければ、セットアップを続行することはできず 、 Windows 
を使用することはでをません。 

こ J ボタンをク U ックすると契約書の続きを表示できます。 

[コンピュータに名前を付けてください]画面び表示されます。 

3 [この コン ピュータの名前]に コン ピュータ名を入力し ①、 [次へ] 
ボタンをクリックする ② 



半角英数字で任意の文字列を入力してください。このとさ、同じネットワー 
クに接続ずるコンピュータとは別の名前にしてください。 

企業で本製品を使用する場合は、ネットワーク管理者に問い合わせてくだ 
さい。 
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[管理者パスワードを設定して < ださい]画面が表示されまず。 





















4 [管理ちパスワード]と[パスワードの確認入力]にパスワードを入 
力ずる 



Administra 扣「と呼ばれる管理者のユーヴアカウントのパスワードを設定 
します。管理者のユーヴアカウントでは、コンピュータにフルアクセスでを 
ます。 

パスワードには、半角の英数文字および記号を使用することびでをます。パ 
スワードは大文字とル文字び区別されますのでミ主意してください。例えば 
「 PASSWORD 」 と 「 password 」 は別のパスワードとして識別されます。 

国^入力に使ラキーの位置について「3章2キーボード」 

[管理者パスワー円欄での入力を、 （1 さ @キーを押すと「 I 」び[バスワー 
ドのお認入力]欄に移動します。「 I 」は力ーソルといい、表示されている 
位置から文字などを入力でさます。 

5 [次へ]ボタンをクリックする 



[このコンピュータをドメインに参加させますか？]画面び表示されます。 
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6 ドメインの種類を選択し①、[次へ]ボタンをクリックする⑨ 



ドメインの設定び必要な場合は[はい、このコンピュータをなのドメインの 
メンバにします]をチェックし、テキストボックスにドメイン名を入力して 
<ださい。 

[インターネット接続び逞択されませんでした]画面び表示されます。 

7 [省略]ボタンをクリックする 

[インターネット接続び選択されませんでした]画面ではなく [インター 
ネットに接続するち法を指定してください]画面び表おされることびありま 
す。その場合も、[省略]ボタンをク U ックしてください。 



[ Microsoft にユーヴー登録ずる準備はでさましたか？]画面び表示され 
ます。 

マイク□ソフト社へのユーヴ登録は、セットアップ完了後に行えますので、 
ここでは省略した場合について説明します。 













8 [いいえ、今回はユーザー登録しません]の左にある〇をクリックし 
①、[次へ]ボタンをクリックする② 



[このコンピュータを使うユーヴーを指定してください]画面び表示され 
ます。 



[ユーヴ ー1] 欄にポインタをあわせてクリックすると、「 I 」び点滅します。 
「 I 」は力ーソルといい、表示されている位置から文字などを入力でさます。 
国^入力に使ラキーの位置について「3章2キーボード」 

Windows XP では複数（已人まで）のユーヴを設定し、それぞれのユーヴ 
ごとに別々の環境を構築できますび、ここでは1人の名前だけ入力した場 
合について説明します。 
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メモ - 

•□ —マ字入力で入力する場合 

「なかた」と入力するときは、キーボードで⑩®贷④面®追を查)と押し 
まず。 

キーを押しても文字び表示されない場合は、[ユーヴ ー] 欄に「 I 」（力ーソ 
ル）び表示され点滅していることを確認してください。表示されていないと 
きは、[ユーヴ ー] 欄をク U ックしてください。 

文字の入力を間違えたら、 ( Backspace ) キーを押して入力-スした文字を削 
除します。 


10 [次へ]ボタンをクリックする 

[設定び完了しました]画面び表示されます。 

11[完了]ボタンをクリックする 


R をザホ了しました 












IL _5 J 


Windows のセットアップび終了ずるとパソコンび自動的に再起動し、デス 
クトップ画面び表示されます。 

メモ - 

• 次のよラなパーティションび八ードディスクに作成されていまず。 

C ドライブ： NTFS システム 

• まちとマイクロソフト社へのユーヴ登録を行ってください。 

^ユーヴ登録について「本章3ユーヴ登録をする」 
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dl Windows XP の巧いかた 

Windows XP の使いかたについては、次のものを参照してください。 

『Microsoft Windows XP Professional ファーストステップガイド』、または[ス 
タート]^ [ヘルプとサポート]をクリックして、『ヘルプとサポートセンター』を 
参照してください。 


西 


Windows 2000の七: 



次の手順に従ってたットアップを斤ってください。 

初めて電源を入れると 、 [Windows 2日日日セットアップウイヴードの開始]画面が 
表示されます。 
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1 [次へ]ボタンをクリックする 

[ライセンス契約]画面び表示されます。 

契約の内容を必ずお読み<ださい。 

表示されていない部分を見るには、▲▼ボタンをク U ックして、画面をス 
ク□ールさせてください。なお、契約に同意しなければ、セットアップを続 
行することはでをません。 
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2画面下部の[同意しまず]をチェックして[次へ]ボタンをクリッ 
クずる 

[同意しません]を選がした場合は、なにパソコンを起動したとき、最初か 
らセットアップをやり直す必要びあります。 

[ソフトウェアの個人用設定]画面が表示されます。 



2日^^ ■ 



3 名前と組織名を入力ずる 

名前は必ず入力してください。組織名は省略でをます。組織名を入力するに 
は、名前の入力後 ( TiE ) キーを押します。 

メモ - 

• 日本語入カシステムび起動しています。 

ひらびなや漢字の入力のしかた 
標準状態での入力ち法は、□ーマ字入力です。 

例："なかた"または"中田"と入力する場合 
の担)®®④ 0® とキーを巧す 

"なかた"と表示されます。入力5スをした場合は、 但 ackSpace ) キーを 
押して入力5スした文字を削除します。 

②ひらびなのままでよい場合は、 ( Enter ) キーを押す 
"なかた"で確定されます。 

漢字に変換する場合は 盾^ キーを押し、目的の漢字び表示されたら、 
fEnterl キーを押す 

后^ キーを押すたびに、漢字の候補び表示されます。 

( fnt おキーを巧すと、選択した漢字で確定します。 


4 [次へ]ボタンをクリックする 

[コンピュータ名と Administrate ) 「のバスワー円画面び表示されます。 
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Windows のセットアップ 


5コンピュータ名と Administrator のパスワードを入力する 

コンピュータ名は自動で作成されます。変更する場合は、半ち英数字で1已 
字 L ソ内の名前を入力してください。 

Administrat □「と呼ばれるユーヴ名を作成しまず。コンピュータにフルア 
クセスする場合に使用します。バスワードには、半角の英数文字および記号 
を使用することびでをます。 

バスワードは大文字とル文字び区別されますのでミ主意して<ださい。 

例えば、 「 PASSWORD 」 と 「 password 」 は別のパスワードとして識別さ 
れます。 
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6 [次へ]ボタンをクリックする 

[曰付と時刻の設定]画面び表示されます。 



7 [日付と時刻]の設定をする 

日付と時刻を確認しまず。 

タイムゾーンで r ( GMT +09:00) 大阪、札幌、ま京」び選択されているこ 
とをお認しまず。 

「( GMT +09:00) 大阪、ホし幌、ま尉び選択されていない場合は▼ボタン 
をク U ックし、一覧から選択してください。 





8 [次へ]ボタンをクリックする 

[ネットワークの設を]画面び表示されます。 
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9ネットワークの設定をする 

ネットワークの設定はネットワーク管理ちに問い合わせてください。 

標準設定またはカスタム設定のどちらかを選択してください。 

標準設定 ： Microsoft ネットワーククライアント、 Microsoft ネット 

ワークのファイルとプリンタの巧ちサービス、およびアド 
レスを自動的に指をする TCP / IP トランスポートプ□トコ 
ルを使ってネットワーク接続を作成します。 

カスタム設定： 手動でネットワークコンポーネントを構成することびでを 
よ9 〇 


10 [次へ]ボタンをクリックずる 

[ワークグループまたはドメイン名]画面び表示されます。 
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11ワークグループまたはドメイン名の設定をする 

ワークグループまたはドメインのどちらかを逞択してください。 

選択を、[ワークグループまたはドメイン名]にワークグループ（ドメイン) 
名を入力して < ださい。 
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12 [次へ]ボタンをクリックする 

設定の保存後、再起動しまず。再起動後に[ネットワーク識別ウィヴードの 
開始]画面び表示されます。 

ここで、コンピュータをネットワークに接続ずる手続きをします。 



X - J j 


13 [次へ]ボタンをクリックする 

[このコンピュータのユーヴー]画面び表示されます。 
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14ユーザの設定をずる 

このコンピュータで使用するユーヴを指定します。 

• [ユーヴーはこのコンピュータを使用するとさ、ユーヴー名とパスワード 
を入力ずる必要びある] 

'''指定したユーヴでパスワードを入力してから□グオンします。 

• [常に次のユーヴーびこのコンピュータに□グオンずると仮定する] 

…指定したユーヴで自動的にログオンします。 

ここで指定できるユーヴは手順3で入力した名前、あるいは 
Administrator でず。 

▼ボタンをク U ックして逞択してください。 





15 [次へ]ボタンをクリックする 

[ネットワーク識別ウィヴードの終了]画面び表示されます。 



I が _ 1 一心 I 


16 [完了]ボタンをクリックずる 

Windows 20日日のわットアップを完了しました。 

手順]4で[ユーヴーはこのコンピュータを使用するとき…]を選がした場 
合、 [ Windows への□グオン]画面が表示されます。 

Administrator パスワードを入力して、 [ OK ] ボタンをク U ックすると、 
Administrator で□グオンし 、 [Windows 2日0日の紹介]画面が表示され 
ます。 

手順]4で[常に次のユーヴーがこのコンピュータに…]を選がした場合、 
指定されたユーヴ （ Administrator または例：中風で自動的に□グオン 
し 、 [Windows 20日日の紹介]画面が表示されます。 
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[Windows 2 日日日の 紹介] の 下部にあるチェックボックス（スタートアッ 
プ時にこの画面を表示）をク U ック して チェックを解除すると、次に 
Windows 2 日日日が 起動したときは [Windows 2 日日 0 の 紹介] は 表示さ 
れません。 

[Windows 2 日日日の 紹介]画面を再表示するには、[スタート]一[プ □ 
グラム]^ [アクセサリ]^ [システムッール]^ [はじめに]をクリック 
して < ださい。 


メモ - 

• なのよラなパーティションが八ードディスクに作成されています。 
C ドライブ： NTFS システム 

• 東芝とマイク□ソフト社へのユーヴ登録を行ってください。 

^ユーヴ登録について「本章3ユーヴ登録をする」 


Windows 2 口 00 の巧いかた 

Windows 2 日日日の 使い かたに ついては、『クイック スタート ガイド』、 または[ス 
夕ート]一[ヘルスをク U ックして、 『 Windows のヘルプ』を参照してください。 









3 ユーザ登録をずる 




まちへの ユーザ 登録 


本製品を使ラにあたって、お客様へのサービス-サポートを充実させるために東芝 
へのお客様登録を巧奨しています。 

ま芝パソコンをさらに便利に使うためのノウ八ウ、新商品やイベント情報の案内な 
どの特典びあります。 

登録は、インターネットまたは同捆されている「登録はびき」で行います。 
r 登録はびき」で登録する場合、本製品に同おされている「登録はびき」に必要事項 
を記入し、送付してください。 

インターネットで登録する場合、パソコンにモジュラーケーブルを取り付けて、イ 
ンターネットに接続してからなの手順で行ってください。 

1ま忌ホームぺージか S 登録する 

インターネットに接続するための設定を行った後、次のアドレスを入力して、表示 

された画面から登録して<ださい。 

http :// dynabook . com / tpmc / userj / 

2 r ま泛 PC お客様登録 J をほう 

インターネットでユーヴ登録をするための「まち PC お客様登録」を使用でさます。 
デスクトップの[まち PC お客様登録]アイコン(^ ) をダブルクリックし、表 
示される画面に従って設定を行ってください。 

【[インターネットプ□バイダと未契約の方]を選択した場合】 

インターネットプ□バイダ 「 infoPepper 」 への入会とパソコンのユーヴ登録を]度 
に行ラことびでさまず。 「 infoPepper 」 への初期登録料と接続時間に応じた料金び 
かかりますので、あらかじめご了をください。 

rinfoPepperJ しソ外のプ□バイダへの入会を希望する場合は、プ□バイダに入会し 
てパソコンの設定を行った後、[インターネットプ□バイダと契約済みのち、をしく 
は LAN 経由でインターネット接続されているち]を選択してください。 

【[インターネットプ□バイダと契約済みの方、もしくは LAN 経由でイン 
夕ーネット接続されている方]を選択した場合】 

インターネットに接続してユーヴ登録でをます。 

【[インターネット揺由で登録を蒂望しない方]を選択した場合】 

はびをでユーヴ登録ずるメッセージび表示されます。 
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その他のユーザ登録 





r 

L 


1マイク□ソフト社へのユーザ登録 

登録すると、本製品に添付されているマイク□ソフト社製品の今後のサービス•ヴ 
ポートを受けることびでさます。 

Windows XP の場合、インターネットで登録を行います。 

Windows 2000の場合、インターネットまたは同捆されている「登録はびき」で 
を行います。 

インターネットで登録する場合、パソコンにモジュラーケーブルを取り付けてイン 
ターネットに接続してから、次の手順で行ってください。 

【Windows XP の場合】 

1[スタート]一[ヘルプとサポート]をクリックする 

[ヘルプとサポートセンター]画面び表示されまず。 

2画面左の [Windows XP の新機制をクリックする 

3左画面の[ライセンス記註、ライセンス、およびユーザー登録]を 
クリックする 

4ち画面の[オンラインユーザー登録を使用する]をクリックする 

5ち画面の説明で中の[ユーザー登録ウィザード]をクリックする 

[Microsoft Windows XP ユーヴー登録ウィヴー问び起動しまず。 

6表示される画面の指示に従って登録を行ラ 

ユーヴー I □を持っていない場合は、所有者情報を入力する画面の[マイク 
□ソフトオフィシャルユーヴ ー ID ] 欄に rWindowsXP 」 と入力してくだ 
さい。 

[ Windows 吕〇00の場合】 

1[スタート]一[プ□グラム]一[アクセサリ]一[システムツー 
M - [はじめに]をクリックする 

2 [今すぐ登録]をクリックする 

[Microsoft Windows 2000ユーヴー登録ウィヴード]び起動しまず。 
画面の指示に化って操作してください。 






2 その他のアプリケーシヨンのユーザ登録^^^ 

本製品に添付されている各アプ U ケーシヨンのユーヴ登録については、さアプ U 
ケーシヨンのヘルプを確認してください。 

また、各アプ1」ケーシヨンの問い合わせ先については、「9章已問い合わせ先」を 
確認してください。 
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2 章 

電源を入れる/切る 


ここでは、 Windows のセットアップ終了後に電源を 
入れる方法と、電源を切る方法について説明します。 
また、パソコンの使用を一時的に中断させたいとき 
の操作方法についてち説明しています。 


1電源を入れる36 
吕電源を切る40 
3バソコンの使用を中断ずる/電源を切る42 



1 電源を入れる 


ここでは、 Windows セットアップを終えた後に、電源を入れるち法について説明し 
まず。 

圆^初めて電源を入れるとを「1章セットアップ」 

■ Jflw 電源を入れる前に—- 

• フ□ッピーディスクドライブにフ□ッピーディスクび入っていれば取り出してく 
ださい。 

• プ U ンタなどの周辺機器を接続してしぶ場合は、周辺機器の電源を入れてください。 


1操作手順 

1電源スイッチを巧す 

Power む LED び緑色に点灯するまで、電源スイッチを巧してください。 
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2 電源に閲する表示 

電源の状態はなのシステムインジケータの点灯状態で確認することびできます。 




状態 

バソコン本体の状態 


緑の点な 

AC アダプタを接続している 

DC IN ^ LED 

オレンジの点滅 

異常警告 

( AC アダプタ、バッテリ、またはパソコン本体 
の異常） 


消な 

AC アダプタを接続していない 


緑の点灯 

電源日 N 

Power (!) LED 

オレンジの点滅 

スタンバイ中 


消な 

電源 OFF 、 休止状態中 


















【ユーザパスワードを設定している場合】 

ユーヴパスワードを設定している場合は、電源を入れると次のメッセージび表おさ 
れます。 


Password = 


設定したユ~ヴパスワ~ドを入力し、 を nter ) キーを押してください。 

メモ - 

• スタンバイ、化止状態を実行している場合は、電源を入れた直後に表示され 
ます。 

• ユーヴパスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れ 
ます。 


国^パスワードについて「日章4パスワードセキュリティ」 

【メッセージが表示される場合】 

不明なメッセージについては、「7章2- メッセージ」をご覧ください。 

3起動するドライブをを更する場合 

ご購入時の設定では、標準八ードディスクドライブからシステムを起動します。起 
動ずるドライブを変更したい場合、次のち法で変更できます。 


【方法1】 

電源を入れたとさに表示されるアイコンから、起動するドライブを選択でさます。 

1 OD キーを f 甲しなび!5電源スイッチを f 甲す 

アイコンの下に選がカーソルび表示されます。 



アイコンは左から、次の順に表示されます。 

HDD -ドライブ ー FDD ー ネットワークー PC 力ード 

2 0または ©キーで 起動したいドライブを選択し、キーを 
巧ず 

一時的にそのドライフび起動最優先ドライブとなり、起動しまず。 
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[ 方法吕】 

「東芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更で 
さます。 

^設定の変更「己章2ま芝 HW セットアップを使う」 


2 電源を切る 


正しし巧順で電源を切らないとバソコンび故障したりデータび壊れる原因になりま 
すので、必ず正しい手順で操作してください。 

パソコンの使用を一時的に中断したいときには、スタンバイまたは休止状態にする 
ち法もあります。 

国^スタンバイ、休止状態を実行するち法 

「本章3バソコンの使用を中断する/電源を切る」 

電源を切る前に— —— 

• 必要なデータは必ず保存して<ださい。保存されていないデータは消失します。 

• 起動中のアプリケーションは終了してください。 

• Disk Q 1_ ED や FDD / CD - ROM 己/® 1_ ED び点灯中は、電源を切らないでくだ 
さい。データび消失するおそれびあります。 


1操作手順 


【 Windows XP の場合】 

1[スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリック 
ずる⑤ 

ドメイン参加している場合、[終了オプション]は[シャットダウン]と表 
示されまず。 



2 [電源を切る]をクリックする 



ドメイン参加している場合は、 [ Windows のシャットダウン]画面で V 
ボタンをク U ックし①、[シャットダウン]を選択し③、 [0 K ] ボタンをク 
リックしてください。 
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g wr»M*fn<A<i^wtAP I 

、■^^ •‘AkA'I ▲•*>*%—J 、 I --1_L 



Windows び終了し、電源び切れます。 Power む! _ ED び消灯します。 

[Windows 2000の場合】 

1[スタート]ボタンをクリックし①、[シャットダウン]をクリック 
ずる⑤ 

ミななまに） 

^ヘルブお） 

が乃イルるを；旨ミして実行(曲.. 


シサットタウン(ぶ… 


Ml 躬龙 j 至ご 


srA\ I 


一 1J 


■(D 

-① 


2 ▼! ボタンをクリックし①、[シャットダウン]を選択ずる③ 


刮 ^Wmdaws 2000 

I I Professional 


迎 


々の中からぷんで’くだな V 




臟 i 




キ*ンたル」〜レブお） I 


-① 

-③ 


3 [ OK ] ボタンをクリックする 


2電源を切ったをは 

• 周辺機器の電源は、パソコンの電源を切った後に切ってください。 

• ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体び故障 
ずる場合びあります。 

* パソコン本体や周辺機器の電源は、切った後すぐに入れないでください。動作び 
不安定になる場合びあります。 
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電源を入れる/切る 














































3 パソコンの使用を中斬する/！?巧ぶ切る 


バソコンの使用を一時的に中断したいとき、スタンバイまたは休止状態にずると、 
パソコンの使用を中断したとさの状態びな存されます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを押す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの 
使用を中断したとさの状態び再現されます。 

操作にあたつて^— — S 

•スタンバイ中にしソ下のことを行わないでください。次回電源を入れたとさに、シ 
ステムび起動しないことびあります。 

-スタンバイ中にメモ U を抜き差しすること 
-スタンバイ中にバッテ1」パックをはずすこと 

また、スタンバイ中にバッテ1」残量び減少した場合も同様に、次回起動時にシス 
テムび起動しないことびあります。 

システムび起動しない場合は、電源スイッチを已秒間押して一旦電源を切った後、 
再度電源を入れてください。この場合、スタンバイ前の状態は保持でをていませ 
ん （ ResumeFailure で立ち上びります）。 

•スタンバイ中や休止状態では、バッテ U や周辺機器（増設メモリなど）の取り付 
け/取りはずしは行わないでください。保存されていないデータは消失します。 
また、感電、故障のおそれびあります。 

•スタンバイまたは休止状態を利用しない場合は、データを保存し、アプ U ケーシヨ 
ンをすべて終了させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは 
消失しまず。 

• スタンバイまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを推奨します。 
•パソコン本体を航空機や病院に持ち込む場合、スタンバイを使用しないで、おず 
電源を切ってください。スタンバイ状態のまま持ち込むと、パソコンの電波によ 
り、計器や医療機器に影響を与える場合びあります。 
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作業を中断したとさの状態をメモ u に保存する機能です。なに電源スイッチを巧す 
と、状態を再現することびできまず。 

スタンバイはすばやく状態び再現されますび、休止状態よりバッテ U を消耗します。 
バッテ U を使い切ってしまラとデータは消失するので、 AC アダプタを取り付けて使 
用することを巧奨します。 

1スタンパイの実巧方法 

【 Windows XP の場合】 

1[スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリック 
ずる② 

ドメイン参加している場合、[終了オプション]は[シャットダウン]と表 
示されます。 



③ 

① 


2 [スタンバイ]をクリックする 



ドメイン参加している場合は、 [ Windows のシャットダウン]画面で V 
ボタンをク U ックし、[スタンバイ]を選択して[〇均ボタンをクリック 
してくださし、。 

メモ1」への保存び終わると、スタンバイ状態になります。画面び真っ暗にな 
り、 Power むに D びオレンジ色に点滅します。 

@+( F 巧キーを押して、スタンノ（イを実行することわでをます。 
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電源を入れる/切る 


















【 Windows 2000の場合】 

1[スタート]ボタンをクリックし①、[シャットダウン]をクリック 
ずる② 




Cj ] がまを） 

身ヘルツぶ 

ミ d ファイルちをちミして実け(段... 


目 

回 

シャット 巧ウン(ぶ… 

r ® 

離导二' 

nr ,ぶ 11 

_の 

r. ： i|j マ* 0=^ |j 

- W 


2 ▼! ボタンをクリックし①、[スタンバイ]を選択する⑤ 



3 [0 K ] ボタンをクリックする 

スタンバイ状態になります。画面び真っ樹こなり、 Power のに□びオレ 
ンジ色に点滅します。 

+ キーを押して、スタンバイを実行することをできます。 


休止が態 


パソコンの使用を中断したとさの状態を八ードディスクにイ呆存します。次に電源を 
入れると、状態を再現できまず。バッテ U 駆動 （ A 巳アダプタを接続しない状態）で 
使用する場合は、休止状態の設定をすることを推奨しまず。 

購入時は、休止状態びち効に設定されています。 
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3 パソコンの使用を中断ずる/電源を切る 


1化止状態の実行方法 

【 Windows XP の場合】 

1休止状態を有効に設定する 

① [コント□-ルバネル]を開き、[バフォーマンスとメンテナンス]をク 
U ックずる 

② [まち省電力]をク U ックする 

③ [休止状態]タブで[休止状態をサポートする]をチェックずる 

④ [〇のボタンをク U ックする 
休止状態び有効になります。 

2 [スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリック 
ずる③ 

ドメイン参加している場合、[終了オプション]は[シャットダウン]と表 
示されまず。 


すべてのブ D ヴラムが> 


國□。ォフが 

1圃が了がシ3ソがけ 

l ^ fw -户 II 、 1 


3 を hiftl キーを巧したまま[休止状態]をクリックする 

( pftl キーを押している間は、[スタンバイ]び[休止状態]に変わります。 


ドメイン参加している場合は、 [ Windows のシャットダウン]画面で V 
ボタンをク U ックし、[休止状態]を選択して [ OK ] ボタンをク U ックし 
て < ださい。 

Disk © LED び点灯中は、バッテ U バックを取りはずしたり、 AC アダプ 
夕を巧いたりしないで<ださい。 

巧みキーを押して、休止状態にずることもできます。 




4已 






















【 Windows 2000の場合】 

1休止状態を有効に設定する 

①[コント□-ルパネル]を開き、[ま芝省電力]をダブルク U ックする 
③[休止状態]タブで[化止状態をサポートする]をチェックする 
③ [0 ロボタンをクリックする 

2 [スタート]ボタンをクリックし①、[シャットダウン]をクリック 
ずる② 

ミぷなま© ► 

5身ヘルプ(ぶ 

-■ 3^ファイルををちミして実け(应 ... 


1 

回 

シャット巧ウン(ぶ… 

r® 

||谦お r 固 

し fik ^ , A II ^ 

1 J マ* 1 j w 


3こ J ボタンをクリックし①、[休止状態]を選択する② 



① 


③ 


4 [0 K ] ボタンをクリックする 

休止状態になり 、 Power 6 LED び消巧します。 

( FHl + f 巧キーを押して、休止状態にすることをできます。 
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[スタート]メニューから操作せずに、電源スイッチを押したとさやディスプレイを 
閉じたときに、電源を切る（電源オフ）、またはスタンバイ/休止状態にすることび 
でさまず。 

休止状態にするには、あらかじめ設定び必要です。購入時は、休止状態び有効に設 
定されていますび、解除した場合は「本節©-1手順]」を参照して、設定しておい 
て < ださい。 

1電源スイッチを巧す 

購入時には[電源オフ]に設定されています。変更ずる場合はなの手順を行ってく 
ださい。 

1電源スイッチを巧したときの動作を設定する 
の剛 

[コントロールバネル]を開き、[パフオーマンスとメンテナンス]をク 
リック^ [まち省電力]をク U ックする 

rw 

[コントロールバネル]を開き、[まち省電力]をダブルク U ックずる 

② [電源設定]タブで設定する省電カモードを還択し、[詳細]ボタンをク 
U ックする 

③ [動作]タブの[電源ボタンを押したとさ]で、表示されるメニューから 
実行したい動作を選択する 

④ [0 K ] ボタンをク U ックする 

⑤ [ま芝省電力のプロパティ]画面で [0 K ] ボタンをク U ックする 

2電源スイッチを巧す 

選択した状態で電源を切る、または作業を中断します。 

Windows XP の場合、手順1の@で[入力をホめる]を選択したときは、 
[ Windows のシャットダウン]画面または[コンピュータの電源を切る] 
画面び表示されます。[何をしない]を選択したときは、電源スイッチを押 
しても何も動作しません。 


47 



電源を入れる/切る 








2 ディスプレイを閉じる 

ディスプレイを閉じることによって[スタンバイ][休止状態]または[電源オフ] 
(國哪 ） のうち、あらかじめ設をした状態へ移行する機能を、パネルスイッチ機能 
といいます。購入時には[休止状態]に設定されています。変更する場合は次の手順 
を行ってください。 

1ディスプレイを閉じたときの動作を設定する 

① 剛 

[コント ロール パネル]を開さ、[パフ オー マンスとメンテナンス]をク 
U ック^ [ま芝省電力]をク U ックする 

faro 

[コントロールパネル]を開さ、[ま芝省電力]をダブルク U ックする 

② [電源設定]タブで設定する省電カモードを選択し、[詳細]ボタンをク 
IJ ックする 

③ [動作]タブの[コンピュータを閉じたとき]で、表示されるメニューか 
ら実行したい動作を還択する 

④ [0 ロボタンをク U ックする 

⑤ [ま芝省電力のプ□パティ]画面で[〇のボタンをクリックする 

2ディスプレイを閉じる 

選択した状態で電源を切る、または作業を中断します。 

手順]の③で[スタンバイ]または[化止状態]を選択したときは、次に 
ディスプレイを開くと、自動的に状態び再現されます。[何ちしない]を還 
おすると、パネルスイッチ機能は働さません。 
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3 章 

本巧の機能 


このパソコン本体の各部について、名称、役割、昼 
本の使いかたなどを説明しています。 

また、使いやすいように各部機能の設定を変更、調壁 
する操作やショートカツトなど役に立つ機能もを目か。 
各部の手入れについてら確認してください。 


1各部の名前已〇 
2キーボード己4 
3タッチパッド62 
4ディスプレイ巨6 
己サウンド機能巨日 
色ドライブ70 
7フ□ッピーディスクドライブ8已 
8 LAN 機能 90 
9 Bluet 001 ih 機能 92 
10内蔵モデム93 
11セキュリティ□ック 97 



1 各部の名前 


ここでは、各部の名前と機能を簡単に説明します。 

それぞれについての詳しい説明については、各参照ページをお認してください。 





【システムインジケータ】 

それぞれは、次の状態を示します。 


•2 

DC IN LED 

電源コードの接続 

(!) 

Power LED 

電源の状態 

口 

Battery LED 

バッテ1」の状態 

Q 

Disk LED 

八ードディスクドライブにアクセスしている 

日/@ 

FDD / CD-ROM LED 

フ□ッピーディスクドライブまたはドライブに 
アクセスしている 

叫))） 

ワイヤレス 

コ 5 ユニ ケー シヨン LED 

無線通信機能の状態 
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背面回 


r 


—ボ U ユームダイヤル（ご P.69) 

—ドライブ（ご P.70) 

—叫)))ワイヤレスコ'ユニケーシヨンスイッチ（ご P.91,92) 
—卜 II ホタ ■! ■線ポート 

l 「 DA 方式のホ外線ポートを持つ他の機器と通信びできます。 
同じ通信用アプ U ケーシヨンを使用してください。 



— {'4C0MMS コネクタ（ご P.116) 
— 〇 RGB コネクタ（ご P.114) 

—端子出カコネクタ（ご P .109) 

—冷 USB コネクタ(つ P.10 已） 

— 國/日 PS/2 コネクタ（ご P.1 1 巨） 

— { Ether } LAN コネクタ（ご P.90) 

— もモジュラージャツク（ご P.93) 

-電源コネクタ 

' — ^^LINE IN 端モ（ご P.116) 

—をマイク入力端子（ご P . 11已） 

— 〇へッドホン出力端モ（ご P . 11 6) 


51 

































52 取扱説明書 











A 警告 

•必ず、本製品付属の AC アダプタを使用してください。本製品付属し U がの AC ア 
夕'プタを使用すると電圧や （+) (—）の極性が異なっていることがあるため、乂 
巧•破裂-発熱のおそれがあります。 

• バソコン本体に AC アダプタを接続する場合、必ず「1章1 -0 電源コードと AC 
アダプタを接続する J に記載してある順番を巧って接続して<ださい。順番を巧 
S ないと、 AC アダプタの DC 出カプラグが帯電し、感電または軽いケガをする 
場合があります。また、一般的な注意として、 AC アダプタのプラグをバソコン 
本体の電源コネクタ L ソかの金属部分に軸れないよラにしてください。 


A ミち意 

• お手入れの前には、必ずバソコンやバソコンの周辺機器の電源を切り、電源コー 
ドを AC 電源か S 抜いてください。電源を切 S ずにお手入れをはじめると、感電 
するおそれがちります。 

• 機器に強い衝撃や外圧を与えないよ5にを意してください。製品には精密部品を 
使用しておりますので、強い衝撃や外圧を加えると部品が故障するおそれがあり 
ます。 


パソコン本巧/電源コードの取り巧いと手入れ 一- »-■ 

•機器のミちれは、柔らかい乾いた巧で拭いてください。巧れびひどいとさは、水に 
浸した布を固くしぼってから拭さます。 

ベンジン、シンナーなどは使用しないでください。 

• 薬品や殺虫剤などをかけないでください。 

• ディスプレイは静かに閉じてください。 

• 使用でさる環境は次のとおりでず。 

温度已〜3巳 ° C 、 湿度20〜80% 

• 次のような場所で使用や保管をしないでください。 

直射日光の当たる場所/非常に高温またはを温になる場所/急激な温度変化のある 
場所（結露を防ぐため）/強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近 <) /ホコ 
U の多い場所/振動の激しい場所/薬品の充満している場所/薬品に触れる場所 
• 使用中に本体の底面や AC アダプタび熱<なることびあります。本体の動作状況 
により発熱しているだけで、故障ではありません。 

• 電源コードのプラグを長期間にねたって AC コンセントに接続したままにしてい 
ると、プラグにホコ U びたまることびありまず。定期的にホコ U を拭を取ってく 
ださい。 












2 キー^ボ^—ド 


ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意はや呼びかたについて簡単に説 
明します。 


[0 キーボード回 


i 


Caps Lock - 

(キヤプス□ツク ) LED 

文字入力の大文字□ック状態をおす 


•フアンクシヨンキー 

特定の操作を実行する 
とをなどに使ラ 


Esc (エスケープ)キ- 

操作を取り消すとさに使ラ 

半/全く漢字>キ 


Tab (タスキ 

Caps Lock 
(キヤプス□ック厥数キ 


Shift (シフト)キ 

アルファベットの大文字、 

小文字入力の一時的な切り 
替えや記号などを入力する 
とをに使つ 

Fn (エフエヌ) キー 

才ーバレイキーを使用するとさや 
ファンクションキーとの組み合わせに 
より、特殊機能を実行するときに使ラ 

Ctrl (コント□ール)キ 

他のキーと組み合わせて、特定の 
操作を実行するとをに使ラ 

ウインドウズ キー _ 

Windows のスタート方ニューを表示する 
とさや他のキーと組み合わせて、ショート 
カツトとして使う 


\hm 

1 

麵 

隊 

1難 

嶋 

た。 

麵 

た，'1 

F 8,';| 

1 





Space (スぺース)キ- 
空白文字を入力ずるとさや、 
入力した文字をかな漢字変換 
すなとをに使つ 
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関連情報は r 本節©、©」 


[—Arrow Mode (ア□—モード ) LED 

文字入力のア□一状態を示す 

-Numeric Mode (ニユーメリツクモード ) LED 

文字入力の数字□ック状態をおす 



PrtSc (プリントスクリーン） 

く SysRq (システムリクエスト)>キー 

I—Pause (ポースく Break (プレーク）>キー 

-Ins (インヴート)キー 

文字の入カモードを挿入/上書さに 
切り誓えるとさなどに使ラ 


Del (デリート)キー 

文字を削除するとさなどに使う 


Backspace 
(バックスぺース)キー 

Enter (エンター)キー 

作業を実行するとさなどに使ラ 

才ーバレイキー 


Shift (シフト)キ- 


矢印キー 

カーソル移動などに使ラ 
また 、 Fn (エフエヌ）キーとの 
組みをわせによ0、特殊機能を 
実行するときに使ラ 


Ctrl (コント□ール)キー 


-アプリケーションキー 

コント□ールボタンのちボタンやマウスのちボタンを 
押すことと同じ動作を行いたいときに使う 


-Alt (オルト）キー 
-カタカナ/ひ5がなく□ーマ字>キー 


■—変換キ- 
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【文字キー】 

文字キーは、文字や記号を入力するとさに使います。 

文字キーに印刷されている2〜已種類の文字や記号は、キーボードの文字入力の状 
態によってをわります。 



力でさまず。 

大文字 □ ック状態にす 
ると、大文字も入力で 
をます。 


■ち上 

かな入力びでさる状態で 
「Shift! キーを押しなびら押 
すと、記号、ひらびなの 

促音（ルさい「つ」）、拽)音 
(ルさい「や、ゆ、よ」） 
び入力でをます。 


■ち下 

かな入力びでさる状態で押 
すと、ひらびなや記号び入 
力でをます。 


■前面左- 

ア□一 状態のとさに押すと、 
カーソル 制御 キーと して使え 
ます。 


^■前面ち 

数字□ック状態のとさに押すと、 
テンキーとして使えます。 


ア□一状態、数字□ック状態 

「本節巧キーを使った特殊機能キー」 
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妊 


キーを使った便利な機能 


各キーにはさまざまな機能が用意されています。いくつかのキーを組み合わせて押 
すと、いろいろな操作が実行でをます。 


【巧节キーを使った特殊機能キー】 


キ— 


卜 nj+ を scj 

〈スピーカの5ユート> 


励+回 

〈インスタント 
セキュ U テイ機能〉 


励+固 

〈省電カモードの設定〉 


励+固 

〈スタンバイ機能の実行〉 

励+圓 

〈休止状態の実行〉 


内容 


内蔵スピーカやヘッドホンの音量をミュート（消音）にしま 
す。元に戻ずとさは、もラ1度巧キーを押しまず。 


画面ち上にカギアイコンび表示された後、画面表示びオフ 
になります。 

解除するには、なの操作を行ってください。 

① 盾而^) キーやに tTQ キーを押す、またはタッチパッド 
を操作ずる 

複数のユーヴで使用している場合は、ユーヴ選択画面 
び表示されますので、□グオンするユーヴ名をクリッ 
クしてください。 

② Windows の□グオンノロワードを設定している場合 
は、パスワード入力画面に Windows の□グオンパス 
ワードを入力し、 ( Ente?) キーを押す 

パスワードによるな護を設定（[画面のプ□バテイ]の[ス 
ク U- ンセーバー]タブで、[パスワードによるな護]また 
は面開時にようこそ画面に戻る]をチェック）しておくと、 
セキュ U テイを強化できます。 

キーを押すと、設定されている「まち省電カユー 
テイ1」テイ」の省電カモードび表示されます。 

@キーを押したまま、@キーを押すたびに省電カモード 
び切り替わります。 

キーを押し、表示される画面で[はい]ボタン 
をクリックずるとスタン J くイ機能び実行されます。 

キーを押し、表おされる画面で[はい]ボタン 
をク U ックすると休止状態び実行されまず。 
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キー 

内容 

励 + 厨 

〈表示装置の切り替え〉 

表示装置を切り替えます。 

詳細について国^「4章已テレビを接続する」 

励 + 風 

〈内部液晶ディスプレイ 
の輝度を下げる〉 

@キーを押したまま、@キーを押すたびに内部液晶ディ 
スプレイの輝度び]段階ずつ下びります。表おされる画面 
のアイコンで輝度の状態をお語でをます。 

励 + 回 

〈内部液晶ディスプレイ 
の輝度を上げる〉 

@キーを押したまま、キーを巧すたびに内部液晶ディ 
スプレイの輝度び]段階ずつ上びります。表おされる画面 
のアイコンで輝度の状態をお認でさます。 

励 + 画 

〈無線®信機能を 
切り替える〉 *1 

ワイヤレスコ S ュニケーシヨンスイッチを On にしている 
場合、 を!) キーを押したまま、@キーを巧すたびに使用す 
る巧線通信機能を切り替えます。 

厨+國 

〈タッチパッド 
オン/オフ機能〉 

タッチパッドからの入力を無効にでさまず。再び有効にする 
には、もう1度@ + @キーを押します。 

「本章 3-0 タッチバッドを無効/有効にするには」 

励 +CT 

〈オーバレイ機能> 

キー前面左に灰色で印刷された、カーソル制御キーとして 
使用でをます（ア□一状態)。ア□一状態を解除するには、 

をラ]度キーを押します。 

励+画 

〈オーバレイ機能〉 

キー前面ちに灰色で印刷された、数字などの文字を入力で 
きます（数字□ック状態)。数字□ック状態を解除するには、 
ちラ]度 ( foJ + fTT ) キーを押します。 

アプリケーシヨン （Microsoft Excel など）によつては異 
なる場合があります。 

励 + 晒 

〈スク□ール□ック状態〉 

一部のアプ U ケーシヨンで、 （ D ®©0 キーを画面スク 
□ールとして使用でをます。□ック状態を解除するには、 

をラ]度 @+( EID キーを押します。 

厨+① 

〈PgUp (ぺージアップ)〉 

一般的なアプ1」ケーシヨンで、@キーを押したまま、〔王)キー 
を押すと、前のページに移動でさます。 

励+① 

く PgDn (ぺージダウン)〉 

一般的なアプ1」ケーシヨンで、 を]) キーを押したまま、©キー 
を押すと、なのページに移動でさます。 


*1 :無線 LAN モデルのみ 
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キー 

内容 

励+归 

く Home (ホーム)〉 

一般的なアプ U ケー シヨ ンで、@キーを押したまま、©キー 
を押ずと、カーソルび行または文書の最初に移動します。 

厨+0 

〈End (エンド)〉 

一般的なアプ U ケー シヨ ンで、〔を)キーを押したまま、©キー 
を押ずと、カーソルび行または文書の最後に移動しまず。 


【@キーを使ったシヨートカツトキー】 


キー 

操作 

摩) +贷 

[ファイル名を指定して実行]画面を表示する 

磨) +喊 

すべての画面を最ル化ずる 

(Shift)+( が + の0 

で最ル化したすベての画面を元に戻ず 

@+回 

『ヘルプとサポート』を起動する 

摩) +眞 

[マイコンピュータ]画面を表示する 

®+© 

ファイルまたはフォルダを検索する 

励 +感+© 

他のコンピュータを検索する 

瑜 +(Ti51 

タスクバーのボタンを順まに切り替える 

(巧)+〔巨 reak) 

[システムのプ□パテイ]画面を表示する 
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[ 特殊機能キ ー 】 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージャの 
起動 

咖+厕 

[Windows タスクマネージャ]画面が 
表示されます。 

アプリケーシヨンやシステムの強制終了 
を行います。 

画面コピー 

CPrtSc) 

現在表示中の画面をク U ップボードに 
コピーしまず。 


趣 +(PrtSq) 

現在表示中のアクティブな画面をクリップ 
ボードにコピーします。 


キーボードの取り巧いと手入れ - —— - ‘ 

柔らかい乾いた素材のをれいな巧で拭いてください。 

巧れびひどいとさは、水に浸した巧を固くしぼって巧をます。 

キーのずをまにゴ5び入ったとさは、エアーで吹さ飛ばすタイプのク U —ナで取り除 
をます。ゴ S び取れないとさは、使用している機種名をお認してから、購入店、また 
はな守サービスに相談してください。 

コーヒーなど飲み物をこぼしたときは、ただちに電源を切り、 A 巳アダプタとバッテ U 
パックを取りはずして、購入店、またはな守サービスに点検を依頼してください。 
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曰本語を入力するには 


本製品には、日本語入カシステム MS- IME び搭載されていまず。 
日本語入カシステムとは、日本語を入力するためのソフトウエアです。 


起動したときは、英数字の入力びできるよラになっていまず。( 半/全) キーを 
押すと、日本語を入力できるようになりまず。 

日本語入力に切り替わると、 IME ツールバーはなのように表示されます。 

• MS-IME 乙002の場合 -MS-IME 2000の場合 

‘ぁ般安慶遭《 


COPS 


入カモ-ド 


□ーマ字入力び既定値になっています。 


□-マき入力とかな入力は (Alt)+ 民]タカナひらびな) キーを押ずと切り替えられます。 
この場合、パソコンを再起動すると□ーマ字入力に戻ります。 

常に同じ入カモードで使用する場合は、なの方法で設定しまず。 

①ツールバーの[ツール]アイコン （g) をク U ックして表示されたメニューか 


ら[プロパティ]をク U ックずるか、または[プ□パティ]アイコン （g]) を 
ク1」ックする 

②[全般]タブで[□ーマ入力/かな入力]の設定をする 


■漢字を換 


入力 した文字を漢字変換ずるには、 〔 Space) キーを押します。 

目的の漢字ではない場合は、をラ1度 盾 pic 司 キーを押して、他の漢字を表示します。 

-覧び表示されます。 


さらに 〔Spac 句 キーを押ずと、候おの- 
©©キーで選択し、キーを押します。 


メモ 


MS-IME の使いかたについてはツールバーの[ヘルスアイコン （0 また 
は |y |) から 『 MS-IME のオンラインヘルプ』をご覧ください。 
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3 タッチパッド 


タッチパッドを使いやすく設定でさまず。 


[ jj タッチパッドを設定するには I 


タッチパッドやポインタの設定は、「マウスのプロパティ」で行います。 


1 r マウスのプ□パテイ J の設定方ま 


1 通知領域の [Touch Pad ] アイコン（白）をダブルクリックする 

画面び表示されまず。 



2 各タブで機能を設定し、にに]ボタンをクリックする 

各機能の設定については、け降の説明を参照して< ださい。 
[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 


g ) タッピング機能 




タッチパッドを指で軽くたたくことをタッピングといいます。 

タッピング機能を使ラと、左ボタンを使わなくてを、次のよラな基本的な操作びで 
さます。 


1タッピングの方ま 

【 クリック/ダブルクリック】 

タッチパッドを]回軽くたたくとク 
1」ック、2回たたくとダブルクリツ 
クびでさます。 



【ドラッグアンドド□ップ】 

タッチバッドを続けて2回たたさ、 

2回目はタッチパッドから指を離さずに 
目的の位置まで移動し、指を離します。 
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2 タッピング機能を設定する 

タッピングのいろいろな設定は、[お張]タブででさます。[マウスのプロパティ] 
画面で、なのよ5に操作してください。 

1[拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 

[拡張機能の設定]画面び表示されます。 



[お張機能の設定]画面の[タッチパッ问タブで設定できる機能は、次のように 
なつています。 


ボタンの設定 

タッチパッドの左上、ち上、左下、ち下をタッピングし 
たとをの動作や、各ボタンの動作などを設定でをます。 

タッチバッド面の設定 

タッチパッドでブラウヴの動作をしたり、スクロールを 
したりできるよラ設定でさます。 

ポインタ速度と 

タッチバッド操作でのポインタ速度やタッピング、タッチ 

タッピングの設定 

感度などの各設定びでさまず。 


各項目にポインタをあわせると、画面下部の[説明]フィールドに機能説明び表示 
されます。 


役立二) 

操作集ポインタのおや速度を変える 

[マウスのプ□パテイ]では、ポインタのおや 
まさなどを変えることびできます。 

[ポインタ]タブでは形を、[ポインタオプシヨ 
ン]タブまたは[動作]タブではまさなどを設 
定でさます。 
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その他の設定 


i 


[化張機能の設定]画面の[その他]タブは、タッチパッドの操作に合わせて音を鳴 
らしたり、タッチパッドで手書を入力をするなど、いろいろな設定びできます。 
[マウスのプ□パテイ]画面で、なのよラに操作してください。 


1[拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 

[お張機能の設定]画面び表示されます。 


2 [その他]タブを選択する 



【サウンドフイードバック】 

チェックすると、タッチパッドの操作に合わせてサウンドを鳴らずことびでをます。 
[設定]ボタンをクリックすると、[サウンドとオーデイオデバイスのプ□パテイ] 
画面び表示されます。 

[サウンド]タブの[プログラムイベント]で 「Alps Pointin 旨 Device Driver」 の 
ち場面のヴウンド設定を行ってください。 

【タスクトレイアイコン】 

チェックすると、通知領域に [Touch Pad ] アイコン （ U) び表示されます。 
購入時に表おされる[タッチパッド]アイコンと同等の機能を持つので、通常は使 
用しません。 
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【 IME キャプチャー】 

チェックすると、タッチパッドを IME パッドの手書き入カエ U アとして使用でき 
まず。 

使用中は、ポインタび羽に変わります。使用中にちク U ックずると入カエ1」アびク 
U アされ、左ク U ックすると使用び解除されまず。 

各項目にポインタをあわせると、画面下部の[説明]フィールドに機能説明び表示 
されます。 


K タッチパッドを無効/ち効にするには 


[タッチパッド ON / of 円タブでは、タッチパッドによる操作を無効にしたり、ち 
効にしたりすることびでさます。 



【タッチパッドの ON / OFF 】 

[有効]をチェックするとタッチパッドび使用可能になり、[無効]をチェックずる 
とタッチパッドからの操作びでさなくなります。 

タッチバッドび無効に設定されている間は、通知領域に無効を示すアイコン（图） 
び表示されます。 

タッチ)い ドのち効/無効は、キーでも切り替えることびでをます。 

雪キーでタッチパッドの操作を有効にした場合、タッチバッドの操作中に 
カーソルの動さび不安定になることびあります。そのよラな場合は、]度タッチ 
パッドから手を離してください。しばらくずると正常に操作でさるよラになります。 
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4 ディスプレイ 


本製品には表示装置として TFT ち式カラー液晶ディスプレイ （1024X7 日8ドッ 
卜）び内蔵されています。ドットは点の数を表します。テレビと同じよラにブラウ 
ン菅を発光させて表示する、 CRT ディスプレイを接続して使用することをでさます。 
国^ CRT ディスプレイの接続について 

「4章日巳 RT ディスプレイを接続する」 


表示について 

TFT ち式のカラー液晶ディスプレイは非常に高精度な技術を駆使して作られていま 
すび、ご<一部に非点灯、常時点ななどの表示び存在することびあります。故障で 
はありませんので、あらかじめご了承ください。 


のディスプレイの設定 




このパソコンのディスプレイは、色や壁紙など、さまざまな表示を設定でさます。 


1表示可能ち数 

設定した解像度によって、次にあげる色数まで表示でさます。 


1920X 1440 ドット 


] 600 X1200 ドット 


1400 X 1050 ドット 


1280X 1024 ドット 

1,曰77万色 

1024 X 768 ドット 


800 X 600 ド'ット 


640 X 480 ドット 



1280 X 1024ドットしソ上は仮想スク1」ーン表示になります。 


メモ - 

1，己77万色はデイヴ1」ング表示です。 

デイヴリングとは、1ピクセル（画像表示の単位）では表現できない色（輝鼠 
の階調を、数ピクセルの組み合わせによって表現するち法です。 
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2 お像度を巧更する 

解像度を変更すると、画面上のアイコン、テキスト、その他の項目び大きく、また 
はルさく表示されまず。 

1 HE 

[コント□ールパネル]を開き、[みデスクトップの表示とテーマ] 
をクリック—[を^画面]をクリックする 

m 

[コント□ールパネル]を開き、 [ g 画面]をダブルクリックする 

[画面のプロパティ]画面び表示されます。 

2 [設定]タブの[画面の解像度]または[画面の領域]で、解像度を 
変更ずる 



3 [0 K ] ボタンをクリックする 
















液晶デイスプレイの取り扱い 

画面の手入れ 

• 画面の表面には偏光フィルムび貼られています。このフィルムは傷つをやすいの 
で、むやみに軸れないでください。 

表面びちれた場合は、柔らかくきれいな巧で巧を取ってください。水や中性洗剤、 
揮発性の有機溶剤、化学ぞラをんなどは使用しないでください。 

• 無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。 

液晶ディスプレイは、ガラス板間に液晶を配向処理してま入してあります。強い 
力を加えると配向び乱れ、発色や明るさび変わって元に戻らなくなる場合びあり 
ます。また、ガラス板を破損するおそれをあります。 

•水滴などび長時間付着すると、変色やシ S の原因になるので、すぐに拭さ取って 
<ださい。 

バックライト用堂光管について 

液晶ディスプレイに表示されている内容を見るためにバックライト用堂光管び内蔵され 
ています。バックライト用堂光管は、使用ずるにつれて発光量び徐々に減少し、表示画 
面び暗くなりまず。表示画面び見づらくなったときは、使用している機種をお認してか 
ら、購入店、またはな守サービスに相談してください。消耗品となります。 
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5 サウンド機能 


本製品はヴウンド機能を内蔵し、スピーカびついています。 


内スピーカの音量を調壁する 1 


標準で音声、サウンド関係のアプ U ケーシヨンびインスI''ールされています。 
スピーカの音量は、ボリュームダイヤル、または Windows の「ボ U ュームコント 
口ール」で調整でをます。 


m ボ y ユームダイヤルで調整する 

音量を大きくしたいときには奥に、ルさくしたいときには手前に回します。 


2ボリュームコント□-ルで調畳する 

再生したいファイルごとに音量を調節したい場合、次のち法で調節でをます。 

1 ElB 

[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[エン 
ターテイメント]一[ボリュームコント□ール]をクリックする 

raff 

[スタート]一[プ□グラム]一[アクセサリ]一[エンターテイメ 
ント]一[ボリュームコント□ール]をクリックする 

2それぞれのつまみを上下にドラッグして調藝ずる 

つまみを上にずるとスピーカの音量び上びります。[ミュート]をチェック 
ずると消音となります。 



詳しくは『ボ U ュームコントロールのヘルプ』を確認してください。 
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6 ドライブ 


* ドライブ内蔵モデルのみ 

本製品には、購入したモデルによって CD-ROM ドライフ/マルチドライフ/ DVD 
マルチドライブび1台内蔵されていまず。 

『まむしてお使いいただくために』に、 CD/DV □を使用ずるとをに守ってほしい 
ことび記述されています。 

CD/DV □を使用する場合は、あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守っ 
て < ださい。 


[0 使用でをる CD 


{ 


【読み出しでさる CD 】 

• 音楽用巳 D 

8cm または1 2cm の音楽用巳 D び聴けます。 

•フォト巳 D 

普通のカメラで撮影した写真の画像をデジタル化して記録したをのです。 

• CD-ROM 

使用するシステムに適合する侶0 9660フォーマットのをのび使用でさます。 

• CD エクストラ 

記録領域は音楽データ用とパソコンのデータ用に分けられています。それぞれの 
再生装置で再生でさまず。 

• CD-R 

• CD-RW 


【書き込みできる CD 】 

* マルチドライブ/ DVD マルチドライブモデルのみ 

書さ込み速度は、使用するメディアによって異なります。 

• DV □マルチドライブモデル 
CD-R :最大1日倍ま 

最大の倍まで書き込むためには書き込みま度に対応した巳 D-R メディアを使用し 
て < ださい。 

マルチスピード巳 D-RW メディア：最大4倍速 
Hi 呂 h-Speed CD - RW メディア：最大4倍速 

Ultra Speed CD-RW メディアは使用できません。使用した場合、データは保証 
でをません。 
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• マルチドライブモデル 

CD-R :最大24倍ま 

最大の倍まで書き込むためには書き込み速度に対応した CD-R メディアを使用し 
て < ださい。 

マルチスピード CD-RW メディア：最大4倍速 
Hi 吕 h-Speed CD - RW メディア：最大10倍连 
Ultra Speed CD 书 W メディア：最大24倍ま 

CD-RW 、 CD-R にごいて 

• CD-RW、CD-R に書き込む際には、なのメーカの CD-RW、CD-R を使用するこ 
とを推奨します。 

CD-RW (マルチスピード、 High-Speed) 

:兰菱化学（株)、（株）リコー 

CD-R :太陽誘電（株)、=井化学（株)、兰菱化学（株)、（株）リコー、 

曰立マクセル（株） 

これらのメーカじ(がの CD-RW、CD-R を使用すると、うまく書き込みびできない 
場合びありまず。 

• CD-R に書き込んだデータの消去はできません。 

• CD-RW の消まされたデータを復元することはできません。消去の際は、メディア 
の内容を十分にお認してから行ってください。 

• 書さ込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消去するメ 
ディアをセットしたドライブを間違えないよラ十分にを意してください。 

• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書 
き込みびできなくなる場合びあります。 CD-RW、CD-R にデータなどを書き込む 
際は、メディアの状態をよくごお認ください。 







CD - RW 、 CD - R への書き込みについて 

マルチドライブ /DV □マルチドライブモデルの場合、 CD-RW、 巳 D-R にデータを 
書さ込むことびでをます。 

書さ込みを行ラためのアプ U ケーションとして 「D 旧巨’ n Drop CD + DVD」 び用 
意されています。ご使用の際はアプ U ケーション巳 D-ROM からインス!ルして 
<ださい。 

CD-RW、CD-R に書き込みを行うときは、 「D 旧 gn Drop CD +DVD」 を使用し 
てください。 Windows 標準のライティング機能や市販のライティングソフトウェア 
は、使用しないでください。 

CD-RW、CD-R に書き込みを行うときは、次のを意をよく読んでから使用してください。 
守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへの 
ショックなど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書 
き込みに失敗することびあります。 

書き込みに失敗した CD-R の損害については、当社は一切その責任を負いません。 
また、記憶内容の変化•消失など、 CD-RW、CD-m こ保存した内容の損害および内 
容の損失-消失により生じる経済的損害といった派生的存在については、当社は一 
切その責任を負いませんので、あらかじめご了をください。 

018^ CD - RW 、 CD - R に書き込む前に—■— 

• CD-RW、CD-R に書き込む際には、それぞれの書き込みま度に対応したメディア 
を使用してください。また、巧奨するメーカのメディアを使用してください。 

•本製品に添付の 「D 旧旨’ n Drop CD + DVD 」 (外の CD-RW、CD-R ライティン 
グソフトウェアは動作な証していません。 

• バッテ U 駆動で使用中に書き込みを行うと、バッテ U の消耗などによって書き込 
みに失敗するおそれびあります。必ず AC アダプタを電源コンセントに接続して 
<ださい。 

• ライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアは終了させてください。 

• スクリーンセーパ'など CPU に負担のかかるソフトウェアは動作しないよラに設定 
してください。 

• ウイルスチェックソフトを起動している場合は、終了させてください。 

•モデムなど、通信アプリケーションを起動している場合は、終了させてください。 
• 書を込みを行ラ際は、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。 

国^省電力機能について巧章2省電力の設定をずる」 
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• 常駐型のディスクユーティ1」ティやディスクのアクセスを高ま化するユーティ U 
ティなどは、動作の不安定やデータの破損の原因となりますので使用しないこと 
を巧奨します。 

•フロッピーディスク、 PC 力ードタイプの八ードディスクドライブ、 US 目接続の 
A- ドディスクドライブなど、本製品の八ードディスク L ソがの記憶装置にある 
データを書さ込む際は、データをいったん本製品の八ードディスクに保存してか 
ら書を込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の八ードディスクに保存してか 
ら書き込みを行ってください。 

書き込み/削除を巧うにあたって H - H 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開くなど、パソコン本体の操作を行わな 
いでください。 

• パソコン本体に衝撃やお動を与えないでください。 

• 次の機器の取り付け/取りはずしを行わないで<ださい。 

PC 力ード、 USB 対応機器、 CRT ディスプレイ、 PRT コネクタに接続ずる機器 

• パソコン本体から携帯電話、および他の無線通信装置を離して<ださい。 

•重要なデータについては、書さ込み終了を、必ずデータび正しく書を込まれたこ 
とを確認してください。 







使用でをる DVD 


r 


* マルチドライプ/ DVD マルチドライブモデルのみ 


【読み出しできる DVD 】 

• DVD-ROM • DVD-Video (映像再生用です。映画などが収録されています） 

• DVD-RW • DVD-R • DVD-RAM 

I DVD - Video の再生について 

DVD - Video の再生を斤うためのアプリケーションとして 「InterVideo WinDVD 」 

が用意されています。ご使田の際はアプリケーション CD - R 日 M からインス!-ール 
して < ださい。 

DVD - Video の再生にあたつて - 

• DVD - Video の再生には、 「 InterVide 曰 WinDVD 」 を使用してください。 
「Windows Media Player 」 やその他巿販ソフトを使用して DVD - Video を再生 
ずると、表示び乱れたり、再生できない場合びありまず。このよラなとさは、 
「InterVideo WinDVD 」 を起動し、 DVD - Video を再生してください。 

• DVD - Video 再生ソフト 「InterVideo WinDVD 」 は 、 Video CD、Audio CD 、 
MP 3 の再生はサポートしていません。 

• DVD - Video 再生時は、なるべく AC アダプタを接続してください。省電力機能び 
働くと、スムーズな再生びできない場合びあります。バッテ U 駆動で再生する場 
合は「まち省電カユーティリティ」で 「 DVD 再生」モードに設定してください。 

•使用する DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちしたり、マルチアングル 
シーンで一時停止びでさない場合びあります。 

• DVD - Video を再生する前に、他のアプリケーションを終了させてください。ま 
た、再生中には他のアプ U ケーションを起動させたり、不要な操作は行わないで 
ください。 

再生中に、常駐しているプ□グラムの画面やアイコンなどびちらつく場合は、 
rinterVideo WinDVD 」 を最大表示にしてください。 


詳しくは 、 rinterVideo WinDVD 」 の 「 Readme 」 に記載しています。 
「 Readme 」 をよく読んで使用してください。 
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己ドライブ^ 


【書き込みできる DVD 】 

• DVD マルチドライブモデルのみ 

• DVD-R 

書さ込みは]回限りでず。書さ込まれたデータの削除-変更はでさません。 
DVD-R は、 DVD-R for General Ver 2.0規格に準拠した;<ディアを使用してくだ 
さい。 

• DVD-RW 

DVD-RW は、 DVD-RW Verl.l 規格に準拠した;>< ディアを使用してください。 

• DVD-RAM 

DVD-RAM は、 DVD-RAM Ver 2.0または 2.1 規格に準拠したディアを使用し 
て < ださい。 

DVD-RAM に書き込むにはドライバのインストールが必要でず。 

ドライバのインストール 

「本節包-2ドライバとフォー マッ トユー ティリティの インス!ル」 

【 DVD - RAM の種類】 

DVD-RAM にはいくつかの種類があります。本製品のドライブで使用できる DVD - 
RAM は;欠のとおりでず。 

カートリッジタイプのメディアは、カートリッジから取り出してドライブにセット 
してください。両面ディスクで、読み出し/書き込みする面を変更するときは、一 
度ドライブからディアを取り出し、裏返してセツトし直してください。 


〇:使用できる X :使用でをない 

DVD-RAM の種類 

本製品の対応 

カート IJ ツジなし* 1 

〇 

カート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 

力ートリツジタイプ術り出し可能）*己 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダでは再生でさない場合があります。 
*2 2.6G 目、己. 2G 目のディスクは書さ込みでさません。 
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■jWw DVD-RAM、m/D-RW、DVD-R にっし、て 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R に書き込む際には、次のメーカの DVD - RAM 、 
DVD - RW 、 DVD - R を使用することを巧奨します。 

DVD-RAM :松下電器産業（株） 

DVD-RW :日本ビクター(株 )、 TDK (株） 

DVD-R :松下電器産業（株)、太陽誘電（株)、バイオニア（株） 

これらのメーカしソ外の DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R を使用ずると、うまく書 
き込みびできない場合びあります。 

• DVD - R に書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RW に書き込んだデータの一部を削除することはできません。書き込まれた 
データの変更は、まずすベてのデータを消去し、改めて必要なデータだけを再書 
さ込みする必要びあります。 

• DVD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディ 
アの内容を十分にお認してから行ってください。 

• 書き込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書き込み-消去するメ 
ディアをセットしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R への書き込みでは、ファイルの管理領域などを 
必要になるため、必ずしもメディアに記載された容量分のデータを書き込むこと 
はでさません。 

• DVD - RW 、 DVD - R への書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込む 
データのサイズび約 1 GB に満たない場合にはダ S —のデータを加えて、最ル 
1 GB のデータに編集して書さ込みまず。このため、実際に書を込をラとしたデー 
夕び少ないにをかかわらず、書さ込み完了までに時間びかかることびありまず。 

• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコ1」、チリなどにより読み出し/書 
さ込みびでをなくなる場合びあります。 DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R にデー 
夕などを書を込む際は、メディアの状態をよくごお認ください。 


メモ - 

•市販の DVD 书 W 、 DVD - R には業務用メディア （for Authoring と一般用 
メディアけ or Gene 旧 I )びあります。業務用メディアはパソコンのドライ 
ブでは書さ込みすることびでさません。 

-般用メディア （for Gene 旧 I )を使用してください。 

•市販の DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD-R には 「for Data 」 と 「for Video 」 
の 2 種類びあります。映像を保存する場合や家庭用 DVD ビデオレコーダと 
の互換性を重視する場合は 「for Video 」 を使用してください。 
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e 】 


DVD-RAM を使ラとをは 


ここでは、 DVD 书 AM に書き込みをする前に必要な操作について説明しまず。 


1フォーマット 

新品の DVD - RAM は、使用ずる目的にあわせて「フォーマット」という作業び必要 
です。 

フォーマットとは、 DVD - RAM にデータの管理情報（ファイルシステム）を記録し、 
DVD 书 AM を使えるようにすることです。 

フォーマットされていない DVD - RAM は、フォーマットしてから使用してください。 
ここでは、ファイルシステムとフォーマット方法につし)て簡単に説明します。詳細 
は PDF マニュアルを確認してください。 

^「本 I 員 3- PDF マニュアルの起動ち法」 




フォーマツトを行うと、その DVD 书 AM に保存されていた情報はすべて消去 
されます。一度使用した DV □书 AM をフォーマツトする場合はミ主意してくだ 
さい。 


1 ファイルシステム _ 

□ VD - RAM をフォーマツトずるとをにファイルシステムを選択します。 
ファイルシステムは、書き込むデータの種類や書き込みをのメディアを使用する機 
器に応じて選択します。また、映像データを書き込むときは、書き込み用のアプ U 
ケーシヨンによって指定されている場合びあります。 

購入時に選おできるファイルシステムは 「 FAT 32」 のみです。 rOVD 书 AM Driver 
Software 」 をインス!ルすると 「 UDF 2.0」 「 UDF 1 .己」 「 FAT 32」 び選択でき 
るよラになりまず。 

【 UDF2.0 】 

DVD - VR あ式に対応したファイルシステムです。 

家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性びあります。 


77 










Windows Me .... Microsoft® Windows® Millennium Edition operating System 日本語版 
Windows 98..... Microsoft® Windows® 98 SECOND Edition operating System 日本語版 
DVD-RAM ドライブび搭載されていないパソコンで DVD-RAM を読み出すためには、 DVD- 
RAM の読み出しに対応した DVD ドライブび搭載されている必要びあります。 


メモ - 

rDVD - MovieAlbumJ で映像データを書き込む際には、 DVD - VR 形式で書き 
込まれるため、 「 UDF 2.0」 の DVD - RAM を使巧します。 


2ドライバと フオー マット ユーテ イリテイのインス!^ール^ 

「 DVD-RAM Driver Software 」 をインストールすると、次のことび行えるように 
な0ます。 

• UDF 2 .日形式でフオーマットされた DVD - RAM の読み出しと書さ込み 

• UDF 2 .日/ UDF 1. 己形式での DVD - RAM のフオーマット 

• DVD - RAM のライトプ□テクトの設定/解除 

初めて DVD - RAM に書き込みをするとき、または初めて DVD - RAM をフオーマッ 
卜するとを、必ずインス!-ールしてください。 

インス I -ールは、コンピュータの管理者アカウントで行ってください。 


【 UDF1. 曰】 

本製品で使用しているシステムの標準の機能で読み出しできるファイルシステムで 
す。このファイルシステムのメディアは、本製品外の WiridowsXP /2 日日日* 1が 
インス I -ールされたパソコン *2 でちデータを読み出すことがでをます。 

家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性はありません。 

* 1 Windows 20日日... Microsoft® Windows® 2000 Professional operating System 日本 
語版 

*2 DVD-RAM ドライブび搭載されていないパソコンで DVD-RAM を読み出すためには、 DVD- 
RAM の読み出しに対応した DVD ドライブび搭載されている必要びあります。 

【 FAT32 】 

本製品で使用しているシステムの標準の機能で読み出し/書を込みでをるファイルシス 
テムです。このファイルシステムのメディアは、本製品しソかの Windows XP / Me * 1 
/98がびインス I -ールされたパソコン* 3 でをデータを読み出ずことびでさます。 
家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性はありません。 


12 3 
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1 アプリケーシヨン CD - ROM をセットする 

CD のセット「本節 0-1 巳 D / DVD のセット」 

2 画面の指示に従って 「 DVD-RAM Driver SoftwareJ をインス 
トールする 

3 [ InstaNShield ウィザードの完了]画面で[はい、今すぐコン 
ピュータを再起動します。]が選択されていることを確認し、院了] 
ボタンをクリックする 

パソコンび再起動しまず。 


3 フォーマット方法 

Windows でのフォーマットち法を簡単に説明します。 「 DVD-RAM Driver 
SoftwareJ をインス I -- ルしてからなの操作を行ってください。 

1フオーマット する DVD - RAM を セット する 

DVD - RAM のセット「本節 0-1 巳 D / DVD のセット」 

2 FXPI 

[スタート]一[マイコンピュータ]をクリックする 

m 

デスクトップ上の[マイコンピュータ]アイコンをダブルクリック 
ずる 

3 [ ^ DVD - RAM ドライブ （ D :)] をクリックする 

[ DVD - RAM ドライブの:)]び選択され、アイコンの色び反転します。 


4 メニューパーの[ファイル]をクリックし①、表示されたメニュ ー 
か日[フオーマット]をクリックする② 

アイコンをちク U ックして表おされるメニューからを逞択できます。 



① 

② 


[DVDForm - D ドライブ]画面び表示されます。 


7白 


















5 [ドライブ]と[フォーマット種別]を選択する 

映像を書き込み、家庭用 DVD ビデオレコーダで再生するための DVD-RAM 
を作成する場合は、[ユニバーサルディスクフォーマット （ UDF 2.0)] を 
逞択してください。 

パソコンで使用するための DVD 书 AM を作成する場合は、[ユニバーサル 
ディスクフォーマット （ UDF 1. 已)]を逞択してください。 

6 ボリュームラベル名を入力する 

UDF あ式を逞択した場合は、必ず入力してください。 

7 [開$台]ボタンをクリックする 

物理フォーマットを行ラ場合は、[物理フォーマットを実行する]をチェッ 
クしてから、[開始]ボタンをク I 」ックしてください。 

物理フォーマットを行ラと、 DVD - RAM 上の全セクタを検査し、不良セク 
夕の代替処理を行います （ a 常は行ラ必要はありません)。物理フォーマッ 
卜を行う場合は、フォーマットに時間びかかります。 

メッセージび表示されます。 

8 メッセージの内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

フォーマットび開始されます。 

画面下のバーは進行状況をおしています。フォーマットび完了すると、メッ 
セージび表示されます。 

9 メッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

これで、フォーマットは完了です。 

他の DVD 书 AM を続けてフォーマットする場合は、 DVD - RAM を入れ替え 
て、手順已から実行します。 

フォーマットを終了する場合は 、 [DVDForm - D ドライブ]画面で[閉じ 
る]ボタンをク U ックしてください。 

PDF マニュアルの起動方法 _ 

1 [スタート]一[すべてのプ□グラム]または[プ□グラム]一 
[ DVD - RAM ] 一 [ DVD-RAM ドライバー] 一 [ DVD-RAM ディス 
クの使い方]をクリックする 

「Acrobat Reader 」 び起動し、 PDF マニュアルび表示されます。 
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CD / DVD のセツトと取り出し 


r 



L 


ここでは、 DVD マルチドライブモデルを例に CD / DVD のセットと取り出しにつ 
いて説明します。 


操作にあたって - — 

• ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に独れないでください。ドライブの故 
障の原因になります。 

• ドライブ関係の LE □およびディスクトレイ LED び点なしているときは、イジエ 
クトボタンを押したり、 CD / DVD を取り出ず操作をしないでください。 CD / 
DVD び傷っいたり、ドライブび壊れるおそれびあります。 

•電源び入っているとさには、イジエクトホールを押さないでください。回転中の 
CD / DVD のデータやドライブび壊れるおそれびあります。 

^イジエクトホールにっいて「本項2 CD / DVD の取り出し」 

• ドライブのトレイを開けたとさに、 CD / DVD び回転している場合には、停止す 
るまで CD / DVD に手を独れないでください。ケガのおそれびあります。 

• パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライブに CD / DVD び入っていないことを確 
認してください。入っている場合は取り出してください。 

• CD / DVD をディスクトレイにセツトするとをは、無理な力をかけないでください。 

• CD / DVD を正しくディスクトレイにセツトしないと CD / DVD を傷つけるこ 
とびおります。 


チェック 

• 傷ついたりミちれのひどい CD / DVD の場合は、拝入してから再生び開始されるま 
で、時間びかかる場合びありまず。巧れや傷びひどいと、正常に再生でさない場 
合をあります。ミちれを拭き取ってから再生してください。 

• CD / DVD の特性や CD - RW 、 CD - R などの書き込み時の特性によって、読み込 
めない場合をあります。 











1CD/DVD のセット 

1 パソコン本体の電源を入れる 

イジェクトボタンを押したら、ボタンから手 
を離してください。ディスクトレイび少し出 
てをます（数秒かかることびあります)。 


3 ディスクトレイを引さ出す 

CD / DVD をのせるトレイびずべて出る 
まで、引を出します。 


4 文字が書いてある面を上にして、 CD / DVD の穴の部分をディスク 
トレイの中央凸部分に合わせ、上から巧さえてセットする 

カチッと音びして、セットされていること 
をお認してください。 


5 カチッと音がするまで、ディスクトレイを巧し戻す 





イジェクトボタンを巧す 
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2 CD/DVD の取り出し 

1 パソコン本体の電源が入っているか確認する 

電源び入っていない場合は電源を入れてくださし、。 

2イジェクトボタンを f 甲す 

ディスクトレイび少し出てきまず。 

3ディスクトレイを引さ出す 

CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

4 CD/DVD の両端をそっと持ち、上に持ち上げて取り出す 

CD / DVD を取り出しにくいときは、中 
央凸部をみし押してください。簡単に取り 
出せるよラになりまず。 


5カチッと音がするまで、ディスクトレイを巧し戻す 




【ディスクトレイが出てこない場合】 

電源を切っているときは、イジェクトボタンを押して 
をディスクトレイは出てさません。電源び入らない場 
合は、イジェクトホールを、先の細い丈夫なちの（ク 
U ップを伸ばしたちのなど）で押してください。なの 
場合は、電源び入っていてち、イジェクトボタンを押 
した後すぐにディスクトレイは出てをません。ディス 
クトレイ LED の点滅び終了したことをお認してから、 

イジェクトボタンを押してください。 

• 電源を入れた直後•ディスクトレイを閉じた直後 
•再起動した直を • ドライブ関係のに□び点灯しているとを 
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CD / DVD の取り扱いと手入れ 

CD / DVD の内容は故障の原因にかかわらず保障いたしかねます。製品を長持ちさ 
せ、データをな護するためにを、なのことを必ず守ってください。 

•傷、巧れをつけないよう、取り扱いには十分にごを意ください。 

•巳 D / DVD を巧り巧げたり、表面を傷つけたりしないでください。 CD/DVD 
を読み込むことびでをなくなります。 

• 巳 D / DVD を直射日光び当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所 
に置かないでください。また、 CD / DVD の上に重いちのを置かないでください。 
• 巳 D / DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してください。 

•巳 D / DVD を持つとさは、外側の端か、中央の巧のところを持つよラにしてくだ 
さい。データ記憶面に指紋をつけてしまラと、正おにデータび読み取れなくなる 
ことびあります。 

• 巳 D / DVD のデータ記憶面に文字などを書かないでください。 

• 巳 D / DVD びちれたりホコ U をかぶったりしたときは、乾燥した清潔な巧で巧を 
取ってください。 

円盤におって環状に拭くのではな<、円盤の中むから外側に向かって直線状に拭 
くようにしてください。乾燥した巧ではなき取れない場合は、水か中性洗剤で湿 
らせた巧を使用してください。ベンジンやシンナーなどの薬品は使用しないでく 
ださい。 
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7 フ□ッピーディスクドライブ 

* フロッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ 

本製品は、購入したモデルによってフロッピーディスクドライブび内蔵されていま 
す。フロッピーディスクには、文書や表などのデータを保存することびできまず。 


フ□ッピーディスクについて説明しまず。 

1ほ用でをるフ□ッピーディスク 

本製品で使用でさるフロッピーデイスクには3種類あり、それぞれの機能はなのと 
おりでず。 


フ□ッピーディスクの種類 

1枚に保をできる容量 

読み出し/書さ込み 

フォー マット 

2 DD タイプ 

720 KB 

可 

不可 

2 HD タイプ 

1.2 MB 

可 

不可 

2 HD タイプ 

1 .44 M 巨 

可 

巧 


ソニー(株）製の3.已型フ□ッピーディスク （2 DD /2 HD ) を使用することを巧 
奨しまず。 

他のフロッピーディスクは、規格がなどで使用でさなかつたり、フ□ッピーディス 
クドライブの寿命を縮めたり、故障の原因となる場合びあります。 

2フ□ッピーディスクドライブに関する表示 

パソコン本体の電源び入つている場合、フロッピーディスクとデータをやり取りし 
ているときは、 FDD / CD - ROM 曰/恩) LED び点灯します。 


8 ! 


0 0 0 0 

□ Q 曰恆かが 


フロッピーテイスク 


本体の機能 














フロッピーディスクのセットと取り出し 


r 
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フ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライブに挿入することを「フ□ッピー 
ディスクをセットする」といいます。 


A ミち意 

パソコン本体の電源が入っている場合で、 FDD / CD - ROM 已/③ LED が点口中は、 
電源を切ったり、フ□ッピーディスクドライブのイジェクトボタンに軸れたり、バ 
ソコン本体を動かしたりしないでください。 

フ□ッピーディスクのデータやフ□ッピーデイスクドライブが壊れるおそれがあり 
ます。 


1フ□ッピーディスクのセット 


1フ□ッピーディスクの隅に示されている矢印の向きにあわせて挿入 


ずる 



カチツと音びするまで挿入します。正しく 
セツトされるとイジエクトボタンび出てさ 
ます。 


2フ□ッピーディスクの取日出し 


1イジェクトボタンを巧す 



フロッピーディスクび少し出てさまず。そ 
のまま手で取り出します。 
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フ n ッピーディスクドライブ 


3フロッピーディスクの内容を巧認する^^^^ 

1 阿 P 

[スタート]一[マイコンピュータ]をクリックする 

m 

デスクトップ上の[マイコンピュータ]アイコンをダブルクリック 
ずる 

[マイコンピュータ]画面び表示されます。 

2 [^3 .己インチ FD (A:)] をダブルクリックする 

[3 .已インチ FD ( A :)] 画面び開き、セットしたフロッピーディスクの内容 
び表示されます。 


3) フロッピーディスクを巧う前に 


r 

L 


1ライトプ□テクトタブ 

フロッピーディスクは、ライトプ□テクトタブを動かすことにより、誤ってデータ 
を消さないよラにでさまず。 


ラベル 



ライトプ□テクトタブ 


表面 裏面 



書き込み禁止状態 

ライトプ□テクトタブをカチッと音びするまで移動させて、穴び 
開いた状態にします。この状態のフ□ッピーディスクは、データ 
の書さ込みはできず、読み取りしかでをません。 

書き込み可能状態 

ライトプ□テクトタブをカチッと音びするまで移動させて、巧び 
閉じた状態にします。この状態のフ□ッピーディスクには、デー 
夕の書き込みも読み取りも可能です。 
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2 フォー■マットとは^^^^^^^^^^^^^^^^ 

新品のフロッピーディスクは、使用するシステム （0 S ) にあわせて「フォーマッ 
卜」といラ作業び必要です。 

フォーマットとは、フ□ッピーディスクにトラックま号やへッド番号などの基本情 
報を書さ込み、フロッピーディスクを使えるよラにすることです。 




フォーマットを行ラと、そのフロッピーディスクに保存されていた情報はすべ 
て消去されます。一度使用したフ□ッピーデイスクをフォーマツトずる場合は 
ミ主意して < ださい。 


フォーマットでさるのは、 2 HD タイプ (1.44 MB ) のフ□ッピーディスクのみで 
す。 2 HD タイプ （1.44 MB ) のフ□ッピーディスクであることをお認してから 
フォーマットしてください。 

次のフ□ッピーディスクは、フォーマットしてから使用してください。 

• フォーマットされていないをの 
• Windows 1；(外のシステムでフォーマットされたをの 

国^フォーマットち法 『 Windows のヘルプ』 

フロッピーディスクドライブの手入れ 

市販のク U - ニングディスクを使って、1ヶ月に]回を目まにク U - ニングしてくだ 
さい。 
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フロッピーディスクの取り扱い - 

フロッピーディスクは消耗品です。傷びついた場合は交換してください。 
フロッピーディスクを取り扱うときには、次のことを守ってください。 

•フ□ッピーディスクに保存しているデータは、万一故障び起こったり、消失した 
場合に備えて、定期的に複製を作って保管するよラにしてください。 

フ□ッピーディスクに保存した内容の障害については、当社は一切その責任を負 
いませんので、あらかじめご了承ください。 

• シャッター部を開けて磁性面を舰らないでください。 

巧れると使用でさなくなります。 

• スピーカなど強い磁気を発するものに近づけないでください。 

記録した内容び消えるおそれびあります。 

• 直射日光に当てたり、高温のをのに近づけないでください。 

• 本やノー トなど重いをのを上に置かないでください。 

•使用場所、保管場所の温度は;欠のとおりです。 



• ラベルは正しい位置に貼ってください。 

貼り替えるときに重ね貼りをしないでください。 

• ホコ U の多い場所、タバコの煙び充満している場所に置かないでください。 

• 保管の際は、プラスチックケースに入れてください。 

•食べ物、タバコ、消しゴムのカスなどの近くにフ□ッピーディスクを置かないで 
<ださい。 


本体の機能 
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8 LAN 機能 


ネットワーク設定に便巧な機能 

本製品には、ネットワークの設定に便利なアプリケーションとして「巳 onfigFree 」 
び用意されています。 

に onfigFree 」 は、 Windows を起動すると通知領域またはタスクバーにアイコン 
(さ） び表示されています。 

詳しくはヘルプを確認してください。 

通知領域またはタスクバーの [ Confi 目 Free ] アイコン （ g ) をちク U ックし、表 
おされたメニューの[ヘルスをクリックすると 「 ConfigFree 」 のヘルプび起動し 
ます。 




ケーブルを使った LAN 接続（有線 LAN ) 


本製品には、フ□ー ドバンド対応の LAN 機能び内蔵されています。 

LAN コネクタに ADSL モデムやケーブルモデムを接続し、ブロードバンドでイン 
ターネットに接続することびでをます。ブ□ードバンドに必要なネットワーク機器 
や設定などについて、詳しくは契約しているプ□バイダに問い合わせてください。 
また、本製品の LAN 機能は 、 Fast 曰 hernet (100 BASE - TX)、 Ethernet 
( lOBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブルを接続し、ネッ 
トワークに接続することびできます。 LAN コネクタに LAN ケーブルを接続すると、 
Fast Ethernet / Ethernet を自動的に検出して切り替えまず。 



LAN ケーブルをはずしたり差し込むときは、プラ 
グの部分を持って行ってください。また、はずずと 
をは、プラグの□ック部を押しなびらはずしてくだ 
さい。ケーブルを引っ張らないでください。 


ネットワーク機器の接続先やネットワークの設赶ま、 『 Windows のヘルプ』をお認 
してください。または、ネットワーク管理をに問い合わせてください。 
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* 無線 LAN モデルのみ 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続しない状態で使用でさる、ワイヤ 
レスの LAN 機能のことです。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエ U 
ア内であればあらゆる場所からコンピュータを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN アクセスポイント（別売り）を使用ずることによって、複数のパソコンか 
らワイヤレスでブ□-ドバンド環境を実現でさます。 

1おお LAN 機能の起動方法 

1本体前面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On 側 
にスライドする 



ワイヤレス 

コ吉ュニケーシヨンスイッチ 


ワイヤレスコミュニケーシヨン （( f ) LED び点灯します。 


0 0 0 0 


□ Q 曰恆《が 



無線 LAN 機能が起動します。 


無線 LAN 機能の使用ちまについては、アプリケーシヨン CD - ROM ® 『無線 LAN 
について』を確認してください。 








g Bluetooth 機能 


因 


Bluetooth について 


i 


Bluetooth とは、無線通信ち法の 1 つです。 Bluetooth 対応機器同±で電波を使つ 
てデータや音声をやりとりでさます。複雑なネットワーク設定やケーブル接続び不 
要なので、近い距離で手軽に通信でさます。たとえば、 SD メモ U カードタイプの 
Bluetooth 通信力ードを装着した PDA とデータをやり取りしたり、 Bluetooth 巧 
応のモデム ステーシヨ ンを利用してインターネットに接続でさたりします。 


Bluetooth 機能の起動方法 


1 本体前面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On 側 
にスライドする 



Bluetooth 機ぉの使用方法 

Bluetooth 機能の使用ち法については、次のものを参照してください。 

【 Windows XP の場合】 

[スタート]一[すべてのプ□グラム]-旧 luetooth ま芝 ユーテ ィリティ]- 
[クイックスタートガイド]をクリックしてください。 

【 Windows 2000の場合】 

[スタート]一[プ□グラム]-旧 luetooth ま芝ユーティリティ]-[クイック 
スタートガイド]をク U ックしてください。 
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10 内蔵モデム 


内蔵モデムを使用する場合、モジュラーケーブルを2線式の電話回線に接続します。 

内蔵モデムは、 tU-T V .90 に準拠しています。通信先のプ□バイダび V . 901；■(外の 

場合は、最大33.日 Kbps で接続されます。 

内蔵モデムの操作にあたって— — 

• 雷雲び近づいたときは、モジュラープラグを電話回線用モジュラージャックから 
巧いて<ださい。電話回線に落雷した場合、モデムやパソコン本体び破壊される 
おそれびあります。 

• モジュラーケーブルをパソコン本体のモジュラージャックに接続した状態で、モ 
ジュラーケーブルを引っ張ったり、パソコン本体の移動をしないでください。モ 
ジュラージャックび破損するおそれびあります。 

• 市販の分岐アダプタを使用して他の機器と並列接続した場合、本モデムのデータ 
通信や他の機器の動作に悪影響を与えることびあります。 

•回線切換器を使用ずる場合は、両切り式のをの（未使用機器から回線を完全に切 
り離す構造のちの）を使用してください。 




海かでインターネツトに接続する 


本製品の内蔵モデムは、なの地域で使用でさまず。 


アイスランド、アイルランド、ア力含衆国、アラブ首長国連邦、アルゼンチン、 

イギリス、イスラエル、イタリア、インド、インドネシア、エジプト、エストニア、 

オーストラリア、オーストリア、オマーン、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、 

クウェート、サウジアラビア、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、 

スリランカ、ス□バキア、ス□ベニア、タイ、台湾、チェコ、中国、デンマーク、 

ドイツ、トルコ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、パキスタン、八ンガリー、 

バングラデシュ、フィリピン、フィンランド、ブラジル、フランス、ブルガリア、 

ベル半一、ポーランド、ポルトガル、香患マルタ、マレーシア、南アフリカ、 x キシコ、 

モ□ッコ、ラトビア、リトアニア、ルーマニア、ルクセンブルグ、レバノン、□シア 
_ • 

に003年已月現在） 

海がでモデムを使用する場合、「内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ」による地域 
設定を行います。 

本製品を曰本で使用する場合は、おず曰本モードで使用してください。他地域の 
モードで使用すると電気通信事業法（技術基準）に違反する行為となります。 
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• 巧域設定は、 r 内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ」でのみ行ってください。 
「内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ」 LU 外で地域設をの変更をした場合、 
正しく変更できない場合びあります。 

• 「内蔵モデム用地ぼ選がユーティ U ティ」は、コンピュータの管理者のユーヴ 
アカウントで起動してください。それし义 H のユーヴび起動しよラとずると、 
エラーメッセージび表示され、起動できないことびあります。 


1設定方法 



[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA Internal 
Modem ] 一 [Region Select Utility ] をクリックする 

m 

[スタート]一[プ□グラム] 一 [TOSHIBA Internal Modem ] 

一 [Region Select Utility ] をクリックする 

[Internal Modem Region Select Utility ] アイコン（ぶ）び通な]領域 
に表示されます。 


- —— 

mi 


2通知領域の [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン 
) をクリックする 

内蔵モデムびサポートする地域の U ストび表示されます。 

現在設定されている地域名と、サブメニューの所在地情報名にチ王ックマー 
クびつさます。 



アイルランド 

イスラエル 

イタリア 

スリランカ 

スウェーデン 

スイス 


'巧しい所な化 


i 姻 

タイ 


W エート 

トル] 


ラトピア 

アラブき長国法が 


レバノン 

イギリス 


リトアニア 

ァ刈力 


10:31 
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使用ずる地域名または所在地情報名を選択し、クリックする 

[地域名を選択した場合] 

[新しい場所設定作成]画面び表示されます。 [0 K ] ボタンをク1」ックす 
ると、[電話とモデムのオプション]画面び表おされて、新しく所在地情 
報を作成します。 

新し < 作成した所在地情報び現在の所な地情報になりまず。 

[所在地情報名を選択した場合] 

その所な地情報に設定されている地域でモデムの地ぼ設定を行います。 
選択された所在地情報び現在の所在地情報になりまず。 


2その他の設定 

1 通知領域の [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン 
(^ ) をちクリックし、表示されたメニューか日項目を選択する 


設走 

モデム遇が 
CSELECT (こついて 
巧了 

タイアルのプ□バティ 


【設定】 

チェックボックスをク U ックすると、次の設定を変更することびでをます。 
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システム起動時に、自動的に「内蔵モデム用地域選択 
ユーティリティ」び起動し、モデムの地域設定び行な 
ねれます。 

地域選択後、[電話とモデムのオプション]の[ダイ 
ヤル情報]画面び表示されまず。 

[電話とモデムのオプション]の所な地情報名び地域 
名のサブメニューに表示され、所在 i 也情報名から地域 
選択びでさるよラになります。 

モデムの地域設定と、[電話とモデムのオプション]の 
現在の場所設定の地域コードび違っている場合に、 
メッセージ画面を表示します。 


自動起動モード 


i 也域選択後に自動的にダイ 
アルのプ□バテイを表示する 

場所設定による地域選択 


モデムとテレフォニーの現在 
の場所設定の化域〕ードとが 
違ってし、る場合にダイア□グ 
を表 TJT 


本体の機能 







【モデム選択】 

COM ポートま号を選がする画面び表示されます。内蔵モデムを使用する場合、通常 
は自動的に設定されますので、変更の必要はありません。 

【ダイアルのプ□パティ】 

[電話とモデムのオプション]の[ダイヤル情報]画面を表示します。 
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n セキュ u テイ□ック 


セキュ U ティ□ック.ス□ットに、チェーンなどを接続して、盗難を防止しまず。 

セキュ U ティロック用の機器については、本製品に対応のわのかどラかを、購入店 
に確認してください。 

1セキュリティ□ック用機器の取り付け 

1セキュリティ□ック-ス□ットに市販のセキュリティ□ック用の機 
器を接続ずる 
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4 章 

周迈機器の接続 


パソコンでできることをさ日に広げたい。そのため 
には周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 
本製品に取り付け日れるさまざまな周辺機器につい 
て、その取り付けかたや各種設定、取り扱いについ 
て説明しています。 


1周辺機器について99 
吕 PC 力ードを接続ずる101 
3 USB 対応機器を接続ずる10日 
4プリンタを接続ずる107 
已テレビを接続する109 
6 CRT ディスプレイを接続する114 
7その他の機器を接続する11已 
8 メモリを増設する117 



1 周迅機器について 


周辺機器とは、パソコンに接続して使ラ機器のことです。周辺機器を使うと、パソ 

コンの性能を高めたり、機能を広げることびでさます。 

周辺機器によってインタフェースなどの規格び異なりまず。本製品に対応している 

かお語してから購入してください。インタフェースとは、機器を接続するとをの 

ケーブルやコネクタのお状などの規格のことです。 

取り付け/取りはずしにあたって — ~ 

本書で説明していない機器にっいては、それぞれの機器に付属の説明書を参考にして 

<ださい。 

取り付け/取りはずしのち法は周辺機器によって違います。本章の各節を読んでから 

作業をしてください。またその際には、次のことを守ってください。守らなかった場 

合、故障するおそれびあります。 

•ホットインヴーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずバソコ 
ン本体の電源を切り、電源コネクタから A 巳アダプタのプラグを抜さ、電源コー 
ドを電源コンセントからはずし、バッテリパックを取りはずしてから作業を行っ 
てください。ホットインヴーシヨンとは、電源を入れた状態で機器の取り付け/ 
取りはずしを行ラことです。 

•適切な温度範囲内、湿度範囲内であってを、結露しないよっ li _ 急激な温度変化を 
与えないでください。を場は特にま意してください。 

• ホコリび少なく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

• 極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないで<ださい。 

• 静電気び発生しやずい環境（乾燥した場所やカーぺット敷きの場所など）では作 
業をしないで < ださい。 

• 本書で説明している場所のネジ(外は、取りはずさないでください。 

•作業時に使用するドライバは、ネジの形、大ささに合ったものを使用してくださし、。 

•本製品を分解、改造すると、な証やその他のサポートは受けられません。 

• パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するときは、コネクタの上下やち向を 
あわせて < ださい。 

• ケーブルのコネクタに固定用ネジびある場合は、パソコン本体のコネクタに接続 
した後、ケーブルびはずれないよラにネジを締めてください。 

• パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加 
えないで < ださい。 




2 PC カードを接続する 


目的に合わせた PC 力ードを使うことにより、パソコンの機能が大きく広がります。 
PC カードには、巧のようなものがあります。 

• ISDN 力ード • SCSI 力ード •無線 LAN 力ード 
•フラッシュ><モ|」カード用アダプタカードなど 


II_ 

PC 力ードの大部分は電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホットインサー 
シ ヨン） に対応しているので便利です。 

使用している PC 力ードびホットインサーシヨンに対応しているかどラかなど、詳 
しい使いかたについては 『 PC カードに付属の説明書』をお認してください。 

本製品は 、 PC Card Standard 準拠の TYPE □ / m 対応の力ード （ CardBus 対応 
カードも含む）を使用できまず。 

使用するタイプによって取り付け可能なス□ットは異なりますので、よく ffi 認して 
<ださい。 

ス□ット0に TYPE m の PC 力ードを取り付けたとさは、ス□ット1に PC 力ード 
を取り付けることはでさません。 


使用ス□ット：1(上側） 

TYPE n 

使用ス□ット： 0 (下側） 

TYPE n /in 


. . 

•ホットインヴーシヨンに対応していない PC 力ードを使用する場合は、必ず 
パソコン本体の電源を切ってから取り付け/取りはずしを行ってください。 

• PC 力ードには、長い時間使用していると熱を帯びるものびありまず 。 PC 
カードを取りはずず際に、 PC カードび熱い場合は、少し時間をおさ、：令め 
てから PC カードを取りはずしてください。 

• PC カードの使用停止はおず行ってください。使用停止せずに PC カードを 
取りはずずとシステムび致命的霞響を受ける場合びあります。 


PC 力ードを使ラ前に 


I 周辺機器の接続 













[ g ) PC 力ードを巧う 




P 巳力ードを使う場合、パソコン本体の PC 力ードス□ットに PC 力ードを取り付け 
て < ださい。 


1取日付け 


1 PC 力ードにケーブルを付ける 



SCSI カードなど、ケーブルの接続び必要 
なとさに行います。 


2 PC 力ードの表裏を確認し、表を上にして挿入する 



カードは無理な力を加えず、静かに奥まで 
押してください。さちんと契まで差し込ま 
れていない場合、 PC カードを使用でさな 
い、または PC 力ードび壊れる場合びあり 
ます。 


カードを接続したを、カードび使用でさるよラに設定されているかお認して 
<ださい。 
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2 PC カードを接続する 


2取りはずし 


■ 取りはずすとさは、 PC 力ードをアプ U ケーシヨンやシステムで使用していな 
I いことを確認してください。 


1 PC 力ードの使用を停止する 



①通知領域の[八ードウエアの安全な取り外し]アイコン（‘ を） をク 
U ックする 

③表示されたメニューから [XXXX (取りはずす PC 力ード）を安全に取 
りがします]をク U ックする 

③ r 安全に取り外すことびできます」のメッセージび表示されたら、[閉じ 
る]ボタン （ X ) をク U ックずる 

厕00 

① タスクバーの[八ードウエアの取りがしまたは取り出し]アイコン（ろ） 
をク U ックずる 

② 表示されたメニューから [ XXXX 用又りはずず PC 力ード）を停止しま 
す]をク1」ックする 

③ r 安全に取り外すことびできます」のメッセージび表示されたら、 [0 口 
ボタンをク1」ックする 

2イジエクトボタンを f 甲す 

イジエクトボタンび出てさます。 




I 周辺機器の接続 











3 もラ 1 度イジェクトボタンを巧す 



カチッと音びするまで巧してください。 
カードび少し出てさます。 


4カードをしっかりとつかみ、巧く 



カードを抜くときはケーブルを弓 I つ張らな 
いで < ださい。 

故障するおそれびあります。 

熱くないことを確認してから行ってくださ 
し、。 


5イジエクトボタンを押す 

イジエクトボタンを収納します。 






USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびでき、プラグアンド 
プレイに対応しています。 

USB 対応機器にはなのよラなものびあります。 

• USB 対応マウス • USB 対応プ U ンタ 

• USB 対応スキャナ - USB 対応ターミナルアダプタなど 

操作にあたつて — 

• 電源供給を必要とずる USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を 
入れてからパソコン本体に接続してください。 

• US 目対応機器を使用するには、システム （0 S )、 および機器用ドライバの対応び 
必要です。 

• すべての USB 対応機器の動作お認は行っていません。したびってずべての USB 
対応機器の動作は保証でをません。 

• US 目対応機器を接続したままスタンバイまたは休止状態にずると、復帰後 USB 
対応機器び使用できない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直 
ずか、パソコンを再起動してください。 


1取り付け 

1 USB ケーブルのプラグをパソコン本体の USB コネクタに差し込む 

【も側面 

コネクタの向きを確認して差し込んでくだ 
さい。 


惜圃 




3 USB 巧応機器を接続する 


I 周辺機器の接続 


10已 ^^ H 











2 USB ケーブルのもう一方のプラグを USB 対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器もあります。 USB 対応機器につしにの詳細は、 
『 USB 対応機器に付属の説明書』を確認して<ださい。 


2取りはずし 


• 取りはずすときは、 USB 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用して 
いないことをお語してください。 

• M 0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、データ 
び消失するおそれびあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 


1 USB 対応機器の使用を停止する 

① 通知領域の[八ードウエアの安全な取り外し]アイコン（‘ を） をク 
IJ ックする 

② 表おされたメニューから [ XXXX 用文りはずす USB 対応機器）を安全 
に取り外します]をク U ックする 

③ r 安全に取り外すことびできます」のメッセージび表示されたら、[閉じ 
る]ボタン（苗）をクリックずる 

fMOQ] 

①タスクバーの[八ードウエアの取り外しまたは取り出し]アイコン（ろ） 
をク IJ ックする 

③表示されたメニューから [XXXX (取りはずす USB 対応機器）を停止 
します]をク1」ックする 

③ r ま全に取り外すことびできます」のメッセージび表示されたら、[〇问 
ボタンをク I 」ックする 

2 パソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを巧く 
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4 プ U ンタを接続する 


PRT コネクタにパラレルインタフェースを持つプ U ンタを接続すると、印刷びでさ 
ます。また、 USB コネクタに USB 対応のプ U ンタち接続できまず。接続や設定に 
ついての詳細は『プ U ンタに付属の説明書』をお認してください。 

^ USB 対応機器について r 本章3 USB 対応機器を接続する」 


プ U ンタの接続と設定 


プ1」ンタの取り付け/取りはずしと、設定ち法について説明しまず。 

1取り付け 

PRT コネクタに接続ずる場合、プ U ンタとパソコンの電源を切った状態で接続して 
<ださい。 

1 プリンタケーブルのプラグを PRT コネクタに差し込む 



2 プリンタケーブルのもう一方のプラグをプリンタに差し込む 

プ U ンタの電源を入れてから、パソコンの電源を入れます。 

2プ y ンタの設定 

【ドライバをインス!ルする】 

プリンタを使ラには、ドライバのインストールび必要です。 

ドライノ（はあらかじめパソコンに用意されている場合と、プ U ンタに添付のフ□ッ 
ピーディスクや CD - ROM を使う場合びあります。 

プラグアンドプレイに対応している場合は、初めてプ U ンタを接続すると[プリン 
夕の追加ウィヴード]画面び表示されます。画面に従って操作してください。 


I 周辺機器の接続 


プラグアンドプレイに対応していない場合は[プ U ンタの追加ウイヴード]を起動 
するか、『プ U ンタに付属の説明書』を読んで、インストールを行ってください。 







【プリンタポートモードの設定】 

使用するプリンタに合わせてプ1」ンタモードの設定び必要です。 

1 Eie 

[コント□-ルパネル]を開き、プリンタとその他の八ード 
ウェア]をクリックー[@東芝 HW セットアップ]をクリックする 

m 

[コント□-ルパネル]を開さ、[錢東芝 HW セットアップ]をダ 
ブルクリックする 

2 [プリンタ]タブの[プリンタポートモード]で、使巧するプリンタ 
に合ったモードに設定する 

• ECP 婚準値） ...... ECP 対応に設定します。大半のプリンクでは 、 ECP 

に設定します。 

•双ち向 . 双ち向に設定します。一部のプ U ンタ、またはプ U ン 

夕！;!外のパラレルインタフェース対応機器を使用する 
場合に設定します。 


3取りはずし 

1パソコン本体とプリンタに差し込んであるプリンタケーブルを巧く 

使用しているプリンタに合わせて、プ1」ンタの電源を切ってください。 
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5 テレビを接続する 


本製品に用意されている S 端モ出カコネクタとテレビを S 端モケーブルで接続する 
と、テレビ画面に表示させることびできまず。 

S 端モ出カコネクタは、ワイドテレビでアスペクト比（画面の縦■横の比）の異 
なった映像を自動的に識別する機能を持つ接続端子です。 

市販の S 端モケーブルは、4ピンコネクタのケーブルを使用してください。 

1取り付け 

Is 端子ケーブルのプラグをパソコン本体の S 端子出カコネクタに差 
し&む 



2 S 端子ケーブルのちラー方のプラグをテレビの S 1 / S 2 映像入力端 
子に差し込む 

音声はパソコンのスピーカで聞くか、へッドホン出力端子にへッドホンを接 
続して聞いてください。 


2テレビに表示する^^^^^^^^^^ 

テレビに表示するにはなの設定を行ってください。設定を行わないと、テレビには 
表示されません。 



• おず、 DVD - Video を再生ずる前に、表示装置の切り替えを行ってください。 
再生中は表示装置を切り替えないでください。 


• 次のよラなときには、表示装置を切り替えないでください。 
-データの読み込みや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 
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[ 方法！一画面のプ□パティで設定する】 



[コント□-ルパネル]を開き、[與デスクトップの表示とテース 
をクリック—[み画面]をクリックする 

m 

[コント□ールパネル]を開さ、[巧画面]をダブルクリックする 

[画面のプ□バティ]画面び表示されます。 

2 [設定]タブで[詳細]または[詳細設定]ボタンをクリックする 

3 [ Intel ( R ) Extreme Graphics ] タブで[グラフィックのプ□パ 
ティ]ボタンをクリックする 

4 [デバイス]タブで表示する装置とお式を選択する 

f^HIUUJ|.»JUlll.ll>JJ!IIJ]l JJ|j!illlll!,llJJIIJI»^ 画面はテレビと CR 下ディスプレイを 

接続した場合です。接続している表 
お装置のアイコンのみ表示されます。 
■/びついているアイコンび現在の表 
示です。 

変更するとをは左側の表示装置のア 
イコンをク U ックしたあと、お式を 
還択します。 


• 内部液晶ディスプレイだけに表示 
[ノートブック]アイコンをクリック 
•テレビだけに表示 
[テレビ]アイコンをク IJ ック 
• CRT ディスプレイだけに表示 
[ PC モニタ]アイコンをク1」ツク 
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• Clone 表お 

2 つの 表示装置それぞれにデスクトップ画面を表示します。 

① [ Intel ( R ) Dual Display Clone ] アイコンをク U ック 

② 表示に合わせた設定をする 



プライマリデバイス 


セカンダ IJ デバイス 


内部液晶ディスプレイと CRT 
ディスプレイで Clone 表示 

ノートブック 

PC モこ夕 1 

内部液晶ディスプレイと 
テレヒご Clone 表术 

ノートブック 

テレビ 1 


• 拡張表お 

2 つの 表示装置を1 つの 大きなデスクトップ画面として使用できます。 

① [お張デスクトップ]アイコンをク U ック 

[お張デスクトップ]アイコンび表示されていない場合は、 ^ 

ボタンをク U ックして<ださい。 

② 表示に合わせた設定をする 


内部液晶ディスプレイと CRT 
ディスプレイで化張表示 

内部液晶ディスプレイと 
テレビであ張表示 


プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

ノートブック 

PC モこ夕 

ノートブック 

テレビ 


5 [0 K ] ボタンをクリックする 

次の画面び表示されます。 



[0 K ] ボタンをクリックする 
[0 K ] ボタンをクリックする 

[画面のプ□パティ]画面で [0 K ] ボタンをクリックずる 



















【メッセージについて】 

設定の途中で、次のメッセージび表示された場合は、 [0 K ] または[はい]ボタン 
をク U ックしてください。 

• [システム設定の変更]画面 



• [ディスプレイ設定]画面 



• [ディスプレイ設定の確認]画面 



【方法吕一 + キーを使う】 

@キーを押したまま ( Ei ) キーを押すと、表示装置を選択する画面び表示されます。 
カーソルは現在の表示装置を示しています。 （ ED キーを押すたびに、カーソルび移動 
します。表示する装置にカーソルび移動したら、@キーを離すと表示装置び切り替 
ねります。 

現在の表示装置び LCD (内部液晶ディスプレイ）し U 州こ設定されてしぶ場合、©+ 
キーを3砂間押し続けると、表示装置び LCD に戻ります。これは最初に@ + 
( F をキーを押したとさのみ有効です。 
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• LCD . 内部液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD/CRT . 内部液晶ディスプレイと CRT ディスプレイの同時表示 

• CRT . CRT ディスプレイだけに表示 

CRT ディスプレイを接続している/していないに関わらず、 
CRT ディスプレイだけに表ホされます。 

内部液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

• LCD/TV . 内部液晶ディスプレイとテレビの同時表示 

• TV . テレビだけに表示 

テレビを接続している/していないに関わらず、テレビだけに 
表示されまず。 

内部液晶ディスプレイには何ち表示されません。 


^ CRT ディスプレイについて「本章己 CRT ディスプレイを接続ずる」 
複数のユーヴで使用ずる場合、ユーヴアカウントを切り替えるときは [ Windows の 
□グオフ]画面で[ログオフ]を選択して切り替えてください。[ユーヴーの切り替 
え]で切り替えた場合は、キーで表示装置を切り替えられません。 

^ユーヴアカウントの切り替え 『 Windows のヘルプ』 

3取りはずし 

1パソコンの電源を切った後、パソコン本体とテレビに差し込んであ 
る S 端子ケーブルを巧く 







6 CRT ディスプレイを接続する 


RGB コネクタにケーブルを接続して、巳 RT ディスプレイに表示させることびでさ 
ます。パソコンの電源を切つてから接続してください。 


1接続 

1 CRT ディスプレイのケーブルのプラグを RGB コネクタに差し込む 

巳 RT ディスプレイを接続してパソコン本 
体の電源を入れると、本体は自動的にその 
巳 RT ディスプレイを認識します。 


取りはずずとさは、 RGB コネクタからケーブルのプラグを抜をます。 

2表示装置を切り替える 

CRT ディスプレイを接続した場合にはなの表示ち法びあります。 

• CRT ディスプレイだけに表示する（初期設定） 

• CRT ディスプレイと内部液晶ディスプレイに同時表おする 
•内部液晶ディスプレイだけに表示ずる 

省電カユーティリティで表示自動停止機能を設をして巳 RT ディスプレイの表示び消 
えた場合、キーあるいはタッチバッドの操作により表示び復帰します。また、スタ 
ンバイに設定してある場合は、電源スイッチを巧してください。 

表示び復帰するまで]□秒前後かかることびありますび、故障ではありません。 

【切り替え方法】 

表示装置を切り替えるち法は、テレビに表示する場合を参考に[デバイス]タブで 
[ PC モニタ]アイコンをク U ックしてください。 

国^テレビ接続について「本章已 -2 テレビに表示ずる」 



3表示にごいて 

CRT ディスプレイに表示ずる場合、表示位置や表示幅などび正常に表おされない場 
合びあります。この場合は、巳 RT ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定して 
<ださい。 

国^ビデオモードについて「付録1 -3 サポートしているビデオモード」 
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7 その他の機器を接続ずる 


本製品には、ここまで説明してさた化にも、さまざまな機器を接続できます。 


ni マイク□ホン 




マイク入力端子には、マイク□ホンを接続でさます。 

本製品にはサウンド機能び内蔵されています。 

^サウンド機能について巧章巳サウンド機能」 


1巧用でをる7イク□ホン 

本製品で使用できるマイク□ホンはなのとおりです。 

• モノラルマイクのみ使用でさまず。 

• プラグは3.已 mm 0 3極 S ニジャックタイプび 
使用でさます。 


3.5 mm 0 2極-ニジャックタイプのマイク□ホン 
でもマイク□ホン本体にバッテ U などを内蔵し、電 
源供給を必要としないマイク□ホンであれば使用で 
さます。 




音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、さアプ U ケーシヨンの取り扱い元び巧 
契ずるマイク□ホンを使用してください。 











へッドホン出力端子には、へッドホンを接続でさます。 

へッドホンのプラグは、直径3.已 mm 0ステレオ S ニジャックタイプを使用してく 
ださい。 




次のよラな場合にはへッドホンを使用しないでください。雑音び発生する場合 
びあ0ます。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとを 
•へッドホンの取り付け/取りはずしをするとさ 


本製品にはサウンド機能び内蔵されています。 


オーディオ機器 


i 


LINE IN 端子には、オーディオ機器を接続できます。 

市販のオーディオケーブルを使用して<ださい。 

オーディオケーブルのプラグは、直径3.已 mm 0ステレオ S ニジャックタイプを使 
用して < ださい。 


H ) RS -232 C 巧応機器 


C 日 MMS コネクタには、 RS -232 C 対応機器を接続できます。 
RS -232 C 対応機器には、次のよラなちのがあります。 

•モデム•マウス•テンキー•スキヤナ•トラックボール 


r 

L 


面 PS /2 巧応機ぉ 


{ 


PS /2 コネクタには、 PS /2 対応機器を接続でさます。 
PS /2 対応機器には、次のよラなちのびあります。 
•キーボード•マウス•テンキー•トラックボール 
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8 メモリを増設ずる 


本製品には2つの増設メモ U ス□ット（ス□ット A とス□ット目）びあり、あらか 
じめ 128 MB 、 2巳日1\/16または已]21\/16のメモ11び取り付けられていまず。 

別売りの増設メモ U を空いているス□ットに取り付けたり、購入時のメモ U と交換 
ずることで容量を増やすことびできます。取り付けることのでさるメモリ容量は、1 
つのス□ットにつさ已1 2 MB までです。 

メモ U を増設する際は、「まち PC 診断ツール」でお使いのパソコンのメモ U 容量を 
確認のラえ、適切なメモ U を取り付けてください。 

^「まち PC 診断ツール」について「本節3 メモ U 容量の確認」 


増設メモ U は、本製品で動作びな証されているちのを使用してください。それしツタ+ 
のメモ U を増設ずるとシステムび起動しなくなったり、動作びす安定になることび 
ありまず。 
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• パソコン本体やメモ u のコネクタに軸らないでください。コネクタにごみび 
付着ずると、メモ U び正常に使用でさなくなりまず。 

•増設メモ U を強く押したり、曲げたり、落としたりしないでください。 

• 増設メモリは、コネクタに差し込む部分だけではなく両端（切れ込みびある 
ち）を持つよラにしてください。 

•スタン;!（イ/休止状態中に増設メモ U の取り付け/取りはずしを行わないで 
ください。スタンバイ/休止状態び無効になります。また、保存されていな 
い データは 消失します。 

• ネジをはずす際は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 

• キズや破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上に yl ':ソコン本体を置 
いて作業を行ってください。 


増設メモ U は、本製品で動作びな証されているをのを使用してください。それ外 
のメモ U を増設すると、起動しなくなったり、動作び不安定になる場合びあります。 
仕様に合わない増設メモ1」を取り付けるとパソコン本体び起動せず、警告音（ビープ 
音）び鳴ります。ス□ット A に取り付けた場合は「ピ ー• ピッ」と、ス□ット B に 
取り付けた場合は r ピー•ピッ-ピッ」と鳴ります。 

静電気について - 

増設メモリは、精密な電子部品のため静電気によって致命的損傷を受けることびあり 
まず。人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、増設メモ1」を取り付ける 
前に静電気を逃びしてから作業を行ってください。手近にある金属製のちのに軽く指 
を軸れるだけで、静電気を防ぐことびでをます。 
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1 巧日付け 

あらかじめ取り付けられているメモリを交換したい場合は、先に><モ U の取りはず 
しを行ってください。 

^体節2取りはずし」 

1 データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

^電源の切りかたに章2電源を切る」 

2 パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

3 ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取 
りはずす 

^バッテ1」パックの取りはずし「巳章 1- 包バッテ1」バックを交換する」 

4 増設メモリカバーのネジ1本をゆるめ①、カバーをはずす② 



5 増設メモリを増設メモリス□ットのコネクタに斜めに挿入し①、固 
定ずるまで増設メモリを倒す② 

増設メモ1」の切れ込みを、増設メモ1」ス 
ロットのコネクタのツメに合わせて、しつ 
かり差し込みます。フックびかかりにくい 
とさは、ペン先などで広げてください。 
このとき、増設メモ U の両端（切れ込みび 
入っている部分）を持って差し込むよラに 
してください。 

6増設メモリカバーをつけて、手順4でゆるめたネジ1本をとめる 

増設 ><モ|」力八一が浮いていないことを確認してください。 
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7 バッテリパックを取り付ける 

圆 ^バッテリパックの取り付け r 已章1-©バッテリパックを交換する」 

バソコン本体の電源を入れると総メモリ容量び自動的に認識されます。総メモ I 」容 
量び正しいか確認してください。 

圆^ メモ U 容量の確認について「本節3 メモリ容量のお語」 

2取りはずし 

1 データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

国^電源の切りかた「2章2電源を切る」 

2 パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

3 ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取 
りはずす 

国^バッテ I 」パックの取りはずし巧章 1- 包バッテリパックを交換する」 

4 増設メモリカバーのネジ1本をゆるめ、カバーをはずす 

5 増設メモリを固定している左ちのフックをペン巧などで開き①、増 
設メモリをパソコン本体から取りはずす② 



増設メモ U カバーび浮いていないことをお認してください。 

7 バッテリパックを取り付ける 

国^バッテ U バックの取り付け巧章1-©バッテ U パックを交換する」 


バソコン本体の電源を入れると総メモリ容量び自動的に認識されます。総メモ I 」容 
量び正しいか確認してください。 













3 メモリ客量の巧認 

メモ U 容量は「まち PC 診断ツール」で確認することびできます。 

[ 確認方法】 

① 瞪 

[スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[まちユーテイ U テイ] 一 [ PC 診断 
ツール]をク U ックずる 

GOOO 

[スタート]一[プ□グラム]一[まちユーテイ U テイ] 一 [ PC 診断ツール]を 
ク1」ックする 

② [基本情報の表示]ボタンをク U ックする 

③ [メモ U ] の数値を確認する 
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曰章 

バッテリ駆動 

) (ソコンをモイレ r ル使用する際に大事な巧在である 
バッテリは、使いかたによっては長持ちさせること 
びでさます。 

ここでは、充電や巧電量の確認、省電力の設定など、 
バッテリ使用するにあたっての取り扱い方法や各設 
定について説明しています。 


1バッテ U について1吕4 
吕省電力の設定をずる133 



1 バツテリについて 


パソコン本体には、バッテ1」パックび取り付けられています。 

バッテリを充電して、バッテリ駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使ラことび 
でさまず。 

バッテ U 駆動で使う場合は、あらかじめ AC アダプタを接続して J (ッテリの充電を 
完了（フル充電）させます。または、フル充電したバッテ U パックを取り付けます。 
本製品を初めて使用するとをは、バッテ1」を充電してから使用してください。 
『まむしてお使いいただくために』に、バッテリバックを使用するときの重要事項び 
記述されています。バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめその記述をよく読み、 
必ず指示を守つて < ださい。 











•八' ッテ u 駆動で使用しているとさは、バッテリの残量に十分を意してくだ 
さい。 

バッテ1」パックを使いきってしまラと、スタンバイび効かなくなり、電源び 
切れて、メモ U に記憶されていた内容はすべて消えます。また、時計用バッ 
テ U を使いをってしまラと、時刻や曰付に誤差び生じます。このよラな場合 
は、一度全バッテ U を充電するために、 AC アダプタを接続して充電してく 
ださい。 

• 電極に手を她れないで< 

ださい。故障の原因になり 
ぶ9 〇 




電極- 



ni バッテリ巧電■を確認する I 


バッテ U 駆動で使ラ場合、バッテ U の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、 
バッテ U の充電量をお認しておく必要びあります。 


1 B 日け sry LED で巧認する ^^^^^^^^ 

AC アダプタを使用している場合、巨 attery a LED び緑色に点口すれば充電完了 
でず。 


0 0 0 0 

仁！ 這 0恒）かが 


に日^^^ ■ 


















バッテリ駆動で使用しているときにオレンジ色に点滅した場合は、バッテリの充電 
び必要です。 Battery CD LED は次の状態を示しています。 


緑 

ホ ggt=!=l マ 
化巧兀 J 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電び必要 

消な 

-バッテリび接続されていない 


■ A 巳アダプタび接続されていない 


-バッテリ異常 


2通知領域の[省電力]アイコンで確認する 

通知領域の[省電力]アイコン （'.4) の上にポインタを置くと、バッテ U 充電量 
び表示されます。 

このときバッテリ充電量!;1外にも、現在使用している省電カモード名や、使用して 
いる電源の種類び表示されます。バッテ U 駆動で使用している場合には、バッテ U 
動作予想時間ち表示されます。 



图^省電力設定について「本章2省電力の設ををする」 

1ヶ月しソ上の長期にわたり、 AC アダプタを接続したままバソコンを使用してバッテ U 
駆動を行わないと、バッテ U 充電量び少しずつ減少します。このよラな状態でバッ 
テリ充電量び減少したときは、 Battery 〇 LED や[省電力]アイコンで充電量の 
減少び表示されないことびあります。1ヶ月に]度は再充電することを巧奨します。 


国^再充電について「本節 0-2 バッテリを長持ちさせるには」 
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3 パッテリ巧電 量び 減少したとを 

電源び入っている状態でバッテ U の充電量の減少び進むと、次のように警告します。 

• Battery CD LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U の減みを示していまず） 

• バッテ U の アラームび 動作ずる 

まち省電カユーティ U ティの[アラーム]タブで設定ずると、バッテ U の残量び 
少なくなったことを通知したり、自動的に対処する動作を行います。 

上記のよラな警告び起こった場合はただちになのいずれかのち法で対処して < ださい。 
©； くソコン本体に AC アダプタを接続し、電源を供給する 
②電源を切ってから、フル充電のノくッテ U パックと取り換える 

購入時は体止が態び設定されています。ノ（ッテ U 減少の警告び起こっても何も 
対処しなかった場合、パソコン本体は自動的に休止状態にな0、電源を切ります。 

長時間使用しないでバッテ U び自然に放電しさってしまったとさは、警告音ち鳴ら 
ず、 Batt 即 y 亡コ LED でも放電しさったことを知ることはできません。長時間使用 
しなかったとさは、充電してから使用してください。 

時計用バッテリ 

本製品には、取りはずしびでさるバッテ U パックの他に、内蔵時計を動かすための 
時計用バッテ U び内蔵されていまず。 

時計用バッテ U の充電は、パソコン本体の電源び入っているときに行われますので、 
普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あまり充 
電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりずることびありまず。 

時計用バッテ U び切れていると、時間の再設定をうなびす Warning (警告）メッ 


セージび出ます。 


【充電完了までの時間】 


状態 

時計用バッテ U 

電源 ON (Power (!) LED び緑色に点口） 

8時間 

電源 OFF (Power む 1_ ED び消灯） 

充電しない 


実際には充電完了まで待たなくても使用できます。また、充電状態を知ることはで 
さません。 









バッテリを充電する 


充電ち法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 


r 






■ バッテリパックの温度び極端に高いまたはほいと、正常に充電されないことび 
■ あります。バッテ U は10〜30たの室温で充電してください。 


1巧電方法^^^^^^^^^^^^ 

1 パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコン 
セントに差し込む 

□C IN * 2 1_ ED び緑色に点灯して Battery CH LED びオレンジ色に点灯す 
ると、充電び開始されます。 

電源コードのプラグをコンセントに差し込むと、電源の ON / OFF にかか 
わらずフル充電になるまで充電されます。 

2 Battery □ LED が緑色になるまで充電ずる 

バッテリの充電中は Battery CII LED びオレンジ色に点なします。 

DC IN *2 に□び消なしている場合は、電源び供給されていません。 AC ア 
ダプタ、電源コードの接続を確認してください。 

メモ - 

パソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。 


【充電完了までの時間】 

バッテ U パックには、4400 mAh と3600 mAh の2種類びありまず。 


バソコン本体の状態 

4400 mAh 

3600 mAh 

電源日 N 

約已〜10.8時間 

約 4.3 〜日 .2 時間 

電源日 FF 

約 2.7 時間 

約芝目時間 


(を）周囲の温度びほいとを、バッテ1」バックの温度び高くなっていると走、周辺機器を取り付けて 
いる場合は、この時間よ D ち長くかかることびあります。 
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【使巧でさる時間】 

バツテ1」腿動での使用時間は、パソコン本体の使用環境によつて異なります。 
なの時間は、充電完了の状態で使用した場合の目安にしてください。 


液晶ディスプレイ 

1己.0型 

14.1 型 

CPU 

Pentium 4 *i 

約 2.8 時間 

約3.日時間 

Celeron #3 

約 2.9 時間 

約 2.9 時間 



* 1 Pentium 4= t バイルインテル® Pentium ®4- M プ□セツサ搭載モデル 
* 乙 Celeron =モバイルインテル® Celeron ® プ□セツサ搭載モデル 


【使っていないときの充電保持時間】 

パソコン本体を使わないで放置していてを、バッテ U 充電量はかしずつ減っていき 
まず。充電保持時間は、放置環境などによって異なります。 

なの保持時間は、フル充電した状態で電源を切った場合の目安にしてください。 


バッテ U パックには、4400 mAh と3己00 mAh の2種類びあります。 


バソコン本体の状態 

4400 mAh 

360日 mAh 

電源切断または休止状態 

約31曰 

約2已曰 

スタン八'イ 

約3曰 

約3曰 


【バッテリ駆動時の処理速度】 

高度な処理を要ずるソフトウェア （3 D グラフィックス処理など）を使用する場合 
は、十分な性能を発揮するために AC アダプタを接続して使用してください。 

2パッテリを長持ちをせるには 

• AC アダプタをコンセントに接続したままでパソコンを8時間じ(上使用しない場 
合は、バッテ U を長持ちさせるためにを AC アダプタをコンセントからはずして 
<ださい。 

• 1ヶ月^ソ上の長期間バッテリを使わない場合は、パソコン本体からバッテ U パック 
をはずして、風通しの良い涼しい場所に保管してください。 

• 1ヶ月に1度は、 AC アダプタをはずしてバッテ U 腿動でパソコンを使用してくだ 
さい。 

その際には、バソコンを使用する前になの方法で再充電してください。 


1パソコン本体の電源を切る 
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2 パソコン本体から AC アダプタをはずし、パソコンの電源を入れる 

電源び入らない場合は手順4へ進んでください。 

3 己分程度バッテリ駆動を行う 

この間 、 Battery C コ LED び点滅するか、充電量び少なくなった等の警告 
び表示された場合は、すぐに AC アダプタを接続し、手順4へ進みます。 

4 パソコン本体に AC アダプタを攒売し、電源コードをコンセントにつなぐ 

DC IN ^ 1_ ED び緑色に点灯して Battery CH LED びオレンジ色に点巧す 
ると、充電び開始されます。 

5 Battery □ LED が緑色になるまで充電する 

バッテ U の充電中は Battery にコに□びオレンジ色に点なします。 

□C IN *2 LED び消なしている場合は、通電していません。 AC アダプタ、 
電源コードの接続を確認してください。 

【バッテリを節約する】 

バッテ I 」を節約して、本製品をバッテリ駆動で長時間使用するには、次のち法びあ 
ります。 

• こまめに休止状態にする^に章 3-0 休止状態」 

•入力しないとさは、ディスプレイを閉じてお< 

^ 「2章3-©簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する」 

• 省電カモードに設定する^ 「本章2省電力の設定をする」 


3) バッテリパックを交換する 


r 

L 


バッテリパックの交換方法を説明します。 

バッテリパックの取り付け/取りはずしのときには、必ず電源を切り、電源コード 
のプラグを抜いてから作業を行って<ださい。 


1取りはずし/取り付け 

1 データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 
2パソコン本体から AC アダプタと周辺機器のケーブル類をはずす 
3 ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 
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4 バッテリま全□ックを矢印の方向に引く 



バツテ U • UU —スラツチびスライドでき 
るよラになります。 


5 バッテリ-リリースラッチをスライドしなが5①、くぼみに指をか 
けて⑤、バッテリカバーごとバッテリパックを持ち上げる③ 












8 交換するバッテリパックをバッテリカバーに取り付ける 
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2 省電力の設定をする 


バッテ U 駆動でパソコンを使用しているとさに、消費電力を減らず設定をする 
(ディスプレイの明るさを抑えるなど）と、より長い時間使用でさます。 


[0 省電カユーティリテイ 




省電力の設定は r ま芝省電カユーティ1」ティ」から行います。 

AC アダプタを接続して使ラ場合には、特に設定する必要はありません。 


m 省電カ ユーテイリテイの 起動方法 
1 F 棘 

[コント□ールパネル]を開き、[ろうパフォーマンスとメンテナン 
ス]をクリック^ [み東芝省電力]をクリックする 

psoi 

[コント□ールパネル]を開き、[み東芝省電力]をダブルクリッ 
クずる 

[まち省電力のプ□バテイ]画面び表示されまず。 

2 [電源設定]タブ 

使用目的や使用環境（モバイル、会社、家など）に合わせて、省電カモードを設定 
したり、複数の省電カモードを作成でをます。環境び変化したとさに省電カモード 
を切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源設定を変更ずることびでき、快適に使 
用できます。また、現在の電源やバッテ U 残量などの詳細情報を表示します。 



画面はモバイルインテル® Pentium ®4 
プ n セッヴ - M モデルの表示例です。 













[電源に接続][バッテリをほ用中] _ 

表示されている設定可能な省電カモードの一覧から、設定したい省電カモードに設 
定しまず。[電源に接続][バッテリを使用中]は AC アダプタ接続/バッテ U 駆動 
での使用によって、自動的に切り替わります。 

購入時にはあらかじめなの省電カモードび用意されています。 


フルバワー 

最高性能で動作する、消費電力び一番大きいモードです。購 
入時の初期状態では、[電源に接続] ( A 巳アダプタを使用す 
るとさ）びこのモードに設定されています。 

□ングライフ 

消費電力を優先して省電力御御を行います。 

ノー 7ル 

性能と消費電力を両立して省電力制御を行います。購入時の 
巧期状態では、[バッテ U を使用中](バッテ U 駆動で使用す 
るとさ）びこのモードに設定されています。 

八イノの一 

性能を優先して省電力制御を行います。 

DVD 再生 

性能と消費電力を両立して DVD の再生などに適した省電力 
制御を行います。 

プレゼンテーシヨン 

性能と消費電力を両立してプレゼンテーション用ソフトなど 
の使用に適した省電力制御を行います。 


これらの省電カモードは、電源の供給状態によって、設をでさるモードびあらかじ 
めまめられています。 

すべての省電カモードは、使用環境や状態に合わせて詳細設定したり、コピー、名前 
のを要などび行えます。また、新しい省電カモードを作成することもでさます。 
省電カモードの詳細設定は、その省電カモードのプ□バティ画面で行います。「本項 
4省電カモードの詳細設定」をお認してください。 

【省電カモードの作成】 

①新しく作成する省電カモードのをとになる省電カモードをク U ックする 
◎[コピー]ボタンをクリックする 

[〜のコピー]といラ省電カモードびでさます。 

③ その省電カモードの名前を変更する 

④ 必要に応じて省電力の設定を変更する 
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【省電カモードの削除】 

① 削除する省電カモードをク U ックする 

② 悄 Ij 除]ボタンをク U ックする 

[元に戻ず]ボタンで直前に巧った削除をキャンセルずることびできまずび、[閉 
じる]ボタンをク U ックした後には元に戻すことはできません。また、購入時に 
用意されている省電カモードを削除することはでをません。 

【タスクバーに省電カモードの状態を表示ずる】 

[タスクバーに省電カモードの状態を表おする]をチェックする（戸）と現在の省 
電カモードを示ず省電カアイコンび通知領域に表示されます。 

省電カアイコンをダブルク U ックずることにより、まち省電カユーティ U ティを起 
動でさます。 

【タスクバーに CPU 周波数の状態を表示ずる】 

モバイルインテル® Pentium®4 プロセッサ -M モデルのみ表示されます。 

[タスクバーに Intel SpeedSl;ep(R)Technology の状態を表示する]をチ;!：ックす 
る（戶）と現在の CPU 周波数の状態を示すアイコンび通知領域に表示されます。 
CPU 周波数アイコンをク U ックずることにより、 CPU 周波数を変更することびで 
さます。 

3 [化止状態]タブ 

休止状態を使用ずるかしないかの設定を行いまず。 

使用する場合は、[休止状態をサポートする]をチェックしてください。 



を概嫌掛.巧'な现滞'巧細柳 


田 


李休止状態について「本項4-働作]タス 


4 省電カモードの詳細設定 

1に]の[電源設定]タブで利用したい省電カモードを選択し、[詳 
細]ボタンをクリックする 

逞択した省電カモードのプ□バティ画面び表示されます。 

?の V ,が? mw 碱ぉ備巧沪。： 


J [ミ船]タブ _ 

省電カモードのアイコンを変更したり、その省電カモードを作成した目的や使用環 
境などを記述でさます。また、ここで設定したプ□グラムびアクティブになったと 
き、自動的にこの省電カモードに切り替わるよラに設定でをます。 

I 階電力]タブ _ 

省電力に関ずる設定を自由に編集することびでさます。ここでは、ディスプレイ 
や八ードディスクの電源を切る時間、内部液晶ディスプレイの輝度、 CPU の処理 
速度などを設定します。また、巳 PU び高温になったとを、熱ををます方式を選択 
でさます。 
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■ [動作]タブ _ 

ここでは、電源スイッチを押したとさやパソコンのディスプレイを閉じたとさの動 
作を設定します。 




• 次のような場合はスタンバイび無効になり、保存されていないデータは消失 
しふ^ 〇 


-誤った使いかたをしたとを 

-静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 

-バッテ U び消耗したとき 

•故障、修理、バッテ1」交換のとさ 

•バッテ U 駆動で使用中にバ ッテリパック を取りはずしたとさ 
-増設メモ U の取り付け/取りはずしをしたとさ 
• 休止状態中は、メモ U の内容を八ードディスクに保存します。 

Disk 8 LE □び点灯中は、バッテ U パックをはずしたり、 AC アダプタを抜 
いたりしないでください。データび消失しまず。 

• 増設メモ U の取り付け/取りはずしをすると、休止が態び無効になり、保存 
されていないデータは消失します。 


メモ - 

動作設定を他の省電カモードにを設定ずる場合には、[現在の設定をずべての 
モードで使用する]ボタンをク U ックします。 


【何もしない】 

何ち動作しないよラに設定されます。 

【スタンバイ】 

スタンバイとは、作業を中断したとさの状態をメモ1」に保存する機能です。なに電 
源スイッチを押ずと、中断したとさの状態をすばやく再現することびでをますび、 
休止状態よりバッテリを消耗します。バッテ U を使い切るとデータは消'失するので、 
スタンノ（イ実行時は、 AC アダプタを取り付けて使用することを巧奨します。 

^スタンバイについてに章 3-0 スタンバイ」 













【休止状態】 

体止状態とは、パソコン本体の電源を切るとをに、メモリの内容を八ードディスク 
にな存する機能です。次に電源を入れると、しソ前の状態を再現します。この機能は 
パソコン本体に巧しての機能です。周辺機器には働きません。 

体止状態び有効の場合は、動作中にバッテリ充電量び減少すると、体止状態にして 
電源を切ります。休止状態び無効の場合、何もしないで電源び切れるので、休止状 
態を有効にしておくことを巧奨します。 

图^休止状態について「2章3 © 休止状態」 


【入力をホめる】 

Windows XP モデルにのみ表示されます。 

[ Windows のシャットダウン]画面または[コンピュータの電源を切る]画面び表 
示されます。 

終了時の動作を選択してから、バソコンの電源を切ることびでをます。 

【 電源 オフ】 

Windows を終了して電源を切ります。 

[スタンバイおよび休止状態から復帰するとさにパスワードの入力を求める]を 
チェックする（庐）と、 Windows のパスワードを設定している場合には、復帰す 
るとをに Windows パスワードの入力が必要になります。 

I [アラーム]タブ _ 

バッテリ残量び少なくなったことをユーヴに通知するち法および実行する動作を設 
定しまず。 

[アラーム]タブは[電源設定]タブで[バッテリ使用中]に登録された省電カモー 
ドを選択した場合のみ表示されます。 

I [デバイスの設定]タブ _ 

省電カモードで使用するとき、デバイスを有効/無効にする設定を行います。 

I 詳しい操作方まを巧10たいとを（ヘルプの起動) _ 

1[東芝省電カユーテイリテイ]を起動後、画面ち上の B をクリック 
ずる 

ポインタびもブに変わります。 

2画面上の知りたい項目にポインタを置き、クリックずる 
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目章 

システム環境の変更 


本製品を使巧するとさの、システム上のさまざまな 
環境を設定ずる方まについて説明しています。 


1システム環境の変更とは140 
吕ま泛 HW セットアップを使う141 
3 BIOS セットアップを使う146 
4パスワードセキユ U テイ1已〇 



1 システム環境の変更とは 


本製品は、次のようなパソコンのシステム環境を変更できます。 

•八ードウてア環境（パソコン本体）の設定 
• パスワードセキュリティの設定 
• 起動ち法の設定 
• 省電力の設定 

システム環境を変更するには、 Windows 上のユーティ U ティで変更するか、または 
BIOS セットアップで変更するか、2つのち法びあります。 

Windows 上のユーティ U ティには、「ま芝省電カユーティ U ティ」、「ま芝 HW セッ 
トアップ」などびあります。 

圆^ま芝省電カユーティ I 」ティについて「已章2省電力の設ををする」 

通常は、 Windows 上の ユーティ U ティで 変更することを巧奨します。 

BIOS セットアップと Windows 上のユーティリティで設定び異なる場合、 

Windows の設定び優先されます。 
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2 ま芝 HW セットアップを巧 5 


東芝 HW セットアップを使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更できます。 
デバイス、パソコンの起動などのさまざまな項目について設定びできます。 

複数のユーヴで使用する場合も、設定内容は全ユーヴで共通になりまず。 


ま忌 HW セットアップの起動と使用 


東芝 HW セットアップの操作について、説明します。 

m 起動方法 



[コント□-ルパネル]を開き、[心^プリンタとその他の八ード 
ウェア]をクリックー[錢東芝 HW セットアップ]をクリックする 

011001 

[コント□-ルパネル]を開き、[錢東芝 HW セットアッでをダ 
ブルクリックする 

2使用方法 

■ [全般]タブ ■ 

BIOS セットアップのノくージョンと日付などを表示します。 

[ 標準設定】 

このボタンをク U ックすると、 r ま芝 HW セットアップ」の[パスワード]タブ!;■(外 
の項目を購入時の設定状態に戻します。 

【パ’ージョン情報】 

このボタンをク U ックすると、 r ま芝 HW セットアッスのバージョン情報を表示し 
よ9 〇 

■ [パスワード]タブ ■ 

パソコンの電源を入れたときに入力するユーヴパスワードの設定や削除を行います。 
ユーヴパスワードについて「本章4パスワードセキュ U テイ」 
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■ [デバイスの設定]タブ ■ 

パソコンび起動したとさに BIOS セットアップび初期化する装置を指定します。 

【デバイスの設定】 

•全デバイス設定 
ずべての装置を初期化します。 

• 0 S による設定（標準値） 

システムを□-ドするのに必要な装置のみ初期化します。それ！;!外の装置はシス 
テムび初期化します。 a 常はこちらに設定します。 

■ [プリンタ]タブ ■ 

プリンタなど、パラレルポートに接続する機器の設定をします。使用するプ U ンタ、 
またはその他の機器にあわせて設定してください。 

【プリ ンタポートモー ド】 

• ECP 

ECP 対応に設ちします。大半のプ U ンタでは ECP に設定します。 

• 双方向 

双ち向に設定します。一部のプリンタ、またはプリンタしソ外のパラレルインタ 
フェース機器を使用するのに設ちします。 

国^プリンタの設定「4章4プ U ンタを接続する」 

■ [ディスプレイ]タブ ■ 

起動時の Windows □ゴを表おする表示装置を逞択します。 

【起動時の表示装置】 

• 自動選択 

システム起動時に、外部巳 RT ディスプレイび接続されている場合は、外部 CRT 
ディスプレイだけに表示します。システム起動時に、外部 CRT ディスプレイび接 
続されていない場合は、内部液晶ディスプレイだけに表示します。 

• 内部 LCD / アナ□グ RGB 同時表お 

システム起動時に、外部ディスプレイ（アナ□グ RGB ) び接続されている場合 
は、外部ディスプレイと内部液晶ディスプレイの両方に表示します。 

圆^ CRT ディスプレイの接続「4章日 CRT ディスプレイを接続する」 
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Windows 起動をは、前回電源を切る前に接続していた表示装置び存在すればその表 
示装置に表おします。前回電源を切る前に接続していた表示装置び存なしない場合 
は、内部液晶ディスプレイに表ホされます。 

■ [ CPU ] タブ ■ 

モバイルインテル® Pentium ®4 プロセッサ - M モデルのみ表示されます。 

CPU について設定します。 

【 CPU 周波数の設定】 

•ダイナミック切替モード（標準値） 

CPU の消費電力•周波数切り替え機能を有効にし、パソコンを使用中、必要に応 
じて自動的に切り替わるよラにしまず。 

• 常時高速モード 

CPU の消費電力'周波数切り替え機能を無効にし、常時、高周波数で動作します。 

• 常時標準モード 

CPU の消'費電力'周波数切り替え機能を無効にし、常時、標準周波数で動作し 
まず。 

■ [ OS の起動]タブ ■ 

パソコンの起動について設定しまず。 

【 OS の起動】 

システムを起動するディスクドライブの順まを選択します。 

通常は [HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN ] に設定してください。 

【 HDD の起動】 

八ードディスクドライブを複数使用する場合に、システムを起動する順まを設定し 
まず。 

通常は旧 uilt in HDD 一 PC Car 山に設定してください。 

【ネッ トワークブー トプ □ トコ ル】 

ネットワークからの起動について設定しまず。 

• PXE (標準値） 

PXE ：7 n トコルに設定しまず。 

• RPL 

RPL ：7 n トコルに設定します。 
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■ [キーボード]タブ ■ 


【外部キーボードの Fn キー割り当て】 

PS /2 コネクタに接続した外部キーボードで、〔を)キーの代わりに使用でをるキーを 
設定します。 

励キーの割り当てをしない場合、撫効]に設定します。 

【キーボードによるスタンバイ復帰】 

この機能を有効にすると、スタンバイ時にどれかキーを巧して復帰させることびで 
をます。 

■ [ USB ] タブ ■ 

USB 対応機器につして設ちします。 


【 USB キーボード/マウスレガシーヴポート】 

USB キーボードやマウスのレガシーサポートを行ラかどラかを設定します。 

• 有効にする（標準値） 

レガシーサポートを行います。ドライバなしで USB キーボード、 USB マウスび 
使用可能になります。通常はこちらに設定します。 

• 無効にする 

レガシーサ ポー トを行いません。 

【 USB フ□ッピーディスクレガシーヴポート】 

* フ□ッピーディスクドライブが内蔵されていないモデルのみ 

USB フ□ッピーディスクのレガシーサポートを行ラかどラかを設定します。 

• 有効にする（標準値） 

レガシーサポートを行います。フロッピーディスクから起動する場合は、こちら 
に設定します。 

• 無効にする 

レガシーヴ ポー トを行いません。 
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■ [ LAN ] タブ ■ 

LAN 機能について設定します。 

【 LAN のウェイクアップ】 

LAN のウェイクアップ機能とは、ネットワークで接続された管理者のパソコンから 
の呼び出しにより、自動的に電源を入れる機能です。 

LAN のウェイクアップ機能を使用ずる場合は、必ず AC アダプタを接続してください。 

【内蔵 LAN 】 

内蔵 LAN を使用するかどラかを設定しまず。 

詳しい操作方まを知りたいとを（ヘルプの起動) _ 

1[ま芝 HW セットアップ]を起動後、画面ち上の百をクリックずる 

ポインタび[ミブに変わります。 

2画面上の知りたい項目にポインタを置き、クリックずる 
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3 BIOS セットアップを巧う 


BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体から設定するプ〇 
グラムのことです。 

次のよラな設定びでさます。 

•八ードウエア環境（パソコン本体、周辺機器接続ポート）の設定 
•セキュリティの設定 •起動ち法の設定 •省電力の設定 

BIOS セットアップをほ用する前のを意 

•通常、システム構成のを要は Windows 上の「東芝 HW セットアップ」、「ま芝省 
電カユーティ U ティ」、システムの「デバイスマネージャ」などで行ってください。 
BIOS セットアップと Windows 上の設定び異なる場合、 Windows 上の設定び優 
先されます。 

•使巧しているシステムによっては、システム構成を変更してを、変更び反映され 
ない場合びあります。 

• BIOS セットアップで設定した内容は、電源を切ってを消えません。しかし、内蔵 
バッテ U び消耗して取り換えた場合は標準設定値に戻ります。 


1 ) BIOS セットアップの操作 


r 

L. 


BIOS セツトアップの起動と終了、基本操作について説明します。 


1起動 

メモ - 

「スーパーバイヴパスワード設定ツール」でユーヴパスワードモードを 「HW 
セットアップの起動禁止」に設定してしぶ状態で、バソコンの電源を入れたとき 
にユーヴパスワードを入力した場合には、 BIOS セットアップは起動しません。 
国^「スーパーバイヴパスワード設定ツール」について 
「本章4-©スーパーバイヴパスワード」 
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1 gi 巧キーを巧しなが日電源を入れる 

「Password =」と表おされた場合は、パスワードび登録されています。 
登録 した) ロワードを入力し、 を1お「 )キーを押してください。 

パスワードについて「本章4パスワードセキュ U テイ」 

|"Check system . Then press [ FI ] key 」 と表示されます。 

2 @ キーを 巧す 

巨 los セットアップび起動します。 

2按了 

変更した内容を有効にして終了します。 

1@+0 キーを 巧す 

本製品では、@+©び d ごをキーの機能を持ちます。 

画面にメッセージび表示されます。 

2 ® キーを f 甲す 

設定内容び有効になり、 BIOS セットアップび終了します。 

変更した項目によっては、再起動されまず。 

途中で按了する方ま _ 

設定内容びよくわからなくなったり、途中で設定を中止する場合に行います。この 
場合は変更した内容はすべて無効になりまず。設定値は変更前の状態のままでず。 

1キーを f 甲す 

画面にメッセージび表示されます。 

2 ® キーを 巧ず 

BI 日 S セットアップが終了します。 
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3 畐本操作 

基本操作は次のとおりです。 


変更したい項目を選がする 

① '① 'ら 'd 

画面中で反転している部分び現在変更でをる項目です。 

項目の内容を変更する 

fSpace ) または归 ackSpace ) 

画面を切り替える 

または 

本製品では、@+^び^兩キー、 f 巧 +m び 
〔 P 目 Up ) キーの機能を持ちます。 

次の画面または前の画面に切り替わります。 

設定内容を標準値にずる 

厨+ 归 

本製品では、厄] J +© び ( Home ) キーの機能を持ちます。 
次の項目は、この操作をしても変更されません。 

• PASSWORD •Hard Disk Mode •Write Policy 
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3 BIOS セットアップを使う 


トアップの画面 


巨1日5セットアップにはなの2つの画面があります。 


SYSTEM SETUP (1/2) 




P (1/2) ACPI BIOS version = X.: 

- BOOT PRIORITY - 

Boot Priority = HDD-FDD-CD-ROM-LAN 
HDD Priority = Built-in HDD-PC Card = 
Network Boot Protocol = PXE 



I - PASSWORD - 

— ^Not Registered 



I - OTH ERS - 1 

Power-up Mode = Boot 
I CPU Cache = Enabled ' 

Level 2 Cache = Enabled 

Dynamic CPU Frequency Mode *i 

=Dynamically Switchable 
Auto Power On = Disabled 
Panel Power On/Off *2 = Disabled 


り ♦♦: Select items Space,BkSp : Change values PgDn,PgUp : Change pages 
Esc : Exit without saving Home : Set default values End : Save changes and Exit 


* ] 


Dynamic CPU Frequency Mode は、モバイルインテル® PentiumM-M プ□セツヴ 
搭載モデルのみ表示されます。 

*2 Panel Power 日 n/Off は、 「Powe「-up Mode」 び 「Boot」 のときは表示されません。 


I- CONF に URAnON —— 

— rDevice Confiq. = 


SYSTEM SETUP (2/2) 


ACPI BIOS version = X. : 


(!)■ 



- DRIVES I/O - 

Built-in HDD 

=Primary IDE(1F0H/IRQ14) 
CD-ROM = Secondary IDE(170H/IRQ15) 


11 - PC CARD - 

Controller Mode = Auto-Selected 


- PERIPHERAL - 

Internal Pointing Device = Enabled 
Ext Keyboard "Fn" = Disabled 
Parallel Port Mode = ECP 
Hard Disk Mode = Enhanced IDE(Normal) 


- LEGACY EMULAtON - 

USB KB/Mouse Legacy Emulation 

=Enabled 


■が： Ml 】 扎 

(ID-K 



h ⑩ 


: Select items Space,BkSp : Change values PgDn,PgUp : Change pages 
Exit without saving Home : Set default values End : Save changes and Exit 


*3 FLOPPY DISK 1/ 日は、フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ表示されます。 

(注）画面は標準設定値の表示例です。 

設定項目の詳細について「本節©設定項目」 
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力ーソルび移動しない項目は、変更できません（参照のみ)。 

ここでは、標準設定値を「標準値」と記述します。 

1 MEMORY - メモリ容量を表示する^^^^^^^^^^ ■ 

【 Total 】 

本体に取り付けられているメモ U の総メモリ容量び表示されます。 

2 SYSTEM DATE / TIME - 日付と時刻の設定をする 

曰付と時刻の設定は を pace ) または ( Backspace ) キーで行います。 

時と分、月と曰の切り替えは、©©キーで行います。 

[System Date 】 

曰付を設定します。 

【 System Time 】 

時刻を設定します。 


3 BATTERY - パツテリで長くほ用するための設定をする 


【 Battery Save Mode 】 

バツテリセーブモードを設定します。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウび開さます。 
rUser Setting ] を還おした場合のみ、設をのを要びできまず。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの設定項目は次のように表示されます。 


' - ♦Full Power （標準値）- 、 

Processing Speed = High 
CPU Sleep Mode = Enabled 
Display Auto Off = 30Min. 

HDD Auto Off =30Min. 

System Auto Off = Disabled 
LCD Brightness = Super-Bright 
Cooling Method = Maximum Performance 


' —参 User Setting (設定例 ）—、 
Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
Display Auto Off = 03Min. 

HDD Auto Off =03Min. 

System Auto Off = 30Min. 

LCD Brightness = Semi-Bright 
Cooling Method = Battery Optimized 


^ - •Low Power - s 

Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
Display Auto Off = 03Min. 

HDD Auto Off =03Min. 

System Auto Off = 30Min. 

LCD Brightness = Bright 
Cooling Method = Battery Optimized 


(注 ） System Auto Off (システム自動停止時間）は、 「 Powe「-up Mode 」 び 「 Boot 」 のときは表 
示されません。 

また LCD Brightness ( S . AC アダプタを接続している場をの表示内容です。 
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3 BIOS セットアップを使う 


「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウインドウを閉じるには、キーを押して選 
択項目を rCoolin 目 Method 」 の外に移動します。 

なに「目 ATTERY SAVE OPTIONS 」 ウインドウの項目について説明します。 

• Processing Speed 

処理速度を設定します。 

使用ずるアプ U ケーシヨンソフトによっては設定を変更する必要びあります。 


• High . 処理速度を高まに設定する 

• Low . 処理速度を低まに設定する 


• CPU Sleep Mode 

CPU び処理待ち状態のとさ、電力消費を低減しまず。 

-部のアプ U ケーシヨンソフトでは 「 Enable 山に設定ずると処理速度び遅くな 
ることびあります。その場合はの isabled 」 に設定してください。 


- Enabled . 電力消費を低減する 

• Disabled . 電力消費を低減しない 


• Display Auto Off (表示自動停止時間） 

時間を設定すると、設定した時間(上キーを押さない場合（マウスやタッチパッ 
ドの操作も含む）にディスプレイを消なして節電します。 

画面に表示されている内容び見えなくなりますび、これは故障ではありません。 
画面に表示するには、 后行巧) キーを押すか、マウス、タッチパッドを操作してくだ 
さい。 

- Disabled . 自動停止機能を使用しない 

自動停止時間の設定は 「 OlMin 」 〜 「30 Min 」 から選択します。 

• HDD Auto Off (HDD 自動停止時間） 

設定した時間し U 上八ードディスクの読み書きをしない場合に、八ードディスクの 
回転を止めて節電しまず。 

自動停止時間の設定は 「 OlMin 」 ~ 「30 Min 」 から逞おします。八ードディス 
クドライブを保護ずるため、 「 Disabled 」 は設定できません。 

• System Auto Off (システム自動停止時間） 

時間を設定すると、設定した時間け上システムを使用しない場合に、システムを 
止めて節電します。 

[ Power-up Mode 」 び 「 Resume 」 の場合に設定できます。 

- Disabled . 自動停止機能を使用しない 

自動停止時間の設定は riOMin 」 〜「巨 OMin 」 から選択します。 
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• LCD Brightness (LCD 輝度） 

画面の明るさを選択します。 

- Semi-Bright . 低輝度に設定する 

- Bright . 高輝度に設定する 

- Super-Bright . 最高輝度に設定する 

• Cooling Method に PU 熱制御方式） 

CPU の熱を冷ます方式を選がします。 

CPU が高熱を帯びると故障の原因になります。 

- Maximum Performance ... CPU 温度が上昇したときに、本体内にあるフアンを 

高速回転させて CPU に風を送り、冷やします。 

- Battery Optimized . CPU が高温になったときに、 CPU の処理速度を 

「 Low 」 にして温度を下げます。 「 Low 」 にしてち、 
温度が上がる場をはファンを作動させます。 


4 PASSWORD - ユーザパスワードの登録/削除をする 

パスワードの入カエラーが3回続いた場をは、似後パスワードの項目にカーソルが 
移動でさなくなります。この場をは、パソコン本体の電源を入れ直し、再度登録を 
行ってください。 

【 Not Registered 】 

ユーヴパスワードが登録されていないとをに表おされます（標準値)。 

【 Registered 】 

ユーヴパスワードが登録されているとさに表示されます。 

■ ユーザパスワードの登録/削除 ■ 

国^ユーヴパスワードの設定ち法「本章 4-0 ユーヴパスワード」 
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5 BOOT PRIORITY - ブート優巧順位を設定する 

[Boot Priority 】 

システムを起動ずるディスクドライブの順番を設定しまず。 

通常は 「HDD 一 FDD 一 CD - R 日 M 一 LAN 」 に設定してください。 

• HDD 一 FDD 一 CD - R 日 M 一 LAN (標準値） 

- FDD 一 HDD 一 CD-ROM 一 LAN - 

- HDD 一 CD - ROM - LAN 一 FDD ——指定のドライブ順に起動する 

- FDD 一 CD - R 日 M 一 LAN 一 HDD 
- CD - ROM - LAN 一 HDD 一 FDD 
- CD - R 日 M 一 LAN 一 FDD 一 HDD - 

【 HDD Priority 】 

A - ドディスクドライブを複数使用する場合に、システムを起動ずる順番を設定し 
まず。 

通常は 「 BuNt-in HDD 一 PC Card 」 に設定してください。 

- Built-in HDD 一 PC Card (標準値） 

• PC Card 一 Built-in HDD 

【 Network Boot Protocol ] 

ネットワークからの起動について設定します。 

- PXE (標準値）. ......... PXE プ□トコルに設定する 

- RPL . RPL プロトコルに設定する 

6 D 旧 PLAY — 表示装置の設定をする 

【 Power On Display 】 

起動時の Windows □づを表示する表示装置を選択します。 

- Auto-Selected (標準値）..システム起動時に外部 CRT ディスプレイを接続して 

し伯ときは外部 CRT ディスプレイだけに、接続して 
いないときは内部液晶ディスプレイだけに表示する 

- LCD + AnalogRGB . 外部 CRT ディスプレイと内部液晶ディスプレイに同 

時表示する 

SVGA モードに対応していないが部 CRT ディスプレイを接続して 、 rLCD + 

Anal □呂 RG 目」を選択した場合、外部 CRT ディスプレイには画面が表示されません。 
Windows 起動後は、前回電源を切る前に接続していた表示装置が存在すればその表 
示装置に表示します。前回電源を切る前に接続していた表示装置が存在しない場合 
は、内部液晶ディスプレイに表示されます。 
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[TV Type 】 

テレビ受信機を還択します。 

- NTSC ( JAPAN ) (標準値）...曰本仕様の TV 受信機 


' NTSC ( US ). 米国仕様の TV 受信機 

'PAL . ヨー□ッパ仕様の TV 受信機 


7 OTHERS - その他の設定をする 

【 Power-up Mode ( レジューム機能）】 

レジューム機能を設定します。 


- Boot (標準働 ......... レジューム機能を無効にする 

' Resume . レジューム機能を有効にする 


【 CPU Cache ( キャッシュ）】 

CPU 内のキャッシュメモリを使用するかどラかの設定をします。 

使用するアプ U ケーシヨンソフトによっては設定を変更する必要びあります。 

- Enabled (標準値）...キャッシュメモリを使用する 
- Disabled . キャッシュメモリを使用しない 

[Level 2 Cache 】 

2次キャッシュを使用するかどラかの設定をします。 

に PU 巳 ache 」 び 「 Disabled 」 に設定されている場合は表示されません。 

.Enabled (標準値）.. . 2次キャッシュを使用する 
- Disabled . 2なキャッシュを使用しない 

【 Dynamic CPU Frequency Mode 】 

モバイルインテル® Pen 1; ium ®4 プ□セッサ - M モデルのみ表示されます。 

- Dynamically Switchable (標準値）...巳 PU の消費電力.周波数自動切り替え機 


能を有効にし、使用状況に応じて巳 PUS 
波数を自動的に切り替えます。 

' Always High . 巳 PU の消費電力-周波数自動切り替え機 

能を無効にし、常時、高周波数で動作し 
ます。 

' Always Low . 巳 PU の消費電力-周波数自動切り替え機 

能を無効にし、常時、低周波数で動作し 
ます。 
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3 BIOS セットアップを使う 


【 Auto Power On ( タイマ . オン機能）】 

タイマ-オン機能の設定状態を示しまず。タイマ-オン機能は1回のみ有効です。 
起動後は設定び解除されます。 

Windows XP を使用している場合は 「Auto Power On 」 の設定は無効になります。 
Windows のタスクスケジユーラを使用してください。 

- Disabled (標準値）...タイマ.オン機能、 Wake-up on LAN 機能とを設定され 
ていない 

- Enabled . タイマ.オン機能、 Wake-up on LAN 機能び設定されて 

いる 

タイマ-オン機能、 Wake-up on LAN 機能の設定は 「 OPTIONS 」 ウィンドウで行 
います。 

パスワードセキユ U ティで設定したパスワードと休止状態び設定してある状態で、 
タイマ.オン機能 （ A 山 0 Power On ) を設定してシステムを起動させた場合、 
「 Passwo 「 d =」 と表示されます。パスワードセキユ U ティで設定したパスワードを 
入力すると、休止状態から Windows に復帰します。 

^パスワードセキユ U ティの設定 r 本章4バスワードセキユ U ティ」 

「 OPTIONS 」 ウィンドウの項目について説明します。 

アラームの時刻の設定は ( Space ) または 〔 Backspace ) キーで行いまず。 

時と分、月と曰の切り替えは®®キーで行います。 

• Alarm Time 

自動的に電源を入れる時間を設定します。 

- Disabled . 時間を設定しない 

• Alarm Date Option 

自動的に電源を入れる月日を設定します。 

[Alarm Time 」 が 「 Disabled 」 の場合は、設定できません。 

- Disabled . 月日を設定しない 

• Ring Indicator 

電話回線からの呼び出し信号により、自動的に電源を入れます。 

[ Power-up Mode 」 が 「 Resume 」 の場含に設定できます。 

また、この機能は PC 力ー ドタイプのモデムでは使用できません。 

- Disabled (標準値）...リングインジケータ機能を使用しない 
- Enabled . U ングインジケータ機能を使用する 
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• Wake-up on LAN 

ネットワークで接続された管理者のパソコンからの呼び出しにより、自動的に蕾 
源を入れます。 

® ["PCI LAN 」 の 「 Built-in LAN 」 が Enabled 」 の場合に設定できます。 

Wake up on LAN 機能を使用する場合は、必ず AC アダプタを接続してください。 

- Enabled . Wake up on LAN 機能を使用する 

- Disabled (標準値 ）… Wake up on LAN 機能を使用しない 

【 Panel Power On/Off ( パネルスイッチ機能）】 

ディスプレイの開閉による電源の入/切を設定します。 
fPower-up Mode 」 び 「 Resume 」 の場合に表示されます。 

- Enabled . パネルスイッチ機能を使用する 

.Disabled (標準値）...パネルスイッチ機能を使用しない 

8 CONFIGURATION 

【 Device Config . 】 

ブート時に BIOS び初期化する装置を指をします。 

.Setup by OS (標準値） ... OS を□-ドするのにあ要な装置のみ初期化する 

それ Li (外の装置は 0 S び初期化します。 

この場合、 「 PC 力ード」内の設をは、 「 Auto - 
SelectedJ 固定となり、変更できません。 

■ All Devices . すべての装置を初期化する 

プレインス I ルされている 0 S を使用する場合は 、 「Setup by 0 S 」 （標準値）を 
選がすることを推奨します。ただし 「PC CARD 」 内の Controller Mode の設定を 
「 Auto - Selected 」 ■(外に設をする場合は 「All Devices 」 に設定してください。 
「PC CARD 」 につし)て「本 I 貝13 PC CARD 」 
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9 I/O PORTS (I/O ポート） 

[Serial ] 

シ U アルポートの割り当てを設定します。 

- Not Used . シ U アルポートを割り当てない 

• COM ] (標準値)^ 

' 弓 一指定®ポートを割0当てる 

- COM 3 

- COM 4 - 

【 Parallel ] 

パラレルポートの割り当てを設定します。 

[Parallel Port Mode 」 び 「 E 巳 P 」 の場合に 「 Parallel 」 で [Not Used 」 し义外を 
選択すると、 「 OPTION 」 ウィンドウび開きます。 

なに 「 OPTION 」 ウィンドウの項目について説明します。 

• DMA 

DMA チャネルを設定します。 

10 DRIVES I/O—HDD 、 CD-ROM の設定 

【 Build-in HDD 】 

八ードディスクドライブのアドレス、割り込みレベルの設定を表示します。変更は 
でさません。 

【 CD-ROM 】 

ドライブのアドレス、割り込みレベルの設定を表示しまず。変更はできません。 
内蔵されているドライブび CD - ROM ドライブではない場合を、すべて 「 CD - ROM 」 
と表示されます。 

11 FLOPPY DISK I/O 

* フロッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ 

【 FI 叩 py Disk 】 

フ□ッピーディスクドライブのアドレス、割り込みレベル、チャネルの設定を表示 
します。変更はでさません。 
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12 PCI BUS-PCI パスの割り込みレベルを表示する 

【 PCI BUS 】 

PCI バスの割り込みレベルを表示します。変更はでさません。 

13 PC CARD—PC 力ードのモードを選択する 

【 Controller Mode 】 

PC カードのモードを還択します。 

- Auto-Selected (標準値）...プラグアンドプレイに対応した 0 S を使用している 


場合、逞択します。 

- P 巳に Compatible . Auto-Selected や CardBus /1 已 -bit で正常に動 

作しない1日- bit PC 力ードを使用する場合に逞 
択しまず。 

- Card Bus /1 日- bit . Auto-Selected で正常に動作しない CardBus 巧 

応の PC カードを使用する場合に選択します。 


14 PERIPHERAL—HDD やか部装置の設定をする ^^^^^ ■ 

【 Internal Pointing Device 】 

タッチパッドの使用する/使用しないを設ちします。 

- Enabled 婚準値） ....... 使用する 

- Disabled . 使用しなし、 

[Ext Keyboard "Fn " 】 

外部キーボードの@キーの割り当てをします。 

.Disabled 婚準値） ...... 励キーの代替えキー割り当てをしない 

- Enabled . 次のキーをキーの代替えキーとして割り当てる 

- Left Ctrl + Left Alt -阿 旨 ht Ctrl + Right Alt 

- Left Alt + Left Shift - Right Alt + Right Shift 
- Left Alt + CapsLock 
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3 BIOS セットアップを使う 


【 Parallel Port Mode 】 

パラレルポートモードの設定をします。 

Windows で使用ずる場合は、標準値のままで使用できます。 

- ECP (標準値） . ECP 対応に設定する 

大半のプリンクでは、 ECP に設定しまず。 

- Std . Bi-Direct . 双ち向に設定する 

一部のプ U ンタおよび、プ U ンタし U 外のパラレル装置を使 
用ずる場合に設定します。 

メモ - 

Windows を使用してし)る場合は r ま芝 HW セットアップ」の設定びち効にな 
り 、 「Parallel Port Mode 」 の設定は無効になります。 


【 Hard Disk Mode 】 

八ードディスクのモードを設定します。 

項目を変更ずる場合は、ノ（ーティシヨンの再設定を行ってください。 

- Enhanced IDE ( Normal ) (標準値）….通常はこちらを逞択ずる 

- Standard IDE . Enhanced IDE に対応していない OS を 

使用する場合に選択する 

この場合、已 28 MB までび使用可能とな 

り、残りの容量は使用でさません。 

15 LEGACY EMULATION 

【 US 己 KB/Mouse Legacy Emulation 】 

USB キーボードやマウスのレガシーヴポートを行ラかどラかを設定します。 

- Enabled (標準値）...レガシーサポートを行う 

ドライバなしで USB キーボード/ USB マウスび使用で 
さます。 

- Disabled . レガシーヴポートを行わない 

16 PCI LAN 

【 Built-in LAN 】 

内蔵 LAN の機能を有効にするかどうかの設定をします。 

- Enabled 婚準値）...有効にする 
- Disabled . 無効にする 
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4 パスワードセキユリテイ 


本製品ではパスワードを設定でさます。パスワードには大さく分けて次の吕種類 
びあ0ます。 

• Windows の□グオンバスワード 

Windows に□グオンずるとき 

インスタントセキュ U ティ状態やノ（スワード保護の設ををしたスクリーンセーパ' 
を解除するとさ 

国^インスタントセキュリティ機能 

「3章 2-0 - @キーを使った特殊機能キー」 

• ユーヴバスワード、スーパーバイ ザバ スワード 

電源を入れたときやスタン J くイ状態、体止状態か日復帰するとき 

ここでは、ユーヴパスワードとスーパーバイヴパスワードの設定ち法について説明 
します。 

ユーヴバスワードやスーパーバイヴパスワードを登録すると、電源を入れたとをなど 
にパスワードの入力び必要になります。 

通常はユーヴパスワードを登録してください。 

国^ ユー ヴパスワード「本節 〇ユー ヴパスワード」 

スーバーバイヴパスワードは、バソコン本体の環境設定を菅理する人び使用します。 
スーバーバイヴパスワードを登録すると、スーパーバイヴバスワードを巧らない 
ユーヴは、 BIOS セットアップの設定を変更できないようにする、などいくつかの制 
限を加えることびでさます。 

この制限を加える必要びなければ、ユーヴパスワードだけ登録してください。 

国^スーパーバイヴパスワード「本節©スーバーバイヴパスワード」 

メモ - 

パスワードは、スーパーバイヴパスワードとユーヴパスワードで違ラをのを使 
用して < ださい。 
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1 パスワードとしてほ用でまる文字 

パスワードに使用できる文字はなのとおりです。 

パスワードは「***** (アスタリスク）」で表示されますので画面で確認できま 
せん。よく確認してから入力してください。 

アルファべットの大文字とル文字は区別されません。 


使用でさるで字 

アルファベット（半角） 

ABCDEF 白 HI」KLMN 
OP 日 RSTUVWXYZ 

数字（半角） 

曰] 234己日78白 

記号の一部（半角） 

- ! @ :: . (スぺース） 

使用できない夕字 

•全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの起動び必要な夕字 

【例]漢字、カタカナ（全角/半角）、ひらびな、 

曰本語入カシステムび供給する記号など 
-記号の一部（半角） 

【例11 (バーチカルライン）、（アンダーバー）、 

¥ (エン）など 


入力した文字に使用できない文字び含まれていた場合は警告メッセージび表示され 
よ^ 〇 

><ッセージの内容に従って、もラ1度パスワードを入力してください。 


[0 ユーザパスワード 


{ 


ユーヴパスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えて 
おいてください。 

なおユーヴパスワードの設定は、「まち HW セットアップ」を使用ずることをおすす 
めします。 


1ユーザパスワードの登録 
M ま泛 HW セットアップでの登録 

1 r 東ち HW セットアップ」を起動する 

2 [パスワード]タブで[ユーザパスワード]の障就をチェックする 

ユーヴパスワードび登録されている場合は、[登録]にチェックびついてい 
ます。その場合は、ユーヴパスワードを削除してから登録してください。 
^ユーヴパスワードの削除「本項2ユーヴパスワードの削除」 
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3 [ ユーザパスワード ] 画面の [ パスワードの入力]にパスワードを入 
力し、 [0K ] ボタンをクリックする 

) てスワードは] 0文字 Li (内で入力できます。 

パスワードに使用でさる文字 

「本節 - Jf スワードとして使用でをる文字」 

4 [ パスワードの確認 ] 画面の [ パスワードの確認]に同じパスワード 
を入力し、 [0K ] ボタンをクリックする 

5 表示されるメッセージを確認し、 [0K ] ボタンをクリックずる 

BIOS セットアップでの登録 _ 

【 ユーザ パ スワー ドの登録】 

ユーヴパスワードの設定は「東芝 HW セットアップ」で行うことを巧奨します。 
圆^ま芝 HW セットアップでのユーヴパスワード設定： 

「本項1 - まち HW セットアップでの登録」 

【 キーフ □ッ ピー ディスクの作成】 

キーフ□ッピーディスクとは、ユーヴパスワードを忘れた場合に使用するフ□ッ 
ピーディスクのことです。 BIOS セットアップで作成してください。 

キーフ□ッピーディスクを作成する場合は、フォーマット済みの 2 DD または 2 HD 
(1.44 MB ) フ□ッピーディスクとフ□ッピーディスクドライブ（別売り）び必要で 
す。あらかじめ用意して<ださい。 

キーフ□ッピーディスクを作成すると、そのフ□ッピーディスクに保存されていた 
内容はすべてミ肖まされます。フ□ッピーディスクの内容をよく確認してから、使用 
して < ださい。 

次のよラに操作して、キーフ□ッピーディスクを作成します。 

1 BIOS セットアップを起動する 

2 力ーソルパーを 「PASSWORDJ の [Not Registered ] に合ね 
せ、を pace) または [Backspace') キーを f 甲す 

パスワード入力画面び表示されます。 

ユーヴパスワードび；登録されてし)る場合は、 「 PASSWORD 」 に 
「 Registered 」 と表示されます。その場合は、ユーヴパスワードを削除して 
から、登録してください。 

国^ユーヴパスワードの削除ち法「本項2ユーヴパスワードの削除」 
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3 ユーザパスワードを入力する 

ノ（スワードは10文字し U 内で入力できまず。 

パスワードに使用できる文字 
「本節-パスワードとして使用できる文字」 

バスワードは1文字ごとに*び表示されますので、画面でお認できません。 
よく確認してから入力してください。 

4 〔 Enter) キーを巧ず 

1回目のパスワードび確認され、パスワードの再入力画面び表示されます。 

5 2 回目のパスワードを入力する 

バスワードは手順3と同じパスワードを入力してください。 

6 〔 Enter) キーを巧ず 

パスワードび登録されます。2回目のパスワードび1回目のバスワードと 
異なる場合は、再度パスワードの入力画面び表ホされます。手順3からや 
り直してください。 

7ユーザパスワードの設定び終了した 5、@ + 0 キーを f 甲す 

本製品では、 〔を) +© び d ご @キーの機能を持ちます。 

次のよラなメッセージび表示されます。 

Are you sure ? (Y/N) 

The chan 呂 es you made will cause the system to reboot. 
Insert password service disk if necessary. 

8 キーフ □ッ ピーディスクを作成する場合は、フ □ッ ピーディスクを 
セッ トして®キーを押す 

作成しないでそのまま終了ずる場合はフロッピーディスクをセットせずに 
® キーを 押します。 

巨 IOS セットアップの画面に戻るには®キーを押します。 

手順9はキーフ□ッピーディスクを作成ずる場合の手順です。 
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9 キーフ□ッピーディスクを作成する 

圆^キーフ□ッピーディスクの使いかた 

「本項2-ユーヴパスワードを忘れてしまった場合」 
次のメッセージび表示されます。 

Password Service Disk Type ?(1:2HD ， 2:2DD) 


①セットされているフ□ッピーディスクが 2HD の場合は ①キー を、 2DD 
の場合は這)キーを巧ず 

フ□ッピーディスクへの書を込みを開始します（フ□ッピーディスクび 
セットされていない場合は、そのまま終了します)。 

フ□ッピーディスクへの書を込みび終了すると、次のメッセージび表示 
されまず。 


Remove the password service disk, then press any key. 


@フ□ッピーディスクを取り出し、何かキーを押して終了ずる 

2 ユーザパスワードの削除 

まち HW セットアップでの削除 _ 

1 r 東芝 HW セットアップ J を起動する 

2 [パスワード]タブで[ユーザパスワード]の[未登録]をチェック 
ずる 

3 [ユーザパスワード]画面の[パスワードの入力]にパスワードを入 
力し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

パスワードび削除されます。 

4 表示されるメッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

手順 3 で；なワードの入カエラーび 3 回続いた場合は、ノ（スワード削除の 
操作びできなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、も 
ラ1度設定を行ってください。 
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BIOS セットアップでの削除 _ 

1 BIOS セットアップを起動する 

2 力ーソルパーを 「 PASSWORDJ の 「 RegisteredJ に合わせ、 
〔 Space ) または 〔 Backspace ) キーを巧ず 

バスワードび入力でさる状態になります。 

3 登録してあるユーザパスワードを入力する 

入力ずると1文字ごとに*び表示されまず。 

4 〔 Enter ) キーを 巧す 

バスワードび削除されます 

手順3で入力したノ（スワードび登録したユーヴノ くスワードと異なる場合は、 
ビープ 音び鳴り エラー メッ セージび 表示されます。 

手順3からやり直してください。 

入カエラーび3回続いた場合は、し U 後バスワードの項目にカーソルび移動でさなくな 
ります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、再度設定を行ってください。 
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ユーザパスワードをちれてしまつた場合 _ 

キーフ□ッピーディスクを使用して、登録したユーヴパスワードの解除と再登録び 
でさます。また、再登録したパスワードのキーフロッピーディスクも作成でをます。 
キーフ□ッピーディスクを作成していなかったとさにユーヴパスワードを忘れてし 
まった場合は、近くのな守サービスに相談してください。ユーヴパスワードの解除 
を保守サービスに依頼する場合は、有償です。またそのとを、身分証明書（お客様 
自身をお認でさる物）の提示び必要となります。 

1 rPassword = J と表示された日、キーフ□ッピーディスクをフ 
□ッピーディスクドライブにセットして、 〔巨巧品) キーを巧す 

ユーヴパスワードび解除され、なのメッセージび表示されます。 


Set Password Again ? (Y/N) 


2 ユーザ パ スワー ドを再登録する場合は、 货キー を f 甲す 

セットアップ画面び表示されます。「本項 1- キーフロッピーディスクの作 
成」の手順2 Li (降を行ってください。再登録後、システムび再起動します。 

ユーザパスワードを再登録しない場合は、®キーを f 甲す 

次のメッセージび表示されます。 


Remove the Disk,then press any key. 


フ□ッピーディスクを取り出し、何かキーを巧すと、システムび再起動します。 

3 ユーザパスワードのをま 

ユーヴパスワードを削除してから、登録を行ってください。 

国^ユーヴパスワードの削除と登録について 

「本項2ユーヴパスワードの削除」、「本項1ユーヴパスワードの登録」 


1 巨已 取扱説明書 




スーパーバイザパスワード 


1[スタート]一[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

2 I'C^Program Files¥Toshiba¥Windows Utilities¥SVPWTool 
¥SVPW3 吕 .exej と入力する 

3 [OK] ボタンをクリックする 

詳しくは、 「 README . HTM 」 を参照してください。 

巧! I 

FREADME . HTMJ の起動方法 


1[スタート] ーロアイル名を指定して実行]をクリックする 

2 I'C^Program Files¥Toshiba¥Windows Utilities¥SVPWTool 
¥README.HTMJ と入力する 

3 [OK] ボタンをクリックする 




r スーパーバイヴパスワード設定ツール」で、 Windows 上からスーパーバイヴパス 
ワードの設定や設定の変更びでさます。なお、巨 IOS セットアップでは設定でさま 
せん。 


メモ 


パスワードは、スーパーバイヴパスワードとユーヴパスワードでは、違うもの 
を使用してください。 


起動方ミち 


システム環境の変更 











パスワードの人力 


r 




パスワードび設定されてし)る場合、パソコン本体の電源を入れると 「 Password =」 
と表示されます。 

この場合は、次のよラにするとパソコン本体び起動します。 


1 登録したとおりに/(スワードを入力し、 ( Enter ) キーを巧す 

Arrow Mode 因 1_ ED、Numeric Mode 图 1_ ED は、バスワードを登録し 
たとさと同じ状態にしてください。 

パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れまず。 
電源を入れ直してください。 


1起動時にユーザパスワードを入力した場合 

スタン J くイまたは休止状態を実行して電源を切つた場合、再びバソコン本体を起動 
するには、ユーヴパスワードまたはスーパーバイヴパスワードを入力してください。 

メモ - 

スーバーバイヴパスワードで、ユーヴパスワードからの起動による制限事項を 
設定している場合、ユーヴパスワードで起動すると制限を受けます。 

スーバーバイヴパスワードは r スーパーバイヴパスワード設定ツール」で設定 
します。 


国^「スーパーバイヴバスワード設定ツール」について 
「本節0 ス ー) 又一) (イヴノ f スワード」 
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2 起動時にスーパーパイザパスワ _ ドを入力した場を 

スタンバイを実行して電源を切った場合、再びパソコン本体を起動するにはスー 
パーバイヴパスワードを入力してください。ユーヴパスワードの入力は受け付けま 
せん。 

休止状態を実行して電源を切った場合、再びパソコン本体を起動するには、ユーヴ 
ノ くスワードまたはスーパーノ くイヴノ（スワードを入力してください。 

メモ - 

スーパーバイヴパスワードで、ユーヴパスワードからの起動による制限事項を 
設定している場合、ユーヴパスワードで起動すると制限を受けまず。 

スーパーノくイヴノ（スワードは「スーパーノ（イヴノくスワード設定ツール」で設定 
しまず。 


「スーパーバイヴパスワード設定ツール」について 
「本節©スーパーノ（イヴノ くスワード」 


1日白 



システム環境の変更 









7 章 

困つたとをは 


パソコンの操作をしていて因ったときに、どうした 
5良いかを説明しています。 

トラブルが起こったときは、あわてずに、この章を 
読んで、解消方法を探してみてください。 


1トラブルを解消するまで172 
2 Q & A 集177 



パソコンび動かなくなった！今までとは違ラ動さをする！なんだか変！不まだ! 
そんなとをには次の順まで解消へのアプ□ーチをたどってください。 




本章のに Q & A 集 J で 
調べてください。 

パソコンについてよく問い合わ 
せのあるトラブルの解消ち法を、 
「電源を入れるとを/切るとさ」 

などの操作場面ごとに Q & A お式 
で説明しています。 

\_/ 


^ N 

オンラインマニュアルで調べて 
<ださい。 

パソコンの画面上で本製品の使い 
かたやトラブルの解消ち法を見る 
ことびでさます。 

また、語句（キーワード）を入力 
して検索でをます。 

\ _ / 


1トラブルを解消するまで 


つ ^ 

•電源は入りまずか？ 

•画面は表示されますか？ 

•タッチパッド/マゥス、キ—ボ I ドは操作でさますか？ 

パソ n ンのげ態を確認してください。 

^ J 
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パソコン本体のトラブル 


「 dynabook . com 」 

で調べてください。 

インターネットに接続 
して ホームページ 
dynabook . com で調べて 
<ださい。 

dynabook の最新情報や、 
r よくあるご質問 （ FAQ )」、 
技術情報などが掲載され 
ています。 

詳細について 
「本節〇 dynabook . 
com で調べる」 



dynabook の故障や修理など、サポート情報 
卜のご案内』を確認してください。 


1トラブルを解消するまで 


r 東芝 PC ダイヤル J 
に巧い合わせてくだ 
さい。 

r 付録4トラブルチェ 
ックシート」で必要事 
項を確認してから、電 
話で問い合わせてくだ 
さい。 



各周辺機器のヴポー 
卜窓□に問い合わせ 
て < ださい。 

『周辺機器に付属の説 
巧書』を確認してくだ 
さし、。 


各アプ U ケーシヨン 
のヴポート窓□に巧 
い合わせてください。 

「9章已問い合わせ先」 
をお認してください。 


同袖の『まち PC サポー 






dynabook . com で調べる 


r 




インターネットのホームぺージ rdynabook . com 」 では、 dynabook の最新情報や 
技術情報、活用術などを提供しています。 dynabook について巧りたいときは、こ 
のホームページで情報を探してください。 

URL http://dynabook.com/ 


m rdynabook.comj を見る 

1 [スタート]ボタンをクリックし、[インターネット]をクリックする 

Internet Explorer が起動します。 

Windows XP モデルの購入時の状態では、起動して最初に 
「 dynabook . com 」 のトップぺージが表示されるように設定されています。 
Windows 20□日モデルでは、上記の URL を入力してください。 

【 dynabook のヴポート情報について】 

URL http://dynabook.com/assistpc/index_j.htm 

rdynabook . com 」 のトップぺージ （ http :// clynabook . com /) からは、[サポート 
情報]タブをクリックすると表示されます。 



r よくあるご質問 （ FAQ )」 や、デバイスドライバや修正モジュールなどのダウン 
口ード、 Windows 関連情報を提供しています。 

また、インターネットでのお客様登録を行ラことびでをます。 

ヴポート窓□や修理についてを案内しています。 
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トラブルを解消するまで 


_1 

【パソコンの操作に因った日「よくあるご質問 （ FAQ ) J 】 

URL http://dynabook.com/assistpc/faq/index_j.htm 

「 dynabook . com 」 のトップぺージ ( http :// dynabook . com /) からは、[サポート 
情報]タブをク U ックし①、[よくあるご質問]をク U ックする②と表示されまず。 



日頃、よく寄せられる質問について、サポートスタッフび、図や稱説をまじえて解 
ミ夫ち法を掲載しています。 

キーワードでを、普通の文章でを入力して、検索でをまず。 



「 dynabook . com 」 は、最新情報を掲載ずるため、内容を変更ずることびありまず。 

この他、アプ U ケーシヨンの取り扱い元では、ホームぺージに情報を掲載している 
場合びあります。アプ U ケーシヨンについて巧りたいことびあるとをは、ホーム 
ページを確認するのも良いでしよう。 

^ホームぺージアドレスについて「9章已問い合わせ先」 











トラブル解消に役立つ操作 


r 




トラプルを解消ずるために、パソコンの設をを変更する必要びある場合びあります。 
ここでは、パソコンの設定を変更するとをによく使ラ操作を説明します。 


1コント□-ルパネルを開く 

コント□-ルパネルとは、バソコンのいろいろな設定をまとめたフォルダです。バ 
ソコンの設定を変更したいとさには、まずコントロールパネルを開を、その中から 
目的の設定を行ラオプション画面を選ぶことびよくあります。 

コントロールノてネルの開さかたを説明します。 

【 Windows XP の場合】 

1 [スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックずる 
【 Windows 2000の場合】 

1 [スタート]一[設定]一[コント□-ルパネル]をクリックする 
または、 

デスクトップの[マイコンピュータ]アイコンをダブルクリックー 
[コント□-ルパネル]アイコンをダブルクリックする 




2 Q&A 集 

電源を入れるとさ/切るとさ . 180 

Q 電源スイッチを巧しても反応しない . 180 

Q ] 度電源が入りかけるがすぐに切れる 

電源が入 S ない . 180 

Q 電源を入れたが、システムが起動しない . 181 

Q 自動的に電源が入ってしまラ . 181 

Q [シャットダウン]や[終了オプション]か S 

電源が切れない （ 阿巧) . 182 

Q 使用中に突然電源が切れてしまった . ..183 

Q しば6く操作しないとさ、電源が切れる . 183 

Q 間違って電源を切ってしまった . 184 

Q Windows の起動と同時にプ□グラムが実行される . 184 

Q パソコンが休止状態にな S ない . 18已 

Q 休止状態を設定できない . 186 

画面/表示 . 186 

Q 画面に何も表示されない . 186 

Q 電源は入っているが、画面に何ち表示されない . ..186 

Q 画面が見にくい . 187 

Q 画面が暗い . 187 

Q 画面の表示や色がはっきりしない . 188 

Q CRT ディスプレイで画面の色がにじんだよラに表おされる . 188 

Windows . 189 

Q 内蔵時計がをっていない . 189 

Q パソコンの処理速度が遅<なった . 189 

バッテリ駆動で使用するとさ . 190 

Q Battery LED が点滅した . 190 

Q 充電したはずのバッテリパックを使用してち 

Battery LED がオレンジ色に点ミ威ずる . 190 

Q バッテリ駆動でしば S く操作しないとき、電源が切れる . 191 

キーボード . 191 

Q キーを押してちで字が表示されない . 191 

Q キーボードか5で字を入力しているとさにカーソルがとんでしまう...191 

Q 「\」（バックスラッシュ）が入力できない . 192 

Q ひ S がなや漢字の入力がでさない . 192 
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Q キーボードで入カモードを切り替えたい . 192 

Q キーに印刷されたで字と違ラタ字が入力されてしま5 . 193 

Q どのキーを押してを反応しない 

設定はあっているが、希望ので字が入力でさない . 194 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 194 

タッチバッド/マウス . 194 

Q タッチバッドやマウスを動かしてち画面のポインタが動かない 

(反応しない） . 194 

Q 夕’ブルク U ックがラまくでさない . 195 

Q ポインタの動さが遅い/速い . 195 

Q USB マウスが使えない . 195 

CD/DVD . 196 

Q CD / DVD にアクセスできない . 19色 

Q FDD / CD-ROM LED 占；ミ肖えなし 1. 197 

Q CD / DVD が取り出せない . 197 

Q バソコン本体またはドライブの電源が入己ないため、 

CD / DVD が取り出せない . 197 

サウンド機能 . 197 

Q スピーカか5音が聞こえない . 197 

Q ヴウンド再生時に音飛びが発生する . 198 

通信機能 . 198 

Q 無線 LAN / Bluetooth 機能が使えない . 198 

周辺機器 . 199 

Q 周辺機器を取り付けているときの電源を入れる順まは？ . 199 

Q 周辺機器を取り付けたが正しく動かない . 199 

フ□ッピーディスク . 200 

Q フ□ッピーディスクに書き込み（データの保を）がでさない ...... 200 

Q ファイルを開こ5とすると「読み込みエラー」や 

「ディスクエラー」が表おされた . 200 

Q フ□ッピーディスクのフォーマットがでさない . 201 

Q フ□ッピーディスクのフォーマットに時間がかかる . 202 

Q 起動用フ□ッピーディスクか5システムが起動しない . 202 

プ U ンタ . 202 

Q 印刷がでさない . 202 

178取扱説明書 
































Q スタンバイ状態、休止状態か S 復帰後、正常に印刷できない ...... 203 

Q 最後まで正しく印刷でさない . 203 

Q 上記のすべてを巧っても印刷でさない . ..…204 

PC 力ード . 204 

Q PC 力ードが認識されない . 204 

Q PC カードの挿入は認識されるがデバイスとして認識されない….204 

Q PC 力ードは認識されるが使用できない . 204 

US 巨対応機器 . 205 

Q USB 対応機器が使えない . 205 

Q 休止状態か S 復帰後、 USB 対応機器が正常に動作しない . 205 

アプ U ケーション . 206 

Q アプリケーションが使えない . 206 

Q アプリケーションが操作できなくなった . 206 

Q 購入時に入っていたアプリケーションを誤って削除してしまった...207 

メッセージ . 207 

Q 「 Password 二」と表示された . .….207 

Q 「パスワードを忘れてしまいましたか？」 

「パスワードが誤っています。」と表示された . 207 

Q「RTC battery is low or CMOS checksum is inconsistent 」 

「 Press[F 1 ]Key to set Date / Time 」 と表示された . 208 

Q 次のよラなメッセージが表示された . 208 

Q じ¥>_のよラに表示された . 208 

Q その他のメッセージが表示された . 209 

その他 . 209 

Q セーフモードで起動した . 209 

Q パソコン本体か S カリカリと変な音がする . …..209 

Q 甲高い音がする . 210 

Q テレビやラジオの音が聞こえてくる . 210 

Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調モがおかしい . 210 

Q パソコンが応答しない . 211 

Q コンピュータウイルスに感染した可能性がある . ..212 

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！ . .….212 

Q 操作でさない原因がどラしてちわか S ない . 212 

Q パソコンを廃棄したい . 212 


困つたとをは 
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[ 電源を入れるとき/切るとき】 


電源スイツチを巧してち反応しない 


A 電源スイツチを巧す時間が短いと電源が入己ないことがあります。 
Power むに D び緑色に点灯するまで巧し続けてください。 


^1度電源が入りかけるがすぐに切れる 
■1 電源が乂 5ない_ 


(Battery 亡 □ LED がオレンジ色に点滅してし巧場合） 

A バッテ U の充電量がかない可能性があります。 

次のいずれかの対処を行って<ださい。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の A 巳アダプタは使用でさません） 

• 充電済みのバッテリバックを取り付ける 

国^バッテ U の充電について巧章1-©バッテ U を充電する」 

(DC IN =*2 LED がオレンジ色に点滅している場合） 

A 電源の接続の接軸が悪い可能性があります。 

バッテ U パックや AC アダプタを接続し直してください。 

国^バッテ U パックの取り付け/取りはずし 
「已章1-©バッテリバックを交換する」 

国^ AC アダプタの接続 

「1章 1-0 電源コードと AC アダプタを接続する」 


A パソコン内部の温度が一定 L ソ上に達すると保護機能が働さ、システムが自動的に 
停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコ 
ンの内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風 
礼のまわりには物を置かないでください。 

それでを電源び切れる場合は、保守サービスに連絡して<ださい。 



電源を入れたび、システムび起動しない 


A ドライブやフ□ッピーディスクドライプが起動ドライブとして設定されている場 
合は、システムの入っていないメディアがセットされている可能性があります。 
CD/DVD やフ□ッピーディスクを取り出ずか、システムび入ってるものと取 
り換えてから、何かキーを押してください。 

A システムの入ってないドライプが、起動ドライブとして設定されている可能性が 
ありまず。 

ドライブやフロッピーディスクドライブから CD / DVD やフ□ッピーディスク 
を取り出し、何かキーを押してください。それでも正常に起動しない場合は、強 
制終了してください。 


A @ キーを巧しなが 5電源 スイッチを巧ずと、正常な状態で起動しなおずことが 
でさます。 


自動的に電源び入ってしま5 


A Windows のタスクスケジューラで設定されている可能性があります。 

タスクスケジューラで[タスクの実行時にス U- プを解除する]に設定されてい 
ると、スタンバイ中や休止状態のとさは自動的に電源び入り、設定したタスクを 
実行します。 

なの手順で設定を変更できまず。 

の TO： 

[スタート]-[すべてのプログラム]-[アクセサ U] 一 [システムツー 
J レ]-[タスク]をク IJ ックする 

raroo 

[スタート]一[プ□グラム]一[アクセヴ U ] 一 [システムツール]一[夕 
スク]をク U ックずる 

② 設定されているタスクをダブルク U ックずる 
電源び入った時間などを参考に逞択してください。 

③ [設定]タブの[電源の管理]で[タスクの実行時にス U —プを解除する]の 
チェックをはずす 

④ [OK ] ボタンをク U ックする 


A ) くネルスイッチ機能が設定されている可能性があります。 

パネルスイッチ機能とは、ディスプレイを閉じると電源を切り、開けると電源ス 
イッチを押さなくても自動的に電源を入れる機能でず。 

なの手順で、ノくネルスイツチ機能の設定を解除でをます。 
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の剛 

[コント□-ルパネル]を開を、[パフオーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ウー [まち省電力]をク U ックする 

IPO 

[コント□-ルパネル]を開き、[まち省電力]をダブルク U ックする 

② [電源設定]タブで利用する省電カモードを還択して、[詳細]ボタンをク 
リックする 

③ [動作]タブの[コンピュータを閉じたとき]で[何ちしない]を還択ずる 

④ [ OK ] ボタンをク U ックずる 

⑥[まち省電力のプ□パティ]画面で[〇问ボタンをク U ックずる 


[シャツトダウン] 
電源び切れない （ 


La 牌か 



A (5trl)+(Alt)+(DeD キーを巧して、電源を切ってください。 

この場合、保存されていない作成中のデータは消失します。 

• ドメイン参加している場合 

① 厄而 1 + 化巧 + (p 司)キーを押ず 

[ Windows のセキュリティ]画面び表示されます。 

② [シャットダウン]ボタンをク U ックする 

タッチパッドやマウスで操作できない場合は、(全⑤キーを押してください。 

③ [シャットダウン]を選択し、 [0 K ] ボタンをク U ックずる 

タッチパッドやマウスで操作でさない場合は、 ©キー や© キーで [シャッ 
トダウン]を選択し、 （ inter ) キー対甲してください。 

プ□グラムを強制終了し、電源び切れます。 

• ドメイン参加していない場合 

① 厄而 )+ な巧 + キーを押す 

[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されます。 

② メニューバーの[シャットダウン]をクリックする 

タッチパッドやマウスで操作できない場合は、担)キーを巧してください。 

③ [コンピュータの電源を切る]をクリックする 

タッチパッドやマウスで操作でさない場合は、担)キーを押してください。 

プ□グラムを強制終了し、電源び切れます。 


A で trl )+ み巾 +( D 却キーを押してを反応がない場合は、電源スイッチを曰砂しソ 
上巧してください。 

この場合、保存されていない作成中のデータは消失します。 


82 取扱説明書 








巧用中に突然電源び切れてしまつた 


A バソコン内部の温度が一定しソ上に達すると保護機能が働き、システムが自動的に 
停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソ〕 
ンの内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやずくなります。通風 
孔のまわりには物を置かないでください。 

それでも電源び切れる場合は、購入店、またはな守サービスに相談してください。 



A Power & LED が点口してし)る場合、表示自動停止機能が働しげこ可能性があり 
まず。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチ 
を巧さないで < ださい。 

恒 hif でキーやにな D キーを押す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰し 
まず。 CRT ディスプレイを接続してし)る場合、表ホび復帰するまでに10秒前 
後かかることびあります。 

A Power C !) LED がオレンジ色に点滅しているか、消灯の場合、自動的にスタン 
ノ（イまたは休止状態になった可能性があります。 

一定時間パソコンを使用しないときに、自動的にスタンバイまたは休止状態にず 
るように設定されていまず。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 

また、次の手順で設定を解除でさます。 

①画 

[コント ロール パネル]を開さ、[パフ ォー マンスとメンテナンス]をクリッ 
クー [ま芝省電力]をク U ックする 


EP0 


[コントロールパネル]を開さ、[ま芝省電力]をダブルク1」ツクする 

② [電源設定]タブで利用する省電カモードを逞択し、[詳細]ボタンをクリツ 
クする 

③ [省電力]タブで[システムスタンバイ]および[システム休止状態]の設定 
を[なし]にする 

④ [0 K ] ボタンをク U ツクする 

⑥[ま芝省電力のプロパティ]画面で [0 K ] ボタンをク U ツクする 





囲違って電源を切ってしまった 


A パソコンが処理をしている最中 （Disk 〇 LED が点口中）に電源が切れてしま 
うと、 A - ドディスクが故障ずる場合がありまずので、正しい終了手順をずって 
<ださい。 

正しい終了手順に従わずに強制終了した後、 J くソコンの動作に少しでを異常び起 
こった場合はエラーチェック（八ードディスクの検査）を行ってください。異常び 
あった場合は、画面の指示に従って操作を行ってください。 

国^エラーチェックについて 『 Windows のヘルプ』 



A [スタートアップ]にプ□グラムが設定されている可能性があります。 

[スタートアップ]は、設定されているプ□グラムを Windows 起動時に自動的 
に実行します。 

アプ U ケーションをインストールすると、自動的に[スタートアップ]に登録さ 
れる場合びあります。 

次の手順でプ□グラムを削除でさます。 

EES 

① [スタート]ボタンをちクリックし、表示されたメニューから[開く]をク 
1」ックする 

② [プ□グラム]アイコンをダブルクリックする 

③ [スタートアップ]アイコンをダブルク U ックする 
[スタートアップ]画面び表示されます。 

④ 削除したいプ□グラムのアイコンをク U ックし、[ファイルとフォルダのタス 
ク]の[このファイルを削除する]をク U ックする 

[ファイルの削除の確認]画面び表示されます。 

⑥[はい]ボタンをク U ックずる 

⑥[スタートアップ]画面の[閉じる]ボタンをクリックする 

fpl 

① [スタート]一[設定]一[タスクバーと[スタート]メニュー]をクリック 
する 

② [詳細]タブで悄 Ij 除]ボタンをクリックする 
[ショートカットやフォルダの削除]画面び表示されます。 

③ [スタートアップ]をダブルク U ックする 

④ 削除したいプログラムのアイコンをク U ックし、[削除]ボタンをクリック 
する 

お認メッセージび表示されます。 
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⑤ [はい]ボタンをク U ックする 

⑥ [シヨートカットやフォルダの削除]画面で[閉じる]ボタンをク U ックする 

⑦ [タスクバーとスタートメニューのプロパティ]画面で[〇のボタンをク 
1」ックする 


A Windows のタスクスケジューラで設定されている可能性があります。 

タスクスケジューラで[実行する]に設定されていると、設定したスケジュール 
にがってタスクを実行します。 

アプ U ケーシヨンをインストールすると、自動的にタスクび登録される場合びあ 
0ます。 

なの手順で設定を変更できまず。 

① 獲： 

[スタート]一[すべてのプログラム]-[アクセサ U ] 一 [システムツー 
J レ]-[タスク]をク IJ ックする 

画。 

[スタート]一[プ□グラム]一[アクセヴ U ] 一 [システムツール]一[夕 
スク]をク1」ックずる 

② 設定されているタスクをダブルク U ックずる 

プ□グラムび実行された時間などを参考に選択してください。 

③ [タスク]タブで[実行する]のチェックをはずず 

④ [0 K ] ボタンをク U ックする 


パソコンび化止が態にな5ない 


A 休止状態に対応していない周辺機器 （ PC 力ードなど）を取り付けていると休止 
状態になりません。 

休止状態に対応していない周辺機器を取りはずしてから、休止状態を実行してく 
ださい。 


A [スタートアップ]に休止状態の巧げになるアプ U ケーシヨンが設定されている 
可能性があります。 

[スタートアップ]からそのアプ U ケーシヨンを削除し、 Windows を再起動し 
てください。 

^スタートアップに登録されているアプ1」ケーシヨンの削除方法 
「本節電源を入れるとさ/切るとを 
- Q . Windows の起動と同時にプログラムび実行される」 







化止状態を設定でをない 


A 休止状態の設定になっていない可能性がありまず。 

次の手順で設定を変更して < ださい。 

① 墜： 

[コント□-ルパネル]を開を、[バフオーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ウー [まち省電力]をクリックずる 

画0 

[コント□ールバネル]を開き、[まち省電力]をダブルクリックする 

② [休止状態]タブで[休止状態をサポートする]をチェックする 

③ [ OK ] ボタンをク U ックする 

国^化止状態についてに章3-©休止状劇 


【画面/表巧】 


画面に何ち表示されない 


(Power &に□び消灯、またはオレンジ色に点滅している場合) 

A 電源が入っていない、またはスタンバイ状態になっています。 

電源スイッチを押してください。 


電源は入つているび、画面に何も表示されない 


( Power と) LED び緑色に点なしている場合） 

A 表示自動停止機能が働いた可能性がありまず。 

画面には何ち表おされませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチ 
を巧さないで < ださい。 

を hif でキーやに面]キーを押す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰し 
ます。巳 RT ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]□秒前 
後かかることびあります。 


A インスタントセキュ U ティ機能が働いた可能性がありまず。 

次の操作を行つてください。 


参[画面のプ□バテイ]の[スク U — ンセーバ ー] タブで[バスワードによる 
保護]をチェックしていない場合 

盾杆巧)キーや P 巧キーを押すか、タッチパッドを操作してください。 
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♦[画面のプ□バティ]の[スクリーンセーパ'—]タブで[バスワードによる 
保謡または[再開時にようこそ画面に戻る]をチェックしている場合 

① 度片而キーやな讯キーを押すか、タッチパッドを操作する 

複数のユーヴで使用している場合は、ユーヴ名選択画面び表示されますの 
で、□グオンずるユーヴ名をク U ックしてください。 

② ノ（スワードの入力画面に Windows のログオンノ（スワードを入力し、尼而^ 
キーを押す 

^インスタントセキュ U テイ機能について 

「3章 2-0 -岡キーを使った特殊機能キー」 


A 表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 

を] 3+(^ キーを押して表示装置を切り替えてください。弓キーを3砂 
L ソ上押し続けると、表示装置び液晶ディスプレイに切り替わりまず。 

^詳細について「4章已テレビを接続する」 


斷画面び見にくし、 


A ディスプレイを見やずいち度に調整してください。 


画面び臥、 


A スキーを押して、内部液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくしてく 

ださい。 

勘こ、キーを押すと、内部液晶ディスプレイの輝度は暗くなりまず。 
@キーで内部液晶ディスプレイの輝度を変更した場合、パソコンの電源を切つ 
たり再起動したりすると、設定はちとに戻りまず。この設定は、が部ディスプレ 
イには反映されません。 

A 内部液晶ディスプレイ晒励の輝度が低く設定されている可能性があります。 
なの手順で設定を変更してください。この設定は、が部ディスプレイには反映さ 
れません。 

の 阿本 

[コントロールパネル]を開さ、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリツ 
クー [ま芝省電力]をク U ツクずる 

酬 D 

[コントロールパネル]を開さ、[ま芝省電力]をダブルク1」ツクする 

②[電源設定]タブで利用する省電カモードを逞択して、[詳細]ボタンをク 
1」ツクする 








③ [省電力]タブで[モニタの輝度]を設定する 

④ [ OK ] ボタンをク U ックする 

⑥[まち省電力のプ□パティ]画面で[〇问ボタンをク U ックする 

設定を変更してち明るくならない場合は、内部液晶ディスプレイに取り付けられ 
ているバックライト用堂光菅び消耗している可能性びありまず。バックライト用 
堂光菅は、使用を続けるにつれて発光量び徐々に減少し、表示画面び暗<なりま 
す。その場合は、使用している機種を確認後、購入店、またはな守サービスに相 
談してください。消耗品となります。 


画面の表示や色びはつを日しない 


A 画面の辭像度をパソコン本体のディスプレイサイズよりをルさく設定してしぶ場 
合、画面の表示がはっきりしません。また、色数をかない設定にしている場合、 
画面の色がはっさりしません。 

次の手順で設定を変更してください。 

① TO 

[コント□-ルバネル]を開を、[デスクトップの表示とテーマ]をクリック 
-[画面]をク U ックする 

rw 

[コント□ールパネル]を開を、[画面]をダブルク U ックずる 

② [設を]タブで設定を変更する 
• 表示びはっさりしない場合 

[画面の解像度]または[画面の領域]をディスプレイの解像度に合わせて 
変更してください。 

• 色びはっさりしない場合 

[画面の色]または[色]を[最高 （32 ビット)]に設定してください。 

③ [ OK ] ボタンをク U ックする 

国^ディスプレイの解像度について「3章4ディスプレイ」 


CRT ディスプレイで画面の色びにじんだよ5に表示をれる 


A テレビ、オーディオ機器のスピーカなど強力な磁気を発生する電気製品の近<に 
設置している場合は、表おがにじむ場合があります。 

パソコンと電気製品との距離を離してください。 
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[Windows] 


内蔵時計び合っていない 


A 次の手順で[日付と時刻]を修正してください。 

① 原: 却 

[コント ロール パネル]を開き、[日付、時刻、地域と言語のオプション]を 
ク U ック^ [日付と時刻を変更する]をク U ックする 

厕00 

[コントロールパネル]を開さ、 [曰 付と時刻]をダブルク U ックする 

② [時刻]に表示されている、デジタル時計の数字の部分をク U ックする 

「時：分：砂」で項目び分かれているので、変更したい部分をク U ックしてく 
ださい。 

③ デジタル時計のち端にある ▲ ▼ ボタンで、時刻の修正を行ラ 

④ [ OK ] ボタンをク U ックする 


A 長い間バソコンを使用しないと時計用バッテリの充電が不十分になります。 

パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源を入れて時計用バッテ U を充電して 
<ださい。 

A 充電してもしば5くすると内蔵時計が合わなくなる場合は、時計用バッテ U の巧 
電機能が低下している可能性があります。 

保守サービスに連絡してください。 


パソコンの処理速度び遅くなつた 


A 「東芝省電カユーティ U ティ」の設定で、 CPU の処理速度が切り替わった可能 
性があります。 

また、ご購入時の状態の省電カモードは、 AC アダプタを接続しているとさは 
[フルパワー]、バツテ U 駆動で使用するときは[ノーマル]に設定されています 
ので、 AC アダプタ接続時に比べてバツテ U 駆動時のパソコンの処理速度は遅く 
なります。 

CPU の処理速度は;欠の手順で変更でさます。 

① r な P. 

[コントロールパネル]を開さ、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリツ 
クー [ま芝省電力]をク U ツクする 

01100 

[コントロールパネル]を開さ、[ま芝省電力]をダブルク1」ツクする 
⑤利用したい省電カモードを逞択し、駐細]ボタンをク U ックする 


18 白 





③ [省電力]タブの [ CPU の処理ま度]で、バッテリ残量に応じて処理速度を 
設定する 

④ [ OK ] ボタンをク U ックする 

⑥[まち省電力のプ□パティ]画面で[〇问ボタンをク U ックする 
^省電カモードについて「已章2省電力の設定をする」 

A バソコンの CPU が高温になり、自動的に処理速度が遅<なった可能性があり 
ます。 

しばらく作業を中止すると、 CPU の温度び下びり処理速度び元に戻ります。 


A 八ードディスクの空き容量が少なくなり、処理を度が遅くなった可能性があり 
ます。 

不要なファイルなどを削除して、八ードディスクの空さ容量を増やしてください。 


【バッテリ漲動で使用ずるとを】 


LED び点滅した 


A バッテ U の充電量が残り少、ない状態でず。 

ただちに次のいずれかの対処を行って<ださい。 

• パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源を供給する 
• 電源を切ってから、フル充電のバッテ U パックと取り換える 
対処しないと、休止状態びち効に設定されている場合、パソコン本体は自動的に 
休止状態になり、電源を切ります。 

体止状態び無効に設定されている場合、バソコン本体は何もしないで電源び切れ 
ますので、なをされていないデータは消失します。休止状態をち効にしておくこ 
とを巧奨します。購入時はち効に設定されています。 

また、データはこまめに保存しておいてください。 

国^バッテリの充電ち法「已章 1-0 バッテリを充電ずる」 


巧電したはずのパッテリパックをほ用しても 
Battery LED がオレンジちに点滅する 


A バッテ U パックは使わずにいてち充電量がかしずつ減っていさまず。 

もラ1度充電してください。 

充電しても状態び変わらない場合は、バッテ U を再充電してみてください。 
国^再充電について「已章 1-0-2 バッテ U を長持ちさせるには」 
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バッテ U を再充電してち状態び変わらない場合は、バッテ U パックの充電機能び 
低下している可能性びあります。別売りのバッテ U パックと交換してください。 
それでも状態びをわらない場合は、パソコン本体び故障していると考えられま 
す。保守サービスに連絡してください。 

^バッテ U の充電量について r 巳章 1-0 バッテ U 充電量をお認ずる」 


パッテリ駆動でしば5く操作しないとを、電源び切れる 


A 自動的にスタンバイまたは休止状態になった可能性があります。 

一定時間パソコンを使用しないときに、自動的にスタンバイまたは休止状態にず 
るように設定されていまず。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 

また、次の手順で設定を解除でさます。 

① TO 

[コントロールパネル]を開さ、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ウー [ま芝省電力]をク U ックする 

01100 

[コントロールパネル]を開さ、[ま芝省電力]をダブルク1」ックする 

② [電源設定]タブでバッテ U 腿動中に使用する省電カモードをク U ックし、 
[詳細]ボタンをク U ックする 

③ [省電力]タブで[システムスタンバイ]および[システム休止状態]の設定 
を[なし]にずる 

④ [ OK ] ボタンをク U ックする 

⑥[ま芝省電力のプロパティ]画面で [ OK ] ボタンをク U ックする 

【キ ーボー ド】 


キーを巧してを文字び表示をれない 


A システムが処理中の可能性があります。 

ポインタび砂時計の形（浸）をしている間は、システムび処理をしている状態 
のため、キーボードやタッチバッドなどの操作を受け付けないとをびあります。 
システムの処理び終ねるまで待ってから操作してください。 


キーボードか S 义字を入力しているとをに力ーソルび 
とんでしま5 


A で字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、カーソルがとんだ 
り、アクティブウインドウが切り替わってしまうことがあります。 

次のいずれかの操作を行ってください。 
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• キー入力時にタッピング機能が効かないように設定ずる 
の阿取 

[コント□-ルバネル]を開き、[プ1」ンタとその他の八ードウェア]をク 
1」ック^ [マウス]をク IJ ックする 

〇〇〇〇 

[コント□ールパネル]を開き、[マウス]をダブルク U ックする 
③[化張]タブの[お張機能の設定]ボタンをクリックする 

③ [タッチパッド]タブの[ポインタ速度とタッピングの設定]で[設定] 
ボタンをク IJ ックする 

[タッチパッドの詳細設定]画面び表示されます。 

④ [タッピング]で[タッピングを有効にずる]のチェックをはずす 
⑥[〇ロボタンをク U ックする 

•タッチバッドを無効に設定する 

キーを押して、タッチパッドを無効に切り替えてください。 

国^詳細について「3章 3-0 タッチパッドを無効/有効にするには」 


r\j (パックスラッシュ）び入力でをない 


A 日本語フォントでは「\」は入力できません。 

y を押すと¥び表示されますび、「\」と同じ機能を持ちます。 


ひ5びなや漢字の入力びでまない 


A 日本語入カシステムが起動していない状態になっていまず。 

を/全) キーを押してください。日本語入カシステムび起動すると、 MS-IME 
ツールバーび表示されます。 


ボードで入カモードを切日替えたい 


A 次のシヨートカツトキーを利用して入カモードを変更でさまず。 


( Sh げ口 +に apsLock 英数]キー 

大文字□ック状態 

闽巧+〔カタカナひらびな)キー 

□ーマ字入力/かな入力 

励 +〔 F 10) キー 

ア□一状態 

励+打でキー 

数字□ック状態 
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キーに印刷をれた义字と違 5 义字び入力されてしま 5 


A キーボードドライバの設定が正しくない可能性があります。 

なの手順でドライノ くを再設定してください。 


①[コントロールパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
クする 

⑤ [システム]をク IJ ックする 

[システムのプロパティ]画面び表示されます。 

③ [八ードウェア]タブで[デバイスマネージャ]ボタンをク U ックずる 
[デバイスマネージャ]画面び表示されます。 

④ [キーボード]をダブルク U ックする 

⑥ 表示されたキーボードドライバ名をダブルク U ックする 
キーボードのプ□バティ画面び表ホされます。 

⑥ [ドライバ]タブで[ドライバの更新]ボタンをク U ックずる 
[八ードウェアの更新ウィヴード]画面び表示されまず。 

⑦ [一覧または特定の場所からインス!ルする]を還おし、[なへ]ボタンを 
ク U ックずる 

⑨[検索しないで、インス!ルずるドライバを選択する]を選択し、[なへ] 
ボタンをク U ックずる 

⑨ [互換性のある八ードウェアを表示]のチェックをはずす 
[製造元]と[モデル]の一覧び表示されます。 

⑩ [製造元]から[(標準キーボード)]、[モデル]から[日本語 PS /2 キー 
ボード （ 10日/109キ ー Ctrl +英数)]を選択して、炊へ]ボタンをク 
1」ックする 

[デバイスのインストールの確認]画面び表示されます。 

⑩[はい]ボタンをク U ックずる 

ドライバびインス!ルされ、[八ードウェアの更新ウィヴードの完了]画面 
び表示されまず。 

⑩[完了]ボタンをク U ックずる 

⑩キーボードのプ□バティ画面で[閉じる]ボタンをク U ックする 

[システム設定の変更]画面び表示され、 r 今コンピュータを再起動しまず 
か？」といラメッセージび表示されます。 

⑩[はい]ボタンをク U ックずる 
パソコンび再起動します。 

1100 

① [コントロールパネル]を開き、[システム]をダブルク U ックする 

② [八ードウェア]タブで[デバイスマネージャ]ボタンをク U ックする 

③ [キーボード]を[日本語 PS /2 キーボード (106/109 キ ー)] に設定ずる 

④ [閉じる]ボタンをク U ックする 
パソコンび再起動します。 
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どのキーを巧してち反なしない 

設定はあつているび、巧望の义字び入力でをない 


A [スタート]メニューか S 再起動してください。 


A [スタート]メニューか己再起動できない場合は、を州+み巾 + ODel ) キーを巧し 
て、再起動してください。 

この場合、保存されていない作成中のデータは消失します。 

A 巧巧)+巧巧+の却キーを巧して再起動でさない場合は、電源スイッチを已砂 
L ソ上巧してください。 

電源び切れます。この場合、保存されていない作成中のデータは消失します。 
しばらくしてから電源を入れ直してください。 

強制終了した後 J くソコンの動作に少しでも異常び起こった場合は、エラーチェッ 
ク（八ードディスクの検査）を行ってください。異常びあった場合は、画面の指 
示に従って操作を行って<ださい。 


ボードに巧み物をこぼしてしまつた 


A 飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消失 
などのおそれがあります。ちし、液体がパソコン内部に入ったとさは、ただちに 
電源を切り、 AC アダプタとバッテ U バックを取りはずして、購入店、または保 
守ヴービスに相談してください。 


【タッチパッド/マウス】 

* マウスは別売りでず。 


タッチパッドやマウスを動かしてち画面のポインタび 
動かない（反応しない） 


A システムが処理中の可能性があります。 

ポインタび砂時計のお（浸）をしている間は、システムび処理中のため、タッ 
チパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないとさびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってから操作してください。 

A タッチバッドのみ操作を受け付けない場合、タッチバッドがお効に設定されてい 
る可能性があります。 

霉キーを押して、タッチパッドを有効に切り替えてください。 

国^詳細について「3章 3-0 タッチパッドを無効/有効にするには」 
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ダブルクリックび5ま < でまない 


A 巧の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

の TO 

[コントロールパネル]を開さ、[プ U ンタとその他の八ードウエア]をク 
リック-[マウス]をク U ックする 

01100 

[コントロールパネル]を開さ、[マウス]をダブルク U ックする 

② [ボタン]タブで[ダブルク U ックのま度]のスライダーバーを左ちにドラッ 
グする 

③ [ OK ] ボタンをク U ックする 


ポインタの動をび遅い/速い 


A 巧の手順でポインタの速度を変更してください。 


①[コントロールパネル]を開き、[プ U ンタとその他の八ードウエア]をク 
リック-[マウス]をク U ックする 

⑤[ポインタオプション]タブで[ま度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 
③ [ OK ] ボタンをク U ックする 

0000 

① [コントロールパネル]を開き、[マウス]をダブルク U ックする 

② [動作]タブで[速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

③ [ OK ] ボタンをク U ックずる 

A ボール式マウスを使用している場合、マウス内部が巧れていないか確認してくだ 
さい。 

マウス内部びミちれていると動さび鈍くなります。マウス内部の掃除を行ってくだ 
さい。 

マウスの手入れについては『マウスに付属の説明書』を確認してください。 


平5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は 
取り除いてくださし、。 

また、マウスの動さを滑らかにするには、マウスパッドの使用を推奨しまず。 


USB マウスびほえない 


A マウスとバソコン本体が正しく接続されていないと、マウスの操作はできませ 
ん。マウスのプラグを正しく接続してください。 

マウスの接続については、『マウスに付属の説明書』をお認してください。 
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11コたときは 





A 新しく接続した八ードウエアとして認識されていない可能性がありまず。 
次の手順で惭しい八ードウエアの追加ウィヴー円を実行してください。 

扔 Pj 

① [コント□-ルパネル]を開を、[プリンタとその他の八ードウエア]をク 
リックする 

② [関連項目]の[八ードウエアの追加]をク U ックする 
[八ードウエアの追加ウィヴード]び起動します。 

③ [次へ]ボタンをク U ックずる 
画面の指示に従って操作してください。 

pool 

① [コント□-ルパネル]を開き、[八ードウエアの追加と削除]をダブルク 
リックする 

② [次へ]ボタンをク U ックする 
画面の指おに従って操作してください。 


[CD/DVD] 

* ドライブ内蔵モデルのみ 


CD / DVD にアクセスでをない 


A ディスクトレイがきちんとしまっていない場合は、カチッと音がずるまで押し込 
んで < ださい。 

国^ CD / DV □のセット「3章日- 0-1 CD / DV □のセット」 

A CD / DVD がきちんとセットされていない場合は、ラベルがついている方を上 
にして、水平にセットしてください。 

A ディスクトレイ内に異物がある場合は、取り除いてください。 

何かはさまっていると、故障の原因になります。 

A CD / DVD がちれてし巧場合は、乾燥した清潔な巧でおいてください。 

それでを巧れび落ちなければ、水または中性洗剤で湿らせた巧で巧を取ってくだ 
さい。 

国^ CD / DV □の手入れ「3章日- OCD / DVD のセットと取り出し」 

A CD / DVD を認識していない可能性があります。 

FDD / CD - ROM 曰/復> LED び点滅している間は、まだ認識されていません。 
消なするまで待って、をう1度アクセスしてください。 
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FDD / CD - ROM 区 @ LED びミ肖えない 


A 大量のデータを処理しているとさは、時間がかかります。 

LED び消えるまで待ってください。 

どラしてをミ肖えないとさは作業を中断し、(巧 FD + 闽で+(5巧キーを押して再起 
動してください。この場合、保存されていない作成中のデータは消失しまず。 
再起動でさない場合は、電源スイッチを巳砂け上押し、電源を切ってから、を 
う1度電源を入れてください。この場合、保存されていない作成中のデータは 
消失します。 

再起動後、同じ操作を行っても、 LED び消'えない場合は、電源を切り、保守 
サービスに連絡してください。 


CD / DVD び取り出せない 


A バソコン本体またはドライブの電源が入っていないと、イジェクトボタンを押し 
てちディスクトレイは出てさません。 

電源を入れてから、イジェクトボタンを押してくださし、。 

CD / DVD の取り出し巧章6-©-2 CD / DVD の取り出し」 


パソコン本付:またはドライブの電源び入 S ないため、 
CD / DVD び取り出せない 


A ドライプのイジエクトホールを巧の細い丈夫なちので巧してください。 

イジエクトホールは、巧れにくいもの（例えばク U ップを伸ばしたをのなど）で 
押してください。 

がれた破片びパソコン内部に入ると、故障の原因になります。電源び入らないと 
さ！;■(外はこの処置をしないでください。特に、パソコンの動作中は絶対にしない 
で < ださい。 

イジェクトホール「3章日- 0-2 CD / DVD の取り出し」 


【ヴウンド機能】 


スピーカか5音び聞こえない 


A へッドホン出力端モか S へッドホンを取りはずしてください。 


A バソコン本体のボリユームダイヤルで音量を調節してください。 



A スピーカの設定がミユート（消音）になっている可能性があります。 
fHH 作言巧キーを押して S ユートを解除してください。 

A 標準の[優先するデバイス]が変更されている可能性があります。 

次の手順で設定を変更してください。 

四 P ] 

① [コント□-ルパネル]を開き、[サウンド、音声、および才ーディオデバイ 
ス]をク U ックする 

② [サウンドとオーディオデバイス]をクリックする 

[ヴウンドとオーディオデバイスのプロパティ]画面び表示されます。 

③ [才ーディオ]タブで[音の再生]の[既定のデバイス]を旧 oundMAX 
Digital Audio] に設定する 

④ [OK] ボタンをク U ックする 

pool 

① [コント□-ルバネル]を開き、[サウンドとマルチメディア]をダブルク 
U ックする 

② [才ーディオ]タブで[音の再生]の[優先ずるデバイス]を [SoundMAX 
Digital Audio] に設定する 

③ [OK] ボタンをク U ックずる 

A 上記の操作を行ってを音量が変わ6なければ、標準のサウンドドライバが壊れて 
いるか、誤って消去された可能性がありまず。 

アプ U ケーシヨン巳 D-ROM をセットし、表おされた画面に従ってサウンドドラ 
イパを再インスI-ールしてください。 


サウンド再生時に音おびび巧生する 


A PC 力ード接続の八ードディスクドライブまたはドライブの動作中にサウンドの 
再生を行5と、音飛びが発生ずる場合があります。 

随信機能】 


巧線 LAN / Bluetooth 機能びほえない 


A ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチが Off の場合は On にしてください。 
A キーを巧して、使用ずる無線通信機能を有効に切り替えてください。 
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A 無線 LAN 機能内蔵モデルの場合は、 Confi 呂 Free でデバイスを有効に切り曾え 
てください。 

なの操作を行って < ださい。 

① 通巧領域のに onfi 巨 Free ] アイコンをク U ックする 

「デバイス」の下に表示されている項目び、使用でさるデバイスでず。 

② 有効にしたいデバイスにポインタをあわせ、表示されたメニューから[ち効] 
をク IJ ックする 


【周迈機器】 

周辺機器については「4章周辺機器の接続」、『周辺機器に付属の説明書』もあわせ 
て確認してください。 


周辺機器を取り付けているとをの電源を入れる順番は 


A 周辺機器の電源を入れてか S バソコン本体の電源を入れてください。 

USB 対応機器など、周辺機器によっては、パソコン本体び起動した後に電源を 
入れてち使ラことびでをるをのびあります。 


周辺機巧を取日付けたび正し<動かない 


A バソコン本体が周辺機器を、「新しい A - ドウエア」として認識していない可能 
性がありまず。 

なの手順で[八ードウエアの追加ウィヴー円を実行してください。 

墜 

①[コントロールパネル]を開き、[プ U ンタとその他の八ードウエア]をク 
1」ックする 

⑤[関連項目]で[八ードウエアの追加]をク U ックする 
[八ードウエアの追加ウィヴード]び起動します。 

③[なへ]ボタンをク U ックする 

画面の指示に化って操作してください。 

0000 

① [コントロールパネル]を開き、[八ードウエアの追加と削除]をダブルク 
1」ックする 

② [なへ]ボタンをク U ックずる 
画面の指示に化って操作してください。 



A 接続ケープルが正しく接続されていない可能性がありまず。 

接続ケーブルを正しく接続し直してください。 

国^周辺機器の接続について「4章]周辺機器について」 

A システム （0S) に対応していない可能性がありまず。 

周辺機器によっては、使用でさるシステム （0S) び限られているものびありま 
す。使用しているシステム （0S) に対応しているか確認してください。 


【フ□ツピーディスク】 


* フロッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ 



A フォーマットされていないフ□ッピーディスクには、書さ込み（データの保を） 
がでさません。 

フォーマットを行ってください。本製品でフォーマット可能なお式は1 .44MB 
のみにな0ます。 

国^フォーマットについて 『Windows のヘルプ』 

A フ□ッピーディスクのライトプ□テクトタブが「書き込み禁止状態」になってい 
ると、書き込み（データの保を）がでさません。 

フ□ッピーディスクを取り出して、ライトプロテクトタブを「書さ込み可能状 
態」にしてください。 

A フ□ッピーディスクの空さ容量が少ないと、書さ込み（データの保を）ができま 
せん。 

次のいずれかの操作を行って<ださい。 

• 不要なファイルやフォルダを削除して空さ容量を増やしてから、やり直す 
フ□ッピーディスクから削除したファイルやフォルダを元に戻すことはでさま 
せん。よくおかめてから削除を行ってください。 

• 空を容量び十分にある別のフ□ッピーディスクを使用する 



A フ□ッピーディスクに何6かの問題がある可能性があります。 
なの手順でチエックしてください。 
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① !な P , 

[スタート]-[マイコンピュータ]をク U ックする 

01100 

デスクトップ上の[マイコンピュータ]アイコンをダブルク U ックする 
⑤ [3 .已インチ FD (A : )] をちク U ックし、表示されたメニューから[プ□パ 
ティ]をク U ックずる 

③ [ツール]タブで[エラーチェック]の[チェックする]ボタンをク U ックずる 

④ [不良セクタをスキャンし、回復する]または[不良なセクタをスキャンし、 
回復する]をチェックずる（回） 

[ファイルシステムエラーを自動的に修復する]にチェック（回）を付けて 
おくと、エラーを自動的に修復しまず。 

⑤ [開始]ボタンをク U ックずる 
エラーチェックを開始します。 


A フ□ッピーディスクドライブの磁気ヘッドがミちれると、フ□ッピーディスクを読 
むことがでさなくなります。 


市販のク U - ニングディスクを使ってフ□ッピーディスクドライブのへッドをク 


1」一ニングして < ださい。 


A 他のフ□ッピーディスクをセットし、ファイルが開けるか確認してください。 

問題び解決しない場合は、フ□ッピーディスクドライブび故障している可能性び 
あります。 


フ□ツピーディスクのフォーマツトびでをない 


A「Norton Antivirus 」 の [ Auto - Protect ] を有効にしているとき、未フォー 
マットのフ□ッピーディスクをフォーマットできない場合があります。 

なの手順で [ Auto - Protect ] を無効にしてフォーマットしてください。 

① [スタート]一[すべてのプ□グラム]または[プ□グラム] 一 [Norton 
Internet Security ] -► [Norton AntiVirus ] をク U ックする 

② [オプション]をク U ックし、表示されるメニューから [Norton AntiVirus ] 
をク ij ックする 

③ [オプション]画面で [ Auto - Protect を有効にする]のチェックをはずず 

④ [0 K ] ボタンをク U ックする 


フォーマット後は手順③で [ A 山 o - Protect を有効にずる]をチェックし、 
[ Auto - Protect ] をち効にしておくことをおすすめします。 




フ□ツピーディスクのフォーマツトに時巧びかかる 


A Windows フォー マツ トをされていないフ □ツ ピーディスクをフォー マツ トずる 
場合、時間がかかります。 


起動用フ□ッピーディスクか5システムび起動しない 


A f 12) キーを巧したまま電源スイッチを巧して、表示されたアイコンの中か5フ 
□ッピーディスクドライプを©0キーで選がし、 作な品) キーを巧ずと、起動 
ドライブを一時的にフ□ッピーディスクドライプに変更できます。 

A [ま芝 HW セットアップ]で起動ドライプの設定を変更でさまず。 

次の手順で変更して < ださい。 

① 原: KP 

[コント□-ルパネル]を開を、[プリンタとその他の八ードウエア]をク 
リックー[ま芝 HW セットアップ]をクリックする 

陳 0 . 

[コント□-ルバネル]を開き、陳芝 HW セットアッスをダブルクリック 
する 

② [OS の起動]タブで [OS の起動]を [ FDD ] び最初になるように設定する 

③ [ OK ] ボタンをク U ックする 

次回から、電源を入れると、フ□ッピーディスクドライブから起動します。 


A 起動用フ□ッピーディスクが壊れている可能性がありまず。 

壊れていない別の起動用フロッピーディスクを使用してください。 


【プリンタ】 


印刷びでまない 


プ U ンタケーブルが正しく接続されていない可能性がありまず。 

プリンタの接続ケーブルを正しく接続し直してください。 

パソコン本体に電源び入った状態でケーブルを接続することびでさます。 

プリンタの電源が入っていない可能性がありまず。 

プリンタの電源を入れてください。 

パソコン本体の電源び入った状態でプ I 」ンタの電源を入れることびでさます。 
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A 接続しているプ U ンタと違うプリンタを「通常使うプリンタ」に設定している巧 
能性があります。 

なの手順で、プ1」ンタの設定を確認してください。 

① 軟 P ; 

[コントロールパネル]を開さ、[プ U ンタとその他の八ードウ エア] をク 
U ックー[インス I ルされているプ1」ンタまたは FAX プ U ンタを表示す 
る]をク1」ックする 

厕0。 

[スタート]一[設定]一[プリンタ]をク U ックする 

② 接続しているプ U ンタのアイコンをちク U ックする 
メニューび表示されます。 

③ 「通常使うプ U ンタに設定」をク U ックずる 

プ U ンタのアイコンのち上にチェック（〇 ) びつさます。 


A プ U ンタが用紙切れ、トナー/インク切れになっている可能性があります。 

用紙、トナーまたはインクを巧充してください。 

使用できる用紙、トナーまたはインクについては、『プ U ンタに付属の説明書』 
をお認してください。 


A プ U ンタが印刷可能な状態になっていない可能性があります。 

プリンクの「印刷可」や「オンライン」の表ホをお認し、印刷可能な状態にして 
<ださい。 

プ U ンタの印刷可能が態については、『プ U ンタに付属の説明書』をお認してくだ 
さい。 


スタンパイが態、化止が態か5復帰を、正常に印刷でをない 


A スタンバイ状態、休止状態に対応していないプ U ンタを使用している可能性があ 
0ます。 

プ|」ンタケーブルをパソコン本体のコネクタから取りはずし、をラ1度接続し 
てください。それでも印刷でをない場合は、パソコンを再起動してください。 


最をまで正しく印刷でをない 


A プリンタドライバがちい可能性があります。 

プリンタドライバを更新してください。新しいドライバの入手ち法については、 
プ U ンタの製造元に確認してください。 

また 、 Windows Update を行うと最新のドライバをダウン□—ドし、ドライバ 
を更新できる場合があります 。 Windows Update は[スタート]一[ずべての 
プ□グラム]または[スタート] 一 [Windows Update ] をクリックして巧つ 
てください。 on . 





上記のすべてを巧つてち印刷でをない 


A Windows を終了し、バソコンを再起動してください。 


A プ U ンタのセルフテスト（印字テスト）を実行してください。 

プリンタのセルフテスト（印字テスト）びでをないとさは、プ U ンタの故障び考 
えられます。プリンタの製造元に問い合わせてください。 


【 PC 力ード】 


PC 力ードび認識されない 


A PC 力ードが奥までしっかり差し込んであるか確認してください。 

国^ P 巳力ードの接続について「4章 2-0 P 巳力ードを使う」 


PC 力ードの巧入は認識をれるびデバイスとして認識されない 


A PC 力ードによっては、使用でさるシステム （ OS ) が限 S れているちのがあり 
ます。 

使用しているシステム (0 S ) に対応しているか、 『PC 力ードに付属の説明書』 
をお認してください。 

A 本製品は Windows 専用モデルでず。コマンドプ□ンプト上での PC 力ードの使 
用はサポートしていません。 


PC 力ードは認識されるび巧用でをない 


A 旧 Q が不足している可能性があります。 

次の手順で使用しないデバイスを[デバイスマネージャ]で使用不可にしてくだ 
さい。 

の園 

[コント□-ルバネル]を開を、[パフオーマンスとメンテナンス]をクリツ 
クー[システム]をク I 」ツクする 

關00 

[コント□-ルバネル]を開を、[システム]をダブルク U ツクする 

② [八ードウ エア] タブで[デバイスマネージャ]ボタンをク U ツクする 
[デバイスマネージャ]画面び表示されます。 

③ 使巧しない装置の種類をダブルク U ックする 
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④ 表ホされる項目から使用しないデバイスをちク U ックし、[無効]または悄 IJ 
除]をク1」ックする 

⑤ メッセージび表示されたら[はい]または [0 ロボタンをク U ックする 

⑥ [デバイスマネージャ]を閉じる 

⑦ [システムのプ□パティ]画面で [0 ロボタンをク U ックする 

【 US 巳が応機器】 


USB 巧な機器びほえない 


A ケーブルが正しく接続されていない可能性があります。 
ケーブルを正しく接続し直してください。 

^接続について「4章3 US 目対応機器を接続する」 


A 何5かの原因で、システム （0 S ) が正しく USB 対応機器を認識していない巧 
能性があります。 

Windows を再起動してください。 


A ドライバが正しくインス I -―ルされていない可能性があります。 

なの手順でインストールしてください。 

瞬.； 

①[コント ロール パネル]を開き、 [プ U ンタとその他の八ードウ エア] をク 
1」ックする 

⑤[関連項目]で[八ードウエアの追加]をク U ックする 
[八ードウてアの追加ウィヴード]び起動します。 

③[なへ]ボタンをク U ックする 

画面の指示に化って操作してください。 

fIM 

①[コントロールパネル]を開き、[八ードウエアの追加と削除]をダブルク 
1」ックする 

③[なへ]ボタンをク U ックする 

画面の指示に化って操作してください。 


化止げ態か5復帰を、 USB 対応機器び正常に動作しない 


A 休止状態に対応していない USB 対応機器を接続している可能性があります。 

USB 対応機器を USB コネクタから取りはずし、をう1度接続してください。 
それでち USB 対応機器び正常に動作しない場合は、パソコンを再起動してくだ 
さい。 
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【アプ u ケーシヨン】 


アプリケーシヨンびほえない 


A 正しくインス I ルしていない可能性がありまず。 

『アプ U ケーンヨンに付属の説明書』を読んで、正しくインス!ルしてください。 


A システム （0 S ) に対応していない可能性があります。 

アプ IJ ケーシヨンによっては使用でをるシステム （0 S ) び限られているをのび 
あ D ます。 

詳しくは、『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』を確認してください。 


A メモ1」容量が足りない可能性がありまず。 

アプ U ケーシヨンを起動するために必要なメモ U 容量びない場合は、そのアプリ 
ケーシヨンを使用することはでをません。必要なメモ1」容量は、『アプ1」ケー 
シヨンに付属の説明書』を確認してください。 

また、本製品は、必要に応じてメモ1」を増設することびできます。 

国^ メモリの増設について「4章8 メモ U を増設する」 


A アプ U ケーションによっては、システム構成の変更が必要でず。 

『アプリケーションに付属の説明書』を読んで、システム構成を変更してください。 


アプ y ケーシヨンび操作でをな<なつた 


A アプ U ケーション使用中に操作でさなくなった場合は、巧の手順でアプリケー 
ションを強制終了してください。 

終了後、をラ1度アプ I 」ケーションを起動してください。この場合、アプリ 
ケーションで編集していたデータはな存でさません。 

mpl 

①厄而1+な厅1+巧前キーを押す 

[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されます。 

◎[アプリケーション]タブで[応答なし]と表示されているアプ U ケーション 
をクリックする 

③[タスクの終了]ボタンをク U ックする 
アプリケーシヨンび終了します。 
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1100 

① に面)+の巧+巧 eT ) キーを押す 

[ Windows のセキュ U テイ]画面び表示されます。 

② [タスクマネージャ]ボタンをク U ックずる 
[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されます。 

◎[アプリケーション]タブで[応答なし]と表示されているアプ U ケーション 
のタスクをク1」ックする 

④[タスクの終了]ボタンをク U ックずる 
アプ U ケーションび終了します。 

⑥ [ Windows タスクマネージャ]画面を閉じる 


m 購入時に入っていたアプリケーシヨンを 
II誤って削除してしまった_ 


A 本製品にあ6かじめインス!-ールされている（プレインス I -ールされている）ア 
プリケーシヨンやドライバは「アプリケーシヨン CD - ROM 」 か6再インス! 
ルでさます。 

アプ U ケーシヨン CD - ROM をセツトし、表示された画面に従ってアプ U ケー 
シヨンを再インストールしてください。 


【メッセージ】 


rPassword=J と表示をれた 


A 「東芝 HW セットアップ」または BIOS セットアップで設定したバスワードを入 
力し、 追 nter ) キーを巧してください。 

ノくスワードを忘れた場合は、キーフ□ッピーディスクを使用してください。 
キーフ□ッピーディスクびない場合は、使用している機種をお認を、保守サービ 
スに連絡してください。有償にてパスワードを解除します。その際、身分証明書 
(お客様自身を確認できる物）の巧示び必要となります。 

^■パスワード、キーフロッピーディスクについて 
「巨章4パスワードセキュ U ティ」 


r パスワードをちれてしまいましたか？ J 
r パスワードび誤つています。 J と表示された 


A 入カモードの状態により大夕字/ルタ字を誤って入力した可能性がありまず。 

Caps Lock LED をお認してください。必要に応じて 盾而巧 + (5 apsLock 英敎 ) 
キーを押して入力の状態を切り替え、もラ1度入力してください。 
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FRTC battery is low or CMOS checksum is 
inconsistentj [ Press [ F 1 ]Key to set Date / Time.J 
と表示をれた 


A 時計用バッテ U が不足しています。 

次の手順で、 BIOS セットアップの曰付と時刻を設定してください。 

①@キーを押す 

お認のメッセージび表示されます。 

③ BIOS セットアップの [System Date ] で日付を設定する 

国苗日付の設定ち法について「日章3-©-2 SYSTEM DATE / TIME 」 

③ BIOS セットアップの [System Time ] で時刻を設定する 

国^時刻の設定ち法について「日章3-©-2 SYSTEM DATE / TIME 」 

④ fF 巧+戶*^キーを押す 

お認のメッセージび表示されます。 

⑥@キーを押す 

BIOS セットアップび標準設定の状態になり、終了します。 

パソコンび再起動します。 


巧のよ5なメツセージび表示をれた 


• [Insert system disk in drive.Press any key when re 曰 dy 」 

•「 Non - System disk or disk error Replace and press any key when 
ready 」 

• [Invalid system disk Replace the disk.and then press any key 」 

• 「目 00 tCouldrTt Find NTLDR Please Insert another disk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk.and then press any key 」 

•「Cannot load DOS press key to retry 」 

• [Remove disks or other media.Press any key to restart 」 

A フ□ッピーディスクドライブか 5 フ□ッピーディスクを取り出し、何かキーを巧 
して < ださい。 

解ミ央しない場合は、「付録4トラブルチェックシート」で必要事項をお認のラ 
え、ま芝 PC ダイヤルに連絡してください。 


:¥ >_のように表示された 


A コマンドプ□ンプト （ ra ) または MS-DOS プ□ンプト（國啊 ） が全画面 
表示されていまず。 

次のいずれかの操作を行って<ださい。 

• コマンドプ□ンプト画面をウィンドウ表示に切り替える 

@の+尼瓦6^キーを押して < ださい。 


208取扱説明書 





• コマンドプ□ンプト画面を終了する 

① 眞运)①①とキーを押す 

② 作 nterl キーを押す 


その他のメツセージび表示された 


A 使用しているシステムやアプ U ケーシヨンの説明書を確認してください。 

【その他】 


七ーフモードで起動した 


A 周辺機器のドライバやアプリケーシヨンが原因で不具合を起こしている可能性が 
あります。 

なの手順で八ードディスクをチェックしてください。 

① [マイコンピュータ]を開く 

② に：）ドライブをク U ックする 

③ メニューパ'-から[ファイル]一[プ□パティ]をク U ックする 

④ [ツール]タブの[エラーチェック]で[チェックする]ボタンをク U ックする 

⑤ 墜； 

[ディスクのチェック]画面で[不良セクタをスキャンし、回復する]を 
チェックずる 

厕邮 

[チェックディスク]画面で[不良なセクタをスキャンし、回復する]を 
チェックずる 

⑥ [開始]ボタンをク U ックする 

チェックをパソコンを再起動し、通常起動するかお認してください。 

上記の操作を巧っても正常に起動しない場合は、ま芝 PC ダイヤルに連絡してく 
ださい。 

セーフモードについて 『 Windows のヘルプ』 


パソコン本体か5カリカリと巧な音びする 


A 八ードディスクが自動保ちを巧っています。 

パソコン操作中は、自動的にデータの保存などの内部作業び行われていまず。 
八ードディスクび動作する音び聞こえますび、問題はありません。 

極端に異常な音び聞こえるなど、おかしいと思われる状態び発生したときは、購 
A した販売店または保守サービスまで連絡してください。 
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甲高い音びする 


A 八ウ U ングを起こしています。 

八ウリングとは、スピーカから出た音びマイクに入り再びスピーカに返されるこ 
とで、音び増幅し発生する高く大さな音のことです。 

使用するアプ U ケーシヨンによっては、マイクとスピーカとで八ウ1」ングを起こ 
すことびあります。 

次のち法で調整して < ださい。 

•パソコン本体のボリュームダイヤ J レで音量を調整する 
• 外部マイクをパソコン本体から遠ざける 
• 使用しているソフトウエアの設をを変える 
• マスタ音量の設定で音量を調整する 

国^ボリュームダイヤル、マスタ音量について 
「3章已 -0 スピーカの音量を調整する」 


テレビやラジオの音び聞こえて < る 


A モジュラーケーブルがテレビ•ラジオの音を抬っている可能性があります。 

モジュラーケーブルを延長して、パソコン本体と電話回線を接続している場合 
は、標準のモジュラーケーブルのみを使用して確認してください。 

また、モジュラーケーブルにノイズ除去用部品を取り付けてください。 

それでを解決できない場合は、電話回線自体びノイズを拾っている可能性びあり 
ます。契約している電話会社に相談してください。 


パソコンの巧< にあるテレビやラジオの調子びおかしい 


A 次の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナのち向を変える 

• テレビ、ラジオに巧するパソコン本体のち向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオから離す 

• テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 

• コンセントと機器の電源プラグとの間に市販のフイルタを入れる 

• 受信機に屋外アンテナを使ラ 

• 平行フィーダを同軸ケーブルに替える 
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パソコンびな答しない 


A 応答しないアプ U ケーションを強制終了してください。 

この場合、アプリケーションで編集していたデータは保存でをません。 

アプ U ケーシヨンを終了してち調テびおかしい場合は、し U 降の操作を行ってくだ 
さい。 


A Windows を強制終了し、再起動してください。 

強制終了のち法は、次のとおりです。 

システムび操作不能になったとさしツ外は行わないで<ださい。強制終了を行ラ 
と、スタンバイ/休止状態は無効になります。また、保存されていないデータは 
消失します。 


• ドメイン参加している場合 

①巧な11+なの+巧马)キーを押す 

[Windows のセキュ U テイ]画面び表示されます。 

⑤[シャットダウン]ボタンをク U ックする 

タッチバッドやマウスで操作できない場合は、(^+⑤キーを押してください。 

③ [シャットダウン]を選択し、 [0 均ボタンをク U ックする 

タッチパッドやマウスで操作できない場合は、 m キーや〔1 ) キーで[シャッ 
トダウン]を選択し、 （ Inter 〕 キーを押してください。 

プログラムを強制終了し、電源び切れます。 

④ バソコン本体の電源を入れる 
• ドメイン参加していない場合 

① 巧面1+な巧+をす)キーを押す 

[Windows タスクマネージャ]画面び表示されます。 

② メニューパ'—の[シャットダウン]をク U ックする 

タッチパッドやマウスで操作でをない場合は、(全®+担)キーを押してください。 

③ [コンピュータの電源を切る]をク U ックする 

タッチパッドやマウスで操作できない場合は、©キーを押してください。 

プ□グラムを強制終了し、電源び切れます。 

④ パソコン本体の電源を入れる 
11000 

① 巧而1+な而+巧巧キーを押す 

[Windows のセキュ U テイ]画面び表示されます。 

② [シャットダウン]ボタンをク U ックする 

タッチパッドやマウスで操作できない場合は、(^+⑤キーを押してください。 

③ [シャットダウン]を逞択し、 [0 均ボタンをク U ックする 

タッチパッドやマウスで操作できない場合は、狂)キーや U ) キーで[シャッ 
トダウン]を還択し、 （ Inter ) キーを押してください。 

プ□グラムを強制終了し、電源び切れます。 

④ パソコン本体の電源を入れる 


11コたときは 









コンピュータウイルスに感染した可能性びある 


A ウイルスチェックソフトでウイルスチェックを行い、ウイルスが発見された場合 
は駆除してください。 


異常な臭いや遇熱に気ヴいた！ 


A パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードのプラグをコンセントか5抜 
いてください。安全を確認してバッテ U バックをバソコン本体か S 取りはずして 
か S 購入店、または保守サービスに相談してください。 

なお、連絡の際には次のことを伝えてください。 

• 使巧している機器の名称 
• 購入年月曰 

• 現在の状態（でさるだけ詳しく連絡してください） 

国^修理の問い合わせについて『ま芝 P 巳サポートのご案内』 


操作でをない原因びど5してちわか5ない 


A バソコン本体のトラプルの場合は、「付録4トラブルチェツクシート」で、必要 
事項を確認のラえ、まち PC ダイヤルに連絡してください。 

A アプ1」ケーシヨンのトラプルの場合は、各アプ U ケーシヨンのサポート窓□に問 
い合わせてください。 

国^アプ U ケーシヨンの問い合わせ先「日章已問い合わせ先」 

A 周辺機器のトラプルの場合は、さ周辺機器のサポート窓□に問い合わせてくだ 
さい。 

^周辺機器の問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 


パソコンを廃棄したい 


A 本製品を廃棄するとさは、地方自治体の条例または規則に従って処理してくださ 
し、詳しくは、各地方自治体に問い合わせてください。 

国^廃棄について「9章4廃棄-譲渡について」 
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8 章 


巧セットアップ 

これまでに説明してきたトラブル解消方法では解ミ夫 
できないとき、最後に行うのびパソコンの再セット 
アップです。再セットアップすることで、システム 
やアプリケーシヨンを購入時の状態に復元でさまず。 
よく読んでか日行ってください。 


1 再セットアップとは 吕14 
吕システムの復元 吕16 
3 アプリケーシヨンを再インス!-―ルずる 吕吕1 



1 巧セットアップとは 


同捆されているリカバ U C □を使って、システムやアプリケーションを購入時の状 
態に U カバリ（復元）することを再セットアップといいます。 




再セットアップび化要なとを 


次のよラなとをには、「7章]トラブルを解消するまで」で解消へのアプローチを 
確認してください。いろいろな解消ち法を紹かしています。 

それでを、解消でをないときに再セットアップしてください。 


再セットアップが必要な場合 

再セットアップ方法 

八ードディスクをフオーマットして 
しまった 

システムを復元する 

八ードディスクにあるシステムファイル 
を削除してしまった 


電源を入れてち、システム ( Windows ) 

が起動しない 


プレインストールされていたアプ U ケー 
シヨンを削除したび、をラ1度インス 
卜ールしたい 

アプリケーションやドライバごとに再イ 
ンス1-ールする 


再セットアップ方ミ去 


再セットアップには、次のち法びあります。目的にあった再セットアップち法を選 
んで < ださい。 

【システムを復元する】 

システムを購入時の状態に戻します。プレインストールされているアプ U ケーショ 
ンちすべて復元します。 

国^詳細について「本章2システムの復元」 

【アプリケーションやドライバごとに再インス I ルする】 

プレインス I -ールされているアプリケーションのなかから、必要なアプ1」ケーショ 
ンやドライバを指定してインストールでをます。 

国^詳細について「本章3アプ U ケーシヨンを再インス!ルする」 
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e 】 


再セットアップする前 I 


1トラブル解ミ肖方まを探す 

パソコンの調子びおかしいと思ったときは、「7章1トラブルを解消するまで」で 
解消へのアプローチを確認してください。いろいろな解消方法を紹介していまず。 
それでも、解消でさないとさに再セットアップしてください。 

2データのバックアップをとる 

システムの復元をすると、八ードディスク内に保存していたデータは、すべてミ肖え 
てしまいます。購入後に作成したファイルなど、必要なデータは、あらかじめが部 
記憶メディアにノ（ックアップをとって保存してください。 

また、インターネットや八ードウエアなどの設定は、すべて購入時の状態に戻ります。 
システムの復元をを現在と同じ設定でノ f ソコンを使いたい場合は、現在の設定を控 
えておいて < ださい。 

バックアップは、普段から定期的に行っておくことを巧奨します。 


〇】 


リカバリ CD について 


本製品にはなの U カバ U CD が同捆されています。 

• リカバリ CD-ROM 
• アプリケーシヨン CD-ROM 

U カバ U CD は再セットアップのとさに必要です。絶対になくさないよラにしてく 
ださい。紛失した場含、再発行することはでさません。 

U カバ U CD は本製品専用です。他のパソコンで再セツトアップを実行しないで< 
ださい。 
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再セットアップ 






2 システムの復元 


本製品にプレインス I -ールされている Windows やアプリケーシヨンをすべて復元 
し、購入時の状態に戻します。 


B 


はじめる前 I 


システムの復元または消まを行う前に、次の準備を行ってください。 


【必要なちの】 

• リカバ U CD-ROM 
• 『取扱説明書』（本書） 

• ドライブが内蔵されていなし竭合、外付け CD - ROM ドライブ（型番 PACDD 日 02) 
などを用意して < ださい。 

• Microsoft ® Office XP Professional または Microsoft ® Office XP Personal 
CD-ROM *1 

• Microsoft ® Bookshelf ® Basic CD-ROM または Microsoft ® Office XP ツール 
CD*i 

• Microsoft ® Office XP Professional たットアップガイドまたは Microsoft ® 
Office XP Personal セットアップガイド * i 

*1 : Office 搭載モデルのみに同個されている、 「 Microsoft ® 日 ffice XP 」 と書い 
てある箱に入っています。 


【準備】 


• 必要なデータを保存する 

システムを復元すると、八ードディスクの内容はすべて削除されます。必要な 
データは、あらかじめバックアップをとって保存してください。 

ただし、八ードディスクをフォーマットしたりシステムファイルを削除した場合 
や電源を入れてちシステムび起動しない場合は、データを保存ずることびでさま 
せん。システムの復元を行つてち、八ードディスクに保存されていたデータは復 
元でさません。 

• J (ソコンの八ードウエア構成を購入時の状態に戻す 
マウス、増設した八ードディスクドライブやメモ U など、周辺機器を取りはずして 
<ださい。 

国^周辺機器の取りはずし「4章周辺機器の接続」 
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〇] 


システムを復元する 


システムを復元ずるち法を説明します。手順をよく確認してから行ってください。 


1操作手順 

1 AC アダプタと電源コードを接続する 

2 「リカバリ CD-ROM Diskl 」 をセットして、パソコンの電源を切る 

3 キーボードの f 下 g キーを巧しながら、パソコンの電源を入れる 

4 (3 または 0 キーで CD のアイコン （ G )) に力ーソルを合わせ、 
fEnter ) キーを f 甲す 

[初期インストールソフトウエアの復元]画面び表示されます。 

5 購入時の状態に復元する場合は①キーを、現在のパーティシヨン設 
定をそのまま使巧ずる場合は質キーを、(-ティシヨン設定を指定 
ずる場合は@キーを押す 

八ードディスクを分割しないで C ドライブのみとする場合は、©キーを押 
してくださしんパーティシヨンとは、1台の八ードディスクを分割したそれ 
ぞれの部分のことです。現在複数のノ f ーティシヨンを設定している場合で、 
パーティシヨンサイズを変更しないとさは@キー、変更するときは⑤キー 
を押してください。 

④キ-を押すと、八 ー ドディスク上のデータはすべて消失しまず。詳細は、 
「9章 4-0-3 八ードディスクの内容をすべて消去する」を参照してくだ 
さい。 



• ①キーを押した場合 

「八ードディスクの内容は、すべて削除されます！」といラメッセージび 
表示されます。 

手順目に進んでください。 












• ( D キーを押した場合 

「先頭パーティションのデータは、すべて削除されます！」といラメッ 
セージび表示されます。 

手順已に進んでください。 

• @キーを押した場合 

「八ードディスクの内容は、すべて削除されます！」といラメッセージび 
表示されます。 

① ® キーを 押す 

[パーティションサイズの指定]画面び表示されます。 

② ©または0キーを使ってバーティ ショ ンのサイズを指をする 
ここでは八ードディスクに対する巳ドライブのサイズを設定します。 
ディスク容量び残った場合は管理ツー j レで設定してください。 

国^設定ちまについて「本項2パーティションを設をする」 

③ I ち nter ) キーを押す 

「復元を開始しまず！」といラメッセージび表示されます。 

手順7に進んでください。 

6 ® キーを f 甲ず 

「復元を開始します！」といラメッセージび表示されます。 

処理を中止する場合は、 ® キーを押してください。 

7 ® キーを 巧ず 

処理を中止する場合は、⑩キーを押してください。 

復元び実行されます。復元中は、次の画面び表示されます。 

復元の進行状況をおすグラフ表示び] 00%まで伸びた後、をラ]度0%か 
ら始まります。グラフび2度目に100%に達すると完了です。 
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8 表示されるメッセージに従って復元を行う 

復元中に次のメッセージび表おされた場合、 CD を入れ替え、 作瓦巧 キーを 
押してください。処理び続さます。 



画面には、現な何枚目の CD の復元び終了し、次に何枚目の CD をセットす 
る必要びあるかなどは、表示されません。 

CD び何枚目であるかはラベルに書いてありますので、 CD を取り出す際に 
番号を覚えておくよラにしてください。 

復元び完了すると、なの画面び表示されます。 

「初期インストールソフトウ: t アの復元 J は完了しました。 

CD/DVD- 防 M やフロッビーディスクをおし1てから、问かキーき 
巧して、マシンを再起のしてください。 

9 CD を取り出し、何かキーを f 甲ず 

システムび再起動します。 

10 Windows のセットアップを行う 

詳細について ri 章2 Windows のセットアップ」 

購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、もう1度設 
定をやり直してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ1」ケー 
シヨンのインストールを、 Windows のセットアップをに行ってください。 

^周辺機器の接続「4章周辺機器の接続」 

【 Office 搭載モデルの場合】 

[Microsoft Office 」 は、け J : の手順では復元されません。 

Windows セットアップが終了した後に、 『 Microsoft ® Office XP Professional 
セットアップガイド』または 『 Microsoft ® Office XP Personal セットアップガイ 
ド』をよく読んで、復元してください。 

Microsoft 日 ffice の再インストール 

「本章 3-0-2 Microsoft 日 ffice を再インストールした場合」 


再セツトアップ 
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2 パーティシヨンを設定する 

ノてーティションの設定を変更して標準システムを復元した場合は、復元後すみやか 
に次の設定を行って < ださい。 

1コンピュータの管理ちになっているユーザアカウントで□グオンする 

2 wm 

[コント□ールパネル]を開き、パフオーマンスとメンテナン 
ス]一[ぶ！管理ツール]をクリックする 

m 

[コント□-ルパネル]を開き、[: ij ] 管理ツール]をダブルクリッ 
クずる 

3 [垣 I コンピュータの管理]をダブルクリックする 

4 [ディスクの管理]をクリックする 

設定していないバーティションは[未割り当て]と表示されます。 

5 [ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックする 

6表示されるメニューか 5 時斤しいパーティション]をクリックする 

[新しいパーティションウィヴード]び起動します。 

7 [次へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定する 

次の項目を設をします。 

-パーティションの種類 
-パーティションサイズ 
-ドライブ文字またはパスの割り当て 
-フォーマット 
-ファイルシステム 

8設定内容を確認し、院了]ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されまず。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの菅理」のヘルプを参照してください。 

【ヘルプの起動】 

1メニューパーか 5 [ヘルプ]一[トピックの検索]をクリックする 
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3 アプ U ケーシヨンを再インストールする 

本製品にプレインス I ''ールされているアプ U ケーシヨンやドライバを一度削除して 
しまってち、必要なアプ U ケーシヨンやドライバを指定して再インス I ルするこ 
とびでさます。 

[ 必要なちの】 

• アプ U ケーシヨン CD-ROM 
• 『取扱説明書』（本書） 

アプ U ケーシヨンによっては、再インストール時に ID 番号などび必要です。あらか 
じめ確認してから、再インス I ルすることを巧奨します。 


アプリケーシヨンを再インストールする 


アプ U ケーシヨン CD - ROM から、アプ U ケーシヨンを再インストールずるち法を 
説明しまず。 

すでにインストールされているアプ U ケーシヨンを再インス!ルするときは、コ 
ント□-ルパネルの「プログラムの追加と削除」またはちアプ U ケーシヨンのアン 
インス I ルプログラムを実行して、アンインストールを行ってください。 

アンインス I ルを行わずに再インス I ルを実行すると、正常にインス I ルで 
さない場合びあります。ただし、上記のどちらのち法でもアンインス!-ールび実行 
できないアプ U ケーシヨンは、上書きでインス I ルしてを問題ありません。 

1操作手順 

1 アプリケーシヨン CD - ROM をセットする 

アプ U ケーシヨン CD - ROM は、複数枚入っている場合びあります。 

再インス I ルしたいアプ U ケーシヨンやドライバび CD に入っていなかっ 
た場合は、 CD を入れ替えてください。 

2 表示されるメッセージに従ってインス!ルを行う 

[ファイルのダウン□ード]画面び表示された場合は、[開く]ボタンをク 
1」ックしてください。 



再セットアップ 
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2 Microsoft Office を再インストールした場合 

* 日 ffice 搭載モデルのみ 

「 Microsoft 日 ffice 」 または 「 Microsoft 目 00 kshe げ目 asic 」 を再インストールし 
た場を 、 「Microsoft Office XP . Microsoft Bookshelf 目 asic の修正モジュール 
OFCInNT (修正モジュール)」をインス!-ールする必要びあります。 

1 「アプリケーション CD-ROM DisklJ をセットする 

[アプリケーション CD - ROM ] 画面び表示されます。 

2 [アプリケーシ ヨン] 一 [Microsoft Office XP , Microsoft 
Bookshelf Basic の修正モジュール OFCInNT (修正モジュール)] 
をク U ックする 

ダウン□ー ド画面び表示されます。 

3 [開 <] ボタンをクリックする 

自動的に修正モジュールのインストールび行われます。 

修正モジュールび正しくインストールされると、[スタート]一[すべてのプ□グラ 
ム]一[スタートアップ]に 、 [Microsoft Office ] の項目びなくなります。 
なくなったことを確認し、再起動してください。 

「Microsoft Office 」 を再インス! -- ルした場合、ライセンス認証び必要になりま 
す。 『 Microsoft ® Office XP Professional セットアップガイド』または 
『 Microsoft ® Office XP Personal セツトアップガイド』を確認してください。 
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9 章 

こんなとをは 


オンラインマニュアルやアプリケーションの問い合 
わせ先、保守や修理などアフターケアを行う保守 
サービスを利用するとさについて。 

また、バッテリパックの廃棄やパソコン本体の廃 
案-譲渡を行ラ場合について知っておいて欲しいこ 
となどを説明しています。 


1オンラインマニュアルについて 吕 24 
2 バソコンを 持ち運ぶ ときは吕 2日 
3アフターケアについて 吕 26 
4廃棄-譲渡について己27 
已問い合わせ先己31 



1 オンラインマニュアルについて 


Windows び起動しているとをに、取扱説明書（本書）をパソコン画面上で見るこ 
とびでさます。 

次のように操作すると 、 「Adobe Acrobat Reader 」 と「オンラインマニュアル」 
び起動します。 

初めて 「Adobe Acrobat Reader 」 を起動したときは、[ソフトウェア使用許諾契 
約書]画面び表示されます。契約内容をお読みのうえ、[同意する]ボタンをクリッ 
クしてください。[同意する]ボタンをクリックしないと 、 [Adobe Acrobat 
Reader 」 をご使用になれません。また、「オンラインマニュアル」を見ることはで 
さません。 

1 Windows XP の場合 

1 [スタート]一[すべてのプ□グラム]一[オンラインマニュアル] 
をク U ックする 

デスクトップ上にある[オンラインマニュアル]アイコンをダブルクリックしてを 
起動でさます。 

2 Windows 2000の場合 


【インストール方法】 

r オンラインマニュアル」は、本製品にはインストールされていません。 

次の手順に従って、「オンラインマニュアル」と [Adobe Acrobat Reader ] をイ 
ンストールしてください。 

1 アプリケーシヨン CD - ROM をドライブにセットする 

アプリケーシヨン CD - ROM は、複数枚入っている場合びあります。 
「オンラインマニュアル」や [Adobe Acrobat Reader ] が CD に入って 
いなかった場合は、 CD を入れ替えて<ださい。 

2 表示されるメッセージに従ってインス!ルを行う 

[ファイルのダウン□ード]画面び表示された場合は、[開く]ボタンをク 
リックしてください。 

【起動方法】 

1 [スタート]一[オンラインマニュアル]をクリックする 

デスクトップ上にある[オンラインマニュアル]アイコンをダブルクリックしてを 
起動でさます。 
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2 パソコンを持ち運ぶときは 

パソコンを持ち運ぶときは、誤動作や故障を起こさないために、次のことを必ず 
守ってください。 

•電源を必ず切り、 AC アダプタを取りはずしてください。電源を入れた状態、また 
はスタンバイ状態で持ち達ばないで<ださい。 

電源を切って AC アダプタを取りはずした後に、すべての LED び消 I 灯しているこ 
とを ffi 認してください。 

•急激な温度変化（寒い屋外から暖かい屋内への持ち込みなど）を与えないでくだ 
さい。やむなく急な温度変化を与えてしまった場合は、数時間たってから電源を 
入れるよラにしてください。 

•が付けの装置やケーブルは取りはずしてください。また、 CD / DVD びセットさ 
れている場合は取り出してください。 

• PC 力ード、フロッピーディスクなどびセットされている場合は取り出してくださ 
しんセットしたまま持ち歩くと、カードび壁や床とぶつかり、故障ずるおそれび 
友 D ます。 

• 落としたり、強いショックを与えないでください。 

• ディスプレイを閉じて < ださい。 
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3 アフターケアについて 


1 巧すヴービスについて _ 

な守サービスへの相談は、『まち P 巳サポートのご案内』をお認してください。 

な守-修理後はパソコン内のデータはすべて消去されます。 

な守-修理に出す前に、作成したデータの他に次のデータのバックアップをとって 
<ださい。 

• メール • メールの アドレス帳 

• インターネットのお気に入りなど 

1 消巧品について _ 

バッテ U パック（充電式リチウムイオン電池）は消耗品です。 

長時間の使用により消耗し、充電機能び巧下します。 

充電機能び低下した場合は、別売りのバッテ U パック PABAS 037 または 
PABAS 038 と交換してください。 

巧巧部品（補修用性能部品）の最低巧ち巧巧 _ 

保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持するために必要な部品です。 
本製品のな守部品の最低なち期間は、製品発表月から已年已ヶ月です。 
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4 廃棄•譲渡について 


1 ) バッテリパックについて 


r 

L 


責重な資源を守るために、不要になつたバッテリパックは廃棄しない 
で、充電式電池 U サイクル協力店へ持ち込んでください。 

その場合、 シヨー ト防止のため電極に セ □ノ V ンテー プなどの絶縁 テー 
プを貼って < ださい。 


锡 

Li-ion 


• バッテリバック（充電式電池）の回収、 U サイクルおよび U サイクル協力店に関 
する問い合わせ先 

社団法人電池工業会 

TEL/03-3434-0261 

ホームぺージ / http :// www . baj . or.jp 


パソコン本がについて 


i 


本製品を廃棄するときは、地ち自治体の条例または規則に従って処理してください。 
詳しくは、各地ち自治体に問い合わせてください。 

(本製品は、プ U ント基板の製造に使用するはんだに鉛び含まれています。 LCD 表 
示部に使用している堂光管には水銀び含まれていまず。） 


1を業でパソコンをほ用しているお客様へ^^^ 

本製品を破棄するとさは、産業廃棄物として扱われます。 

東芝は、廃棄品の回収と適切な再使用•再利用処理を有償で実施しています。 
使用済みになったま芝製品については、ま芝の回収-処理システムの利用をお願い 
します。 


• 問い合わせ巧 

東芝パソコン U サイクルセンター 
干 230-0034 巧奈 j 11県横お巿鶴見区寛政巧 20- 1 
株式会社テルム内 
電言ま番号： 04已-已1 0-02 已已 

受付時間：狂□〇〜17の0 (± '日' 祝日、当社指定の休日を除く) 
FAX : 04已-已〇已 -7983 (受付時間： 24時間） 






2 パソコンの^•譲渡時の A — ドディスク上のデータ消去に閲するごを意 ■ 

最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に使われるよラになっ 
てさております。これらのパソコンの中の八ードディスクといラ記憶装置に、お客 
様の重要なデータび記録されています。 

したびって、そのパソコンを譲渡あるいは廃棄するとをには、これらの重要なデー 
夕内容を消去するといラことび必要となります。 

ところび、この八ードディスク上に書さ込まれたデータを消まするといラのは、そ 
れほど簡単ではありません。 
r データを消去する」という場合、一般に 

♦データを「ごみ箱」に捨てる 
♦ 「削除」操作を行5 

♦「ごみ箱を空にする」コマンドを使って消す 

♦ ソフトで初期化（フォーマット）する 

♦ 付属の リカバリ CD-ROM を使い、購入時の状態に戻す 

などの作業をすると思いますび、これらのことをしても、八ードディスク上に記録 
されたデータのファイル管理情報び変更されるだけで、実際はデータは見えなく 
なっているといラ状態なのです。 

つまり、一見消去されたよラに見えますび、 Windows などの 0S のちとで、それら 
のデータを呼び出す処理びでさなくなっただけで、本来のデータは残っているとい 
ラ状態にあるのです。 

したびって、特殊なデータ回復のためのソフトウIアを利用すれば、これらのデー 
夕を読みとることび可能な場合びあります。このため、悪意のある人により、パソ 
コンの八ードディスク上の重要なデータび読みとられ、モ期しない用途に利用され 
るおそれびあ0ます。 

パソコンユーヴび、廃棄■譲渡などを行ラ際に、八ードディスク上の重要なデータ 
び流出するというトラブルを回避するためには、八ードディスクに記録された全 
データを、 ユーヴの責任において消去することび非常に重要となります。 消去する 
ためには、専用ソフトウェアあるいはサービス（共にち償）を利用するか、八ード 
ディスク上のデータを金植や強磁気により物理的-磁気的に破壊して、読めな<す 
ることを巧奨します。 

なお、八ードディスク上のソフトウェア （0S、 アプ U ケーシヨンソフトなど）を削 
除ずることなくパソコンを譲ミ度すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契約に抵 
触ずる場合びあるため、十分な確認を行5必要びあります。 

本製品では、パソコン上のデータをすべて消去することびでをます。 

国^「本項3八ードディスクの内容をすべてミ肖去する」 
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この機能は Windows などの OS によるデータ消去や初期化とは違い、八ードディ 
スクの全領域にデータを上書きするため、データび復元されにくくなります。 

ただし、本機能を使用してデータを消去した場合でち、特殊な装置の使用により 
データを復元される可能性はゼ□ではありません。あらかじめご了承ください。 

データ消去については、次のホームページも参照してください。 

URL http://dynabook.com/pc/eco/haiki.htnn 

3八ードディスクの内容をすべて消去する 

パソコン上のデータは、削除操作をしてを実際には残っています。普通の操作では 
読み取れないよラになっていますび、特殊な方法を実行すると削除したデータでを 
再現できてしまいます。そのようなことびでさないように、バソコンを廃棄または 
譲渡する場合など、他人に見られた<ないデータを読み取れないよラに、消去ずる 
ことびでをます。 

八ードディスクの内容をずべて消まするには、次のように行ってください。 

1 パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコンセ 
ントに差し込む 

2 「リカバリ CD-ROM DisklJ をセットして、パソコンの電源を切る 

3 キーボードの f 下客)キーを巧しなが日、パソコンの電源を入れる 

4 巨)または巨)キーで CD のアイコン （ G )) に力ーソルを合わせ、 
〔 Enter ) キー对甲す 

[初期インストールソフトウエアの復元]画面び表示されまず。 



5 @ キーを f 甲す 

「八ードディスクの内容は、すべて削除されまず！」というメッセージび表 
示されまず。 
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6 ® キーを f 甲す 

データの消去ち法を選択する画面び表示されます。 
処理を中止する場合は、⑩キーを押してください。 


巧巧インストールソフトウェアのほ元 


〇 


ディスク上のをデータさ巧モします。 

巧去方をぞ这巧してください。 

JLl 情おデータの刖除 （20 GB で巧30分） 

2 } 视密データの刖除 （20 GB で巧8時間） 

<米国国防祕お方巧 DoD 5220.22 - M ) 


7目的にあわせて、①または@キーを f 甲す 

通常は、①キーを押してください。データを読み取れなくなります。 

よりお実にデータを消まするためには、@キーを押してください。数時間か 
かりますび、データは消去されます。 


4 お客様登録の削除について 

お客様登録されている製品を廃棄する場合は、「パソコンお客様ご登録係」まで連絡 
のうえ、登録の削除の手続ををしてください。 

パソコンお客様ご登録係 
TEL/043-278 -已997 

受付時間/9 : 0□〜17 : 00吐■日、祝日、特別休日を除く） 
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5 巧い合わせ巧 

* 2003年6月現在の内容です。 

本製品に添付されているアプリケーションやプ□バイダの問い合わせ先は、次のと 
おりです。 

各アプ I 」ケーシヨンのユーヴ登録については、それぞれの問い合わせ先まで問い合 
わせて < ださい。 


Acrobat Reader/ 目 luet 曰 oth 東芝 ユ ー 了イ | 」了イ /Confi 呂 F 「 ee/Fn-esse/ 
Internet Explorer/InterVide 曰 WinDVD/OutI 曰 ok Express/ 

Windows Media 円 ayer/ 東た HW セットアップ/東芝 PC 診断ツール/ 

東芝省電カユーティ U ティ/内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ_ 

東芝（東芝 PC ダイヤル） 

お問い含わせの際には「お客様登録番号」をお伺いしております。あらかじめ「お客 
様登録」を行っていたださますよラお願い申し上げます。 

ナビダイヤル日日 70-00-3 ]0日（ヴポート料無料） 

受付時間 ：日:00〜19:00 (年中無休） 

システム^ンテナンスのため、サポートを休止させていただく場合がございます。 

なお、システム;><ンテナンスの曰程については、 dynabook.com 上にてお知 6 せいた 
します。 

電話番号はお間違えのないよラお確かめのラえ、おかけくださいますよラお願いいた 
します。お客様からの電話は全国目箇所（千葉市、大阪市、名ち屋市、福岡市、仙台 
市、札幌市）の最寄りの拠点に自動的に接続されます。 

拠点までの電話料金は有料となります。また海外からの電話、携帯電話などで上記電 
話番号に接続でさないお客様、 NTTm 外とマイラインプラスなどの回線契約をご利用 
のお客様は、043 -2 目 8-8780 でお受けしてし、ます。 

ご注意 

-ナビダイヤルでは、ダイヤル後に通話区間料金のアナウンスが流れます。これはお 
客様か6全国日箇所の最寄りの拠点までの通常電話料金で、ヴポート料金ではあり 
ません。 

•ナビダイヤルでは、 NTT 於外とマイラインプラスをご契約の場合でも、自動的に 
NTT 回線を使用することになりますので、あらかじめご了承ください。 
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Microsoft Bookshelf Basic/Microsoft Excel/Micras 曰 ft Outlook/ 
Microsoft Outlook Plusl/Microsoft Word 

マイク□ソフト株式会社お問い含わせ各種窓 □ 

•無償サポート専用回線 


セットアップ、 

インストールに関するお問い合わせ 

TEL 

:東京：日 3 -曰 3 己 4-4 已〇〇 
大販：日日-日 347-4400 

受付時間: 

: 目: 3 日〜 12:0 日、 13:00-19:00 (平日） 

] 日 : 日日 〜] 7: 日日 （± 曜日、日曜日） 

(マイク□ソフト株式舎社休業日、年末年始、祝祭日を除く） 

期間 : 

:サポート提供期間 中 

回数 

:指定はございません。 


基本操作に関するお問い合わせ 
TEL :東京： 03 -曰 3 己 4-4 已日〇 
大阪： 0 日-日 347-4400 

受付時間： 日 :3 日〜 12:0 日、 13:00-19:00 (平日） 

] 日 : 日日〜 17: 日日（ ± 曜日） 

(マイク□ソフト株式尝社休業日、年末年始、祝祭日を除く） 

期間 ：サポート提供期間中 

回数 ： 4 件のご質問 

•早急に回答が必要な場を 

ヴポートオンライン httpy/support.micrasoft.com/ 

ヴポートオンラインではよく寄せられる質問の回答集を検索することができます。 

•どなたでも気軽に参加できるコミュニティサイト 
答えてねつと http://www.kotaete-net.net/ 

マイク□ソフト製品をはじめとしたパソコンー般に関するトラブルや疑問などについ 
て、質問-回答-情報交換が自由に行えるマイク□ソフトが運営する Web 上のコミュ 
ニティサイトです。 

初む者のちからパワーユーザーのちまで、すべての方に 24 時間いつでも無料でご利 
用いただけます。 

なお、ご利用いただくには Microsoft .NET Passport の登録が必要となります。 
(無料） 

•マニュアルの乱了 •落 T、 ディスク不良、オフィシャルユーザー登録/変更の受付、 
およびご購入前の製品/これから発売される製品に関するお問い合わせ窓口 
マイク□ソフトカスタマーインフオ;ーシ ヨン センター 
TEL : 03 -已 4 日 4-2300 
受付時間：目: 3 日〜 12:0 日、 13:00 〜 17:30 

(マイク□ソフト株式会社休業日、年末年始、± ■曰-祝祭日を除く） 

※ご購入前の製品やこれか5発売される製品に関ずるお問いをわせは、お電話でのみ受 
け付けています。 

上記がに聴覚-言語に障害びあるかたのための窓口もご用意させていただいており 
ます。 
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Norton AntiVirus 
♦技術的なお問い合わせ 

シマンテックテクニカルヴポートセンター 

なお、上記ヴポートセンターをご利用いただくためには政下のシマンテックホームぺ 
ージにてカスタマー ID の取得が必要です。 

ホー ムぺーシ： http://www.symantecstore.jp/oem/toshiba/ 

T E L : 03-5836-2621 

受付時間 ：10:00〜12:00、13:0日〜17:00 

(± ■曰•祝曰-年末年始を除く） 

FAX : 03-5836-2623 

※本製品で Norton AntiVirus もしくは Norton Internet Security をご使巧の場合、電話 
によるサポートは製品のご使用を開始されてか59日曰間となります。それしソ降は、有償 
サポートをご購入いただくかパッケージ製品へアップグレードしていただくことでヴポ 
ートを受けていただくことび巧能とな0ます。 

♦カスタマーI□取得、 および ご購入前の一般的なご質問に関するお問い含わせ 
コンシューマ-カスタマーヴービスセンター 
TEL : 03-巳83日-26己4 

受付時間 ：1 日 : 日〇〜 12:00、13: 日日〜 17:00 

(± ■曰•祝曰-年末年始を除く） 

FAX : 03-5836-2655 

Drag'n Drop CD+DVD 

ESJ カスタマーセンター 

オンラインヴポートアドレス： htt|3://www.cldccl.jp/dd3/toshiba/ccl/tosLippo け. html 
受付時間 ：オンラインにて24時間受付 

《17時30分まで受付分を当曰回答、政降は翌営業曰に回答 
(回答は、± •曰-祝日な6びに尝社休業日を除さます） 
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付録 


本製品について、外おや各インタフエースなどの 
ハードウエア仕様や、技術畐準適合について記して 
います。 


1 本製品の仕様 236 
吕さインタフェースの仕様248 
3 技術昼準適合に ついて吕已4 
4 トラブルチェ ツクシー ト己72 



1 本製品の仕様 


1製品仕様 


機種 

dynab 曰曰 k Satellite J 1 〇シ U — ス 

プ□セッヴ 

CPU *1 

東芝 PC 診断ツールを参照 


ROM 

己 12 K 目（フラッシュ ROM ) 、 ACPI 1 . Ob . 
APM 1.2 、Plug and Play 1 . 日 a 

><モ|」 

RAM 

東芝 PC 診断ツールを参照 


ビデオ RAM 

32 MB (システムメモ U ]28 M 巨の場含）または 
64 MB (システムメモ U 2 已日 M 目の場合） 

ま；尴台 1:^ 

表示装置41 

1已 .0 型/1 4. 1型 TFT 方式カラー液晶ディスプレイ 

な术燃目 b 

グラフィック表示*1 

横] 4日日 X 縦10己0/横] 024 X 縦7日扫1画面 

入力装置 

キーボード 

OADG 1 0目 A キータイプ準拠 

87キー（文字キー、制御キーのを計） 


ポインティングデバイス 

タッチパッド内蔵 


RGB 

1 個装備 


RS -232 C 

1 個装備 

非同期]]已 .2 kbps まで対応（ノ V —ドウエア仕様） 


PS /2 

1 個装備 


プ U ンタ 

1個装備 （ ECP ) 


USB 

4個装備 USB 2.0 準拠が 

インタ 

PC 力ード 

2個装備 PC Card Standard 準拠 
(TYPED X 2、または TYPEinx ]) 

Card 目 us 対応 

フェース 

サウンド 

ライン入力 

] 個装備（ゆ3.日 mm ミニジャック） 

マイク入力（モノラル） 

S ニジャック ] 個装備（か3.已 mmS ニジャック） 
ヘッドホン出力（ステレオ） 

S ニジャック ] 個装備 （03 .已 mmS ニジャック） 
内蔵スピーカ（ステレオ）装備 
内蔵マイク装備 


ビデオ 

S 端子ビデオ出力 

1 個装備 
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補助記憶 
装置 


フ□ッピーディスク 
ドライブ *3 


2.巳型八ードディスク 
ドライブ 


] 台内蔵 

2 DD 、 または 2 HD 型フ□ッピーディスクを使用 
72日 KB (2 DD ) /1.2 MB . 1 .44 MB (2 HD ) 


1台内蔵 


CD - ROM ドライブ 


CD-ROM 

読み出し：最大24倍速 


8 cm 、] 2 cm の CD 対応、マルチセッション 
マルチドライブ 


CD-ROM 

読み出し：最大24倍速 


CD-R 

書さ込み：最大24倍速 
CD-RW (マルチスピード) 
書さ換え：最大4倍速 


High-Speed CD-RW 
書さ換え：最大10倍速 


Ultra Speed CD-RW 
書さ換え：最大24倍速 


DVD-ROM 
読み出し：最大8倍速 


ドライブ *4 


8 cm 、] 2 cm の CD 対応、マルチセッション 
DVD マルチドライブ 


CD-ROM 

読み出し：最大24倍速 
CD-R 

書さ込み：最大1目倍速 
CD-RW (マルチスピード) 
書さ換え：最大4倍速 
H 帥 - Speed CD-RW 
書さ換え：最大8倍速 
DVD-ROM 
読み出し：最大8倍速 
DVD-R 

書さ込み：最大2倍速 
DVD-RW 
書さ換え：等倍速 


読み出し：最大24倍速 
読み出し：最大12倍速 
読み出し：最大12倍速 

読み出し：最大4倍速 
読み出し：最大4倍速 


DVD-RAM 

書さ換え： 2倍速 読み出し：最大2倍速 

8 cm 、] 2 cm の CD 対応、マルチセッション 
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LAN 

1 個装備 10 日目 ASE-TX/] 0 目 ASE-T 


モデム 

1 個装備 

データ：最大日 6kbps (V. 日日対応、ボイスレス、 
世界日 1 地域対応） 

FAX : 最大] 4.4kbps 

通信機能 

無線 LAN * 已 

1 個装備 

IEEE 802.1 la (最大己 4Mbps まで対応）および 
IEEE 802.1 lb (最大] 1Mbps まで対応）準拠 


Bluetooth 

1 個装備 

Bluetooth Specification Ver. 1 .1 華拠 


赤外線 

1 ポート装備 IrDAl.l 準拠 

カレンダ機能 

曰付、時計機能を標準装備 
充電型電池によるノ（ックアップ 

電源 

AC アダプタ 

AC100V 〜 24 0V (50Hz. または 60Hz) 

AC アダプタ 

パッテ U *1 

バッテ U パック Li-Ion ] 日 .8V/ 4400 mAh/ 
バッテ U パック Li-Ion ] 日 .8V/3 目 00 mAh 

最大消費電力 

7 已 W (CPU : 2.4GHzm±) / 

60W (CPU : 2.2GHz 肿） 

使用環境条件 

温度：己で〜 3 己 °C 湿度：吕 0% 〜 800 /oRh 

外形寸法（突起部除 <) 

33 日（幅 )X 26 日魄行 )X 42.5/45.7 (高さ） mm 

質量 

1 已 .0 型：約 3. ] k 旨/ 1 4. 1 型：約 3.01 <呂 


*] 購入したモデルによって異なります。 

*2 従来の USB1.1 規格と完全な互換性を持つとともに、 USB1.1 と比べて 4 日倍懼論値）の高 
速データ転送の可能な Highspeed モードをサポートします。 

ただし、すべての USB1.1 /2.0 対応機器の動作を保証するちのではありません。 

*3 フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ 
*4 ドライブの種類は、購入したモデルによって異なります。 

* 已無線 LAN 機能内蔵モデルのみ 
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【東芝 PC 診断ツール】 

き本仕様の一部は「まち PC 診断ツール」で確認することびできます。 

1 ElB 

[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[東芝ユーティリティ]一 
[ PC 該断ツール]をクリックする 

ns 

[スタート]一[プ□グラム]一[東芝ユーティリティ] 一 [ PC 該 
断ツール]をクリックする 

2 [昼本情報の表示]ボタンをクリックする 

メモ - 

「まち PC 診断ツール」で表示される内容は、その時点での設定内容です。購入 
後に設定を変更された場合は、変更後の設定内容び表ホされます。ただし 
に PU ] の項目には、搭載されている CPU の最大クロック数（固定値）び表 
示され、これはユーテイ1」テイなどによる設定値には影響されません。 


【電源コードの仕様】 

本製品に同捆されている電源コードは、曰本 （100 V )、 アメ U 力合衆国■カナタ' 
(125 V ) の法令、安全き準に適合しています。 

その他の国-地域で使用する場合は、当該国-地域法令-安全規格に適合した電源 
コードを現地で購入のラえ、お使いください。 

曰本では必ず AC 100 V のコンセントで使用してください。 

※取得規格は、アメ 1」力合衆国： UL 規格、カナダ： CSA、 日本：電気用品 S 全法です。 


【 AC アダプタの仕様】 

本製品に同捆されている AC アダプタは、巧外でを使用でさます。 
AC アダプタの仕様は次のとおりです。 


入力 : ACT 00- 24 0 V 〜、 1'3 A -0'7 A 、 巳 0-60 Hz 


出力 ： DC ]5 V 巳 A (CPU : 2'4 GHz じ(上）または 

DCISV 4 A (CPU : 2'2 GHzL ソ下） 

最大消費電力：約7已 W (電源スイッチオン時 CPU : 2.4 GHz し U 上) 
約巨 0 W (電源スイッチオン時 CPU : 2.2 GHz じ(下) 
最ル消費電力：約 1.2 W (スタンバイ時 CPU : 2.4 GHZL ソ上） 

約 1.1 W (スタンバイ時 CPU : 2.2 GHz じ(下） 

約0.已 W (電源スイッチオフ時） 
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3 サポートしているビデオモード 

ディスプレイコントローラによって制御される画面の解像度と表示可能な最大色数 
を定めた規格をビデオモードと呼びまず。 

^表示可能色数の詳細について「3章 4-0-1 表ホ可能色数」 

本製品でサポートしている英語モード時のずべてのビデオモードをなに示しまず。 
モードナンバは一般に、プログラマびそれぞれのモードを識別するのに用いられま 
す。アプ U ケーシヨンソフトびモードナンバによってモードを指定してくる場合、 
そのナンバび図のナンバと一致していないことびあります。この場合は解像度と 
フォントヴイズと色の数ををとに逞がし直してください。 


ビデオ 

モード 

形式 

お像度 

フォントサイズ 

色数 

CRTU フレッシュ 
レート (Hz) 

0.1 


40x2 己字 

8x8 

1 巨/ 2 己色 K 


2,3 


80x2 己字 

8x8 

1 白/ 2 己色 K 


び，]* 

VGA 

4 日 X 2 己字 

8x14 

1 巨/ 2 己色 K 


〇本 

テキスト 

80x2 己字 

8x14 

1 白/ 2 己色 K 


0+.1 + 


4 日 X 2 已字 

8(9)x 16 

1 巨/ 2 己 6K 


2+ ， 3+ 


80x2 已字 

8(9) X 16 

1 巨/ 2 己 6K 


4, 已 

VGA 

320x200 ド’ッ 1- 

8x8 

4/2 曰色 K 

70 

巨 

グラフ イツ クス 

640x200 ドット 

8x8 

2/2 曰色 K 

7 

VGA 

80x2 己字 

8(9)x 14 

モノク〇 


7+ 

テキスト 

80x2 己字 

8(9)x 16 

モノク〇 


D 


320x200 ド’ッ S 

8x8 

1 巨/ 2 己色 K 


E 


640x200 ド’ッ S 

8x8 

16/2 己色 K 


F 

VGA 

グラフ イツ クス 

巨 40x3 巳 0 K ツ h 

8x14 

モノク〇 


10 

巨 40x3 巳 0 K ツ h 

8x14 

1 巨/ 2 己 6K 


11 

巨 40x480 K ッ 1- 

8x16 

2/2 曰色 K 

60 

12 


巨 40x480 ドット 

8x16 

1 巨/ 2 己 6K 

13 


320x200 ド’ッ S 

8x8 

2 己色/ 2 巳巨 K 

70 








































ビデオ 

モード 

形式 

解像度 

フオント 
サイズ 

色数 

CRTU フレッシュ 
レート (Hz) 

- 


日 40x480 ドット 

- 



- 


800 X 600 ドット 

- 


色 0/7 已 /8 已 /] 00 

- 


] 024x7 目 8 ドット 

- 


- 


1280 X1024 ドット牛 1 

- 

2 已白/ 2 己色 K 


- 


14 日日 X ] 日已〇ドット* 1 

- 


色 0/7 己/ 8 曰 

- 


1 目 00 X ] 200 ドッ [-*1 

- 


- 


192 Ox 1440 ドット* 1 

- 


60 

- 


目 4 曰 X 480 ドット 

- 



- 


80 Ox 巨曰 0 ドット 

- 


色 0/7 已 /8 已 /] 00 

- 

SVGA 

グラフイツクス 

] 024x7 目 8 ド’ッ 1- 

- 


- 

1280 X1024 ドット半 1 

- 

白 4K/ 色 4 K 


- 

140 Ox 10 己 0 ドット* 1 

- 


色 0/7 己/ 8 曰 

- 


1 日 00 X 1200 ドッ半 1 

- 


- 


192 日 X144 日ドット* 1 

- 


60 

- 


巨 4 曰 X 480 ドット 

- 



- 


SOOx 巨 00 ドット 

- 


60/7 己/ 8 己/] 00 

- 


] 曰 24x7 巨 8 ドッ 1- 

- 


- 


1280 X1024 ドット半 1 

- 



- 


140 Ox 10 己 0 ドット* 1 

- 


色 0/7 己/ 8 曰 

- 


1 日 00 X 1200 ドット半 1 

- 


- 


192 Ox 1440 ドット * 1 

- 


白 0 


*1 : LCD に表示する場合は、実際の画面 （ 1024X768) 巧に、仮想スク U- ン表示します。 


を）一部の画面モードはデイファレントリフレッシュモード、マルチモニターでは使用でさません。 
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4 八ードウエア y ソースについて 

メモ U マップ、 I / O ポートマップ、旧 Q 使用リソース、 DMA 使用 U ソースは次のち 
法で確認でをまず。 

使用している環境（八ードウェア/ソフトウェア）によって変更される場合びあり 
まず。 

【 Windows XP の場合】 

1 [スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[システ 
ムツール]^ [システム I 肩報]をクリックする 

2 画面左側のツリーか日[ハードウェアリソース]をダブルクリック 
ずる 

3調べたい項目をクリックする 


メモ1」マップ 

がモリ] 

I / O ポートマップ 

[ I / O ] 

旧 Q 使用 U ソース 

[ IRQ ] 

DMA 使用 U ソース 

[ DMA ] 


【 Windows 2000の場合】 

1 [マイコンピュータ]をちクリックして[管理]をクリックする 

2 画面左側のツリーか日[システム情報]一[ハードウエアリソース] 
をダブルクリックする 

3調べたい項目をクリックする 


メモ u マップ 

けモ1」] 

I / O ポートマップ 

[ I / O ] 

旧 Q 使用 U ソース 

[ IRQ ] 

DMA 使用 U ソース 

[ DMA ] 
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5 内蔵モデムについて 

モデムボードを取り付けることによつて、モデム機能を使用でさます。あらかじめ 
モデムボードび取り付けられているモデルの場合は、取り付け/取りはずしの作業 
はお要ありません。また、モデムボードを取りはずした状態で本製品を使用しない 
で < ださい。 


A 警告 

• 本で中で説明されている部分し U 外は絶対に分解しないでください。内部には高電 
圧部分が数をくあり、万一独るとを険です。 


A ま意 

•モデムボードの取り付け/取りはずしを行う場合は、必ず電源を切り、 AC アタ‘ 
プタのプラグをなさ、パ' ッテリバックを取りはずしてか S 作業を行ってください。 
電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行うと感電、故障のおそれがあります。 
• 電源を切った直後には、モデムボードの取り付け/取りはずしを行わないでくだ 
さい。内部が熱くなっているため、やけどのおそれがありまず。モデムボードの 
取り付け/取りはずしは、電源を切った後30分(上たってか5、行ラことをお 
すすめします。 

•モデムボードを強く巧したり、曲げたり、落としたりしないでください。 




• モデムボードの取り付け、取りはずし、 PTT ラベルのお語 L が4の目的でパソ 
コン本体のパームレストを開けないでください。 

• パソコン内部にネジや異物を残さないでください。 
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1 本製品の仕様 


モデムボードの取り付け/取0はずし _ 

【取り付け】 

① データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

② ノ（ソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

③ ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテ U パックを取りはずす 

④ 本体裏側の内蔵モデムカノ く一のネジ2本をゆるめ、カノ（一を取りはずす 
⑥モデムボードのネジ2本を取りはずす 

⑥ 接続コードをモデムボードに取り付ける 

⑦ モデムボードをパソコン本体に取り付ける 

⑨手順已ではずしたモデムボードのネジ2本をとめる 

⑨ 手順4ではずしたカバーをはめ、ネジ2本をとめる 

⑩ バッテ U パックを取り付ける 

【取りはずし】 

① データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

② ノ（ソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずず 

③ ディスプレイを閉じてバソコン本体を裏返し、バッテ U パックを取りはずす 

④ 本体裏側の内蔵モデムカノ く一のネジ2本をゆるめ、カノ（一を取りはずす 

規格 （ PTT ) ラベルを確認することびでさます。 ■ 

⑤ モデムボードのネジ2本を取りはずす I 

⑥ 接続コードをモデムボードから取りはずす I 

⑦ モデムボードをパソコン本体に取りはずす 

⑨手順已ではずしたモデムボードのネジ2本をとめる 

⑨ 手順4ではずしたカノ く一をはめ、ネジ2本をとめる 

⑩ バッテ U バックを取り付ける 
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6 キートップびはずれてしまつたとを 

( Enter ) キ— 、 〔5 h げ t ) キ—、 〔 Space ) キ—(夕 1- のキートップびはずれた場合は、キー 
トップをキーボードの取り付け部にあわせ、カチッと音びするまで押し込んでくだ 
さい。 

作 r 雨?] キ ー' 厨而) キ ー' 盾^ キーびはずれた場合は、次のように取り付けてく 
ださい。 

1キートップ裏面から、針金のパネを取りはずす 


( Inter ] キーの 場合 旧 hift ) キーの 場合 巧 pace 〕 キーの 場合 



2キーボードの突起部に、パネを引っかけてセットする 

( ff な品)キーの場合 pM ) キーの場合 ち品品)キーの場合 



3キートップの取り付け部にパネをあわせ、カチッと音がするまで巧 
し込む 

キートップの中央と四隅をしっかり押してください。 
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【キートップと一緒にパネちはずれてしまったとさ】 

キートップびはずれたとさに、プラスチックのバネも一緒にはずれてしまった場合 
は、なのよラに取り付けてください。 

1キートップの裏面から、プラスチックのパネを取りはずす 



2パネの平らな面を下にして、キーボードに取り付ける 



ノ（ネの向をを確認して取り付けてください。 


3キートップをキーボードの取り付け部にあわせ、カチッと音がする 
まで押し込む 





• キートップを故意にはずさないでください。故障の原因となります。 

• 取り付けるときに無理に力を加えると破損の原因となります。取り扱いには 
充分ごを意 < ださい。 
















2 各インタ フエー スの仕様 


1 COMMS インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意は 

信号ち向 

1 

CD 

受信キヤ u ア検出 

1 

2 

RXD 

受信データ 

1 

3 

TXD 

送信データ 

0 

4 

DTR 

データ端末レディ 

0 

己 

GND 

信号グランド 


6 

DSR 

データセツトレディ 

1 

7 

RTS 

送信要求 

0 

8 

CTS 

送信巧 

1 

白 

Cl 

被呼表 

1 

コネクタ図 


9 6 

/ 0 0 〇 〇 \ 

〇 / \ 〇 
/ 〇 〇 〇 〇 〇 \ 


己 1 

D - SUB 日ピンオス 


信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か5の出力 
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2 PS /2 インタフェース 


ピン番号 

信号名 

意は 

信号方向 

1 

M 0 USDT 

マウス データ 

I/O 

2 

EXTKBDT 

キーボー ド データ 


3 

GND 

グランド 


4 

VCC 

己 V 


5 

M 0 USCK 

マウスク□ック 

I/O 

6 

EXTKBCK 

キーボー ドク□ック 

I/O 

コネクタ図 



戸 6 □み 




ミニ DIN 曰ピンメス 



信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 















3 RGB インタフェース 



信号名：一がついているのは、負論理値の信号です 
信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向（日）：パソコン本体からの出力 
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4 USB インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号ち向 

1 

VCC 

+ 已 V 


2 

-Data 

マイナス データ 

I/O 

3 

+Data 

プラス データ 

I/O 

4 

GND 

信号グランド 



コネクタ図 


n n jn jn j 

12 3 4 


信号名：一びついているのは、負論理値の信号です 
信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 


5モデムインタフ！ース 


ピン番号 

信号名 

意 巧 

信号ち向 

1 

- 

ノーコンタクト 


2 

- 

ノーコンタクト 


3 

TIP 

電話回線 

I/O 

4 

RING 

電話回線 

I/O 

5 

- 

ノーコンタクト 


6 

- 

ノーコンタクト 


コネクタ図 







II 

II 


654321 



信号名：一びついているのは、負論理値の信号です 
信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 
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6 LAN インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意昧 

信号方向 

1 

TX 

送信データ（十） 

0 

2 

-TX 

送信データ （一) 

0 

3 

RX 

受信データ（十） 

1 

4 

Unused 

未使用 


已 

Unused 

未使用 


6 

-RX 

受信データ（一） 

1 

7 

Unused 

未使用 


8 

Unused 

未使用 


コネクタ図 


ド^ 

11111111 

87654321 



信号名：一びついているのは、負論理値の信号です 
信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か5の出力 
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7 PRT インタフエース 


ピ: VS 号 

信号名 

意味 

信号ち向 


-STROBE 

PD 日〜 7 のデータを書さ込むための同期出力信号 

0 

2 

PD0 

PD0 のデータを送信する信号 

I/O 

3 

PD1 

PD 1のデータを送信する信号 

I/O 

4 

PD2 

PD2 のデータを送信する信号 

I/O 

已 

PD3 

PD3 のデータを送信する信号 

I/O 

6 

PD4 

PD4 のデータを送信する信号 

I/O 

7 

PD5 

PD 己のデータを送信する信号 

I/O 

8 

PD6 

PD6 のデータを送信する信号 

I/O 

吕 

PD7 

PD7 のデータを送信する信号 

I/O 

10 

-ACK 

-STR 日巨 E に対するデータ受信完了信号 

1 

11 

BUSY 

データ受信できるかどラかを示すステータス信号 

1 

12 

PE 

用紙切れを知らせるステータス信号 

1 

13 

SELCT 

セレクト/デイセレクト状態を示すステータス信号 

1 

14 

-AUTFD 

自動用紙送り機構用信号 

0 

1已 

-ERROR 

アラーム状態を示すステータス信号 

1 

16 

-PINT 

初期状態に戻す信号 

0 

17 

-SUN 

未使用 

0 

18 

GND 

信号グランド 


19 

GND 

信号グランド 


20 

GND 

信号グランド 


21 

GND 

信号グランド 


22 

GND 

信号グランド 


23 

GND 

信号グランド 


24 

GND 

信号グランド 


2巳 

GND 

信号グランド 


コネクタ図 

C 

14 吕已 


1 000000000000 \ 

) / \ 〇 
い00000000000 〇、 

1 13 

D-SUB 2已ピンメス 


信号名：一びついているのは、負論理値の信号です 
信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 
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3 技術基準適合にごいて 


瞬時電圧お下について 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会のをめたバーソナルコンピュー 
夕の瞬時電圧低下巧策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラ 
インの基準を上回る瞬時電圧ほ下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自を規御協議会 （ VCCI ) の基準に基づ< 
クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的とし 
ていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、 
受信障害を引さ起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


高調波巧策について 

[本装置は、「高調波ガイドライン適合品」です。 


国際 エネルギースタープ□グラムについて 


当社は国際エネルギースタープ□グラムの参加事業者として、 

本製品び国際エネルギースタープ□グラムの対象製品に関する基 
準を満たしていると判断します。 



国^省電力設定について「已章2省電力の設ををする」 


■吕己4取扱説明書 






FCC information 

Product name : dynabook Satellite JIO series 
Model number : PS JIO 

FCC notice "Declaration of Conformity Information" 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FC じ rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the following 
measures: 

口 Reorient or relocate the receiving antenna. 

口 Increase the separation between the equipment and receiver. 

口 Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to whicn the receiver is 
connected. 

口 Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached to 
this equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended by 
TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must he 
used between the external devices and the computer's RGB connector, P 民 T connector, USB 
connector and Microphone jack. Changes or modifications made to this equipment, not expressly 
approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA could void the user’s authority to 
operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the 卜し C Rules. Operation is subject to the following two 
conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 
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EU Declaration of Conformity 


TOSHIBA 

C C 

TOSHIBA declares, that the product: PSJIO* conforms to the following Standards: 


Supplementary Information : "The product complies with the requirements of the Low Voltage 

Directive 73/23/EEC, the EMC Directive 89/336/EEC and/or the 
R&TTE Directive 1999/5/EEC.’’ 

This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA Europe, Hammfelddamm 8, 41460 JNeuss, Germany. 
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モデム使用時のを意事項 

本製品の内蔵モデムをご使用になる場合は、なのを意事項を守って<ださい。 


内蔵モデムは、財団法人電気通信端末機器審査協会により電 
気通信事業法第日〇条1項に基づさ、技術基準適合認定を受 
けたちのです。 



認定番号 

A02-0604JP 


参使用地域 

内蔵モデムは、次の i 也域で使用でさます。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ合衆国、アラブ首長国連邦、アルゼンチン、 
イギリス、イスラエル、イタリア、インド、インドネシア、エジプト、エストニア、 
オーストラリア、オーストリア、オマーン、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、 
クウェート、サウジアラビア、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、 
スリランカ、ス□パ'キア、ス□ベニア、タイ、台湾、チェコ、中国、デンマーク、 
ドイツ、トルコ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、バキスタン、八ンガ U -、 
バングラデシュ、フィリピン、フィンランド、ブラジル、フランス、ブルガリア、 
ベルギー、ポーランド、ポルトガル、香港、マルタ、マレーシア、南アフリカ、メキシコ、 
モ□ッコ、ラトビア、リトアニア、ルーマニア、ルクセンブルグ、レバノン、□シア 

に003年巨月現在） 

なお、その他の i 也域での許認可は受けていないため、その他の地域では使用でさま 
せん。ミ主意してください。 

内蔵モデムび使用でさない地域では、その i 也域で許認可を受けているモデムを購入 
してください。 

内蔵モデムに接続する回線び PBX 等を経由する場合は使用できない場合びあります。 
上記のを意事項を超えてのご使用における危害や損害などについては、当社では責 
任を負えませんのであらかじめご了承ください。 

参自動再発信の制限 

内蔵モデムは2回を超える再発信 （ U ダイヤル）は、発信を行わず 『BLACK USTED 』 
を返しまず （『BLACK USTED 』 の応答コードび問題になる場合は、再発信を2回 
(下または再発信間隔を1分し U 上にしてください)。 

* 内蔵モデムの自動再発信機能は、電気通信事業法の技術基準（アナ□グ電話端 
末）「自動再発信機能は2回(内饱し、最初の発信から3分しソ内)」に従って 
います。 








Conformity Statement 

The equipment has been approved to [Commission Decision "CTR2r'] for pan-European single 
terminal connection to the Public Switched Telephone Network (PSTN). 

However, due to differences between the individual PSTNs provided in different countries/regions 
the approval does not, of itself, give an unconditional assurance of successful operation on every 
PSTN network termination point. 

In the event of problems, you should contact your equipment supplier in the first instance. 

Network Compatibility Statement 

This product is designed to work with, and is compatible with the following networks. It has 
been tested to and found to confirm with the additional requirements conditional in EG 201121. 


Germany 


Greece 

Portugal 

Spain 

Switzerland 


- ATAAB AN005，AN006，AN007，AN009，AN010 and 
DE03, 04,05,08,09,12，14，17 

- ATAAB AN005,AN006 and GRO し02,03,04 

- ATAAB ANOOl， 005,006,007,011 and P03, 04,08，10 

- ATAAB ANOO 5,007,012, and ESOl 

- ATAAB AN002 


All other countries/regions - ATAAB ANOO 3,004 


Specific switch settings or software setup are required for each network, please refer to the 
relevant sections of the user guide for more details. 

The hookflash (timed break register recall) function is subject to separate national type approvals. 
If has not been tested for conformity to national type regulations, and no guarantee of successful 
operation of that specific function on specific national networks can be given. 
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Pursuant to FCC CFR 47, Part 68: 

When you are ready to install or use the modem, call your local telephone company and 
give them the following information: 

- The telephone number of the line to which you will connect the modem 
- The registration number that is located on the device 

The FCC registration number of the modem will be found on either the device which is to 
be installed, or, if already installed, on the bottom of the computer outside of the main 
system label. 


- The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem，which can vary. 
For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 


The modem connects to the telephone line by means of a standard jack called the USOC 
RJllC. 

Type of service 

Your modem is designed to be used on standard-device telephone lines. 

Connection to telephone company-provided coin service (central office implemented 
systems) is prohibited. Connection to party lines service is subject to state tariffs. If you 
have any questions about your telephone line, such as how many pieces of equipment you 
can connect to it, the telephone company will provide tnis information upon request. 

Telephone company procedures 

The goal of the telephone company is to provide you with the best service it can. 

In order to do this, it may occasionally be necessary for them to make changes in their 
equipment, operations, or procedures. If these changes might affect your service or the 
operation of your equipment, the telephone company will give you notice in writing to 
allow you to make any changes necessary to maintain uninterrupted service. 

If problems arise 

If any of your telephone equipment is not operating properly, you should immediately 
remove it from your telephone line, as it may cause harm to the telephone network. If the 
telephone company notes a problem, they may temporarily discontinue service. When 
practical, they will notify you in advance of this disconnection. If advance notice is not 
feasible, you will be notified as soon as possible. When you are notified, you will be given 
the opportunity to correct the problem and informed of your right to file a complaint with 
the FCC. 

In the event repairs are ever needed on your modem, they should be performed by TOSHIBA 
Corporation or an authorized representative of TOSHIBA Corporation. 
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Disconnection 

If you should ever decide to permanently disconnect your modem from its present line, 
please call the telephone company and let them know of this change. 

Fax branding 

The Telephone Consumer Protection Act of 1991 makes it unlawful for any person to use 
a computer or other electronic device to send any message via a telephone fax machine 
unless such message clearly contains in a margin at the top or bottom of each transmitted 
page or on the first page of the transmission, the date and time it is sent and an identification 
of the business，other entity or individual sending the message and the telephone number 
of the sending machine or such business, other entity or individual. 

In order to program this information into your fax modem，you should complete the setup 
of your fax software before sending messages. 
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Instructions for 1C CS-03 certified equipment 

1 NOTICE : The Industry Canada label identifies certified equipment. This certification 
means that the equipment meets certain telecommunications network protective, 
operational and safety requirements as prescribed in the appropriate Terminal Equipment 
Technical Requirements document(s). The Department does not guarantee the equipment 
will operate to the user's satisfaction. 

Before installing this equipment, users should ensure that it is permissible to be connected 
to the facilities of the local telecommunications company. The equipment must also be 
installed using an acceptable method of connection. 

The customer should be aware that compliance with the above conditions may not 
prevent degradation of service in some situations. 

Repairs to certified equipment should be coordinated by a representative designated by 
the supplier. Any repairs or alterations made by the user to this equipment, or equipment 
malfunctions, may give the telecommunications company cause to request the user to 
disconnect the equipment. 

Users should ensure for their own protection that the electrical ground connections of 
the power utility, telephone lines and internal metallic water pipe system, if present, are 
connected together. This precaution may be particularly important in rural areas. 
Caution: Users should not attempt to make such connections themselves, but should 
contact the appropriate electric inspection authority, or electrician, as appropriate. 


2 The user manual of analog equipment must contain the equipment's Ringer Equivalence 
Number (REN) and an explanation notice similar to the following: 

The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 

For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 

NOTICE : The Ringer Equivalence Number (REN) assigned to each terminal device 
provides an indication of the maximum number of terminals allowed to be connected 
to a telephone interface. The termination on an interface may consist of any combination 
of devices subject only to the requirement that the sum of the Ringer Equivalence 
Numbers of all the devices does not exceed 5. 



m 


3 The standard connecting arrangement (telephone jack type) for this equipment is jack 
type(s): USOC RJllC. 

CANADA: 1353A-L4AINT 
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Notes for Users in Australia and New Zealand 

Modem warning notice for Australia 

Modems connected to the Australian telecoms network must have a valid Austel permit. 
This modem has been designed to specifically configure to ensure compliance with Austel 
standards when the region selection is set to Australia. 

The use of other region setting while the modem is attached to the Australian PSTN would 
result in you modem being operated in a no 打 - compliant manner. 

To verify that the region is correctly set, enter the command ATI which displays the currently 
active setting. 

To set the region permanently to Australia, enter the following command sequence: 

AT%TE=1 

ATS133=1 

AT&F 

AT&W 

AT%TE=0 

ATZ 

failure to set the modem to the Australia region setting as shown above will result in the 
modem being operated in a 打 on-compliant manner. Consequently, there would be no permit 
in force for this equipment and the Telecoms Act 1991 prescribes a penalty of $12,000 for 
the connection of non-permitted equipment. 

Notes for use of this device in New Zealand 

- The grant of a Telepermit for a device in no way indicates Telecom acceptance of 
responsibility for the correct operation of that device under all operating conditions. In 
particular the higher speeds at which this modem is capable of operating depend on a 
specific network implementation which is only one of many ways of delivering high 
quality voice telephony to customers. Failure to operate should not be reported as a fault 
to Telecom. 

-I 打 addition to satisfactory line conditions a modem can only work properly if: 
a/ It IS compatible with the modem at the other end of the call and 
b/ the application using the modem is compatible with the application at the other end 
of the call-e.g.，accessing the Internet requires suitable software in addition to a modem. 

- This equipment shall not be used in any manner which could constitute a nuisance to 
other Telecom customers. 

- Some parameters required for compliance with Telecom's PTC 
Specifications are dependent on the equipment (PC) associated with this modem. The 
associated equipment shall be set to operate within the following limits for compliance 
with lelecom Specifications: 

a/ There shall be no more than 10 call attempts to the same number witnin any 30 
minute period for any single manual call initiation, and 
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b/ The equipment shall go on-hook for a period of not less than 30 seconds between 
the end of one attempt and the beginning of the next. 

c/ Automatic calls to different numbers shall be not less than 5 seconds apart. 

- Immediately disconnect this equipment should it become physically damaged, and 
arrange for its disposal or repair. 

- The correct settings for use with this modem in New Zealand are as follows: 

ATBO (CCITT operation) 

AT&G2 (1800 Hz guard tone) 

AT&Pl (Decadic dialing make-break ratio =33%/67%) 

ATS0=0 (not auto answer) 

ATS10=less than 150 (loss of carrier to hangup delay, factory default of 15 
recommended) 

ATSli=90 (DTMF dialing on/off duration=90 ms) 

ATX2 (Dial tone detect, but not (U.S.A.) call progress detect) 

- When used in the Auto Answer mode, the SO register must be set with a value between 
3 or 4. This ensures: 

(a) a person calling your modem will hear a short burst of ringing before the modem 
answers. This confirms that the call has been successfully switched through the network. 

(b) caller identification information (which occurs between the first and second ring 
cadences) is not destroyed. 

- The preferred method of dialing is に use DTMF tones (ATDT...) as this is faster and 
more reliable than pulse (decadic) dialing. If for some reason you must use decadic 
dialing, your communications program must be set up to record numbers using the 
following translation table as this modem does not implement the New Zealand "Reverse 
Dialing" standard. 

Number to be dialed: 0123456789 

Number to program into computer: 0987654321 

Note that where DTMF dialing is used, the numbers should be entered normally. 

- The transmit level from this device is set at a fixed level and because of this there may 
be circumstances where the performance is less than optimal. 

Before reporting such occurrences as faults, please check the line with a standard 
Telepermitted telephone, and only report a fault if the phone performance is impaired. 

- It is recommended that this equipment be disconnected from the Telecom line during 
electrical storms. 

- When relocating the equipment, always disconnect the Telecom line connection before 
the power connection, and reconnect the power first. 

- This equipment may not be compatible with Telecom Distinctive Alert cadences and 
services such as Fax Ability. 
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NOTE THAT FAULT CALL OUT CAUSED BY ANY OF THE ABOVE 
CAUSES MAY INCUR A CHARGE FROM TELECOM 

General conditions 

As required by PTC 100, please ensure that this office is advised of any changes to the 
specifications of these products which might affect compliance with the relevant PTC 
Specifications. 

The grant of this Telepermit is specific to the above products with the marketing description 
as stated on the Telepermit label artwork;. The Telepermit may not be assigned to other 
parties or other products without Telecom approval. 

A Telepermit artwork for each device is included from which you may prepare any number 
of Telepermit labels subject to the general instructions on format, size and colour on the 
attached sheet. 

The Telepermit label must be displayed on the product at all times as proof to purchasers 
and service personnel that the product is able to be legitimately connected to the Telecom 
network. 

The Telepermit label may also be shown on the packaging of the product and in the sales 
literature, as required in PTC 100. 


The charge for a Telepermit assessment is $337.50. An additional charge of $337.50 is 
payable where an assessment is based on reports against non-Telecom New Zealand 
Specifications. $112.50 is charged for each variation when submitted at the same time as 
the original. 

An invoice for $NZ1 237.50 will be sent under separate cover. 
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TEAC CD-ROM ドライブ CD -224 E 
まをにおほいいただ < ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説日月書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


么江意 

1 . 本装置は レーザーシステムを 使用してい 
ます。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示がさ 
れています。 

本装置はヨー□ッ J て共通のレーザ規格 
EN 己 0 S 2 已で"クラス1レーザー機器" 

に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐた 
めに、この装置の匡体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないでください。 

感電の原因になります。信頼性、安全性、 

性能の保証をすることがでさなくなりま 
す。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
<ださい。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


、 

ノ 

'CAUTION - 

INVISIBLE LASER RADIATION 
WHEN OPEN DO NOT STARE 

INTO BEAM OR VIEW DIRECTLY 
WITH OPTICAL INSTRUMENTS 

VORSICHT- 

UNSICHT 巳 ARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN 

A 己 DECKUNG GEOFFNET NIGHT 

IN DEM STRAHL BLICKEN AUCH 

N に HT MIT OPT 旧 CHEN 
INSTRUMENTEN 

VARNING - 

OSYNUG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD STIRRA 

IJ IN 1 strAlen och 巳 etrakta 

EJ STRALEN MED OPT 旧 KA 

\ 

INSTRUMENT J 
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Panasonic CD - RW / DVD-ROM ドライブ UJDA 750 
(マルチドライブ） 

まをにおほいいただ < ために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みくださし、。 
また、お読みになった後は、必ず保管してくださし、。 


A ミち意 

1 . 本装置はレーザーシステムを使用してい ( ~ CLASS 1 LASER PRODUCT 
ます。 LASER KLASSE 1 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーヴ'規ホ各 EN 己。82己で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆する 
ことを防ぐために、この装 
置の匡体を開けないでくだ 
さい。 

吕.分解および改造をしないで 
<ださい。感電の原因にな 
ります。信頼性、安全せ、 

性能の保証をすることがでさな< なります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ6の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、を全性やな全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体へのを害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保話はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
<ださい。 


CAUTION 

VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION 
WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

RAYONNEMENT LASER VISIBLE ET INVISIBLE 
EN CAS D.OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

SICHTBARE UND UNS に HTBARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN A 巳 DECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING VED 

Abning. undga uds/ettelse for strAling. 

ADVARSEL 

SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING NAR 
DEKSEL APNES. UNNGA EKSPONERING FOR 

strAlen. 

VARNING 

VARO ! 

SYNLIG OCH OSYNLIG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DELAR OPPNAD. STRALE AR FARLIG. 
NAKYVA JA NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA KATSO 
SATEESEN. 

ノ 
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TEAC CD - RW / DVD-ROM ドライブ DW -224 E 
(マルチドライブ） 

まをにお使いいただ < ために 


本装置を正し<ご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管して<ださい。 


A ミ主意 

1 . 本装置はレーザーシステムを使用してい ( ~ CLASS 1 LASER PRODUCT 

ます。 [LASER KLASSE 1 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ規格 EN 巨日82已で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆する 
ことを防ぐために、この装 
置の置体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないで 
ください。感電の原因にな 
ります。信頼性、安全性、性能の保証をすることができなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
<ださい。 


CAUTION 

INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

RAYONNEMENT LASER INVISIBLE EN CAS 
D’OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

UNS に HT 巳 ARE LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. 

NIGHT DEM STRAHLAUSSETZEN. 

ADVARSEL 

USYNLIG LASERSTRAlING VED ABNING. 
undgA uds/ettelse for strAlen. 

ADVARSEL 

USYNLIG LASERSTRALING NAR DEKSEL 

Apnes. undgA eksponering for strAlen. 

WARNING 

OSYNLIG LASERSTRALNING NAR DENNA DEL 

AR OPPNAD. strAlen ar farlig. 

VARO ! 

nakymAton avattaessa olet alttina 


LASERSATEILYLLE. ALA KATSO SATEESEEN. 


户 ^ Location of the required label 
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まミ DVD - R /- RW ドライブ SD - R 61 12 
( DVD - R /- RW ドライブ） 

まをにおほいいただ<ために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読み<ださい。 
また、お読みになった穫は、必ず保管してくださし、。 


A 注意 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
APPAREILA LASER DE CLASSE 1 
LASER KLASSE 1 PRODUKT 
TO EN 60825-1 
クラス 1 レーザー 製品 


1. 本装置はレーザーシステムを使用してい 
ます。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示がさ 
れています。 

本装置はヨー □ッノ （共通のレーザ規格 
EN 6082日で"クラス1レーザー機器に分類されています。レーザー光を直 
接被爆することを防ぐために、この装置の管体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安全 
性、性能の保証をすることがでをなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質の損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使巧しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保記はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
ください。 


DANGER 

VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION 
WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 
ATTENTION 

RAYONNEMENT VISIBLE ET INVISIBLE LASER 
EN CAS D.OUVERTURE EXPOSITION 
DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

SICHTBARE UND UNSICHT 巳 ARE 
LASERSTRAHLUNG WENN ABDECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 
を 意 

ここを開くと可視レーザ光及び不可視レーザ光び 
出ます。ビームを直接見たり賴れたりしないこと。 


ADVARSEL 

SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING VED 
Abning. undgA uds 生 ttelse for STRALING 
ADVARSEL 

SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRAlING NAR 
DEKSEL APNES. UNNGA EKSPONERING FOR 

strAlen. 

VARO ! 

NAKYVAA JA nakymAton AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO 
SATEESEEN. 

VARNING 

SYNLIG OCH OSYNLIG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD. STRALE AR FARLIG. 
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Location of the required label 



PRODUCT IS CEFm 円 ED BYTHE MANUFACTURERTO 
COMPLY WITH DHHS RULES 21 CFR SUBCHAPTER J 
APPLICABLE AT THE DATE OF MANUFACTURE. 
MANUFACTURED; 


TOSHIBA CORPORATION 

り , SH 旧 AURA1*C 怕 ME, MINA の "KU,TOKYO10S 曲 01,JAPAN 



i 


2 日白^ 






















TEAC DVD-RAM ドライブ DV - W 22 E 
( DVD マルチドライブ） 

まをにおほいいただ < ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みくださし、。 
また、お読みになった後は、必ず保管してくださし、。 


A ミち意 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


CAUTION 


Use of controls or adjustments or performance of 
procedures other than those specified herein may 
result in hazardous radiation exposure. 


1. 本装置はレーザーシステムを使用してい 
ます。 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ規格 EN 6 日8吕5で"クラス]レーザー機器"に分類されています。 
レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の霞体を開けないでく 
ださい。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安を 
性、性能の保証をすることがでをなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
<ださい。 
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Panasonic DVD-RAM ドライブ UJ ■扫 11 
( DVD マルチドライブ） 

まをにお®いいただ < ために 


本装置を正し<ご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管して<ださい。 


A ミ主意 

1 . 本装置はレーザーシステムを使用してい ( ~ CLASS 1 LASER PRODUCT 

ます。 [LASER KLASSE 1 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ規格 EN 巨日82已で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆する 
ことを防ぐために、この装 
置の置体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないで 
ください。感電の原因にな 
0ます。信頼性、安全性、 

性能の保証をすることがでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
<ださい。 


CAUTION 

、 

VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION 
WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

RAYONNEMENT LASER VISIBLE ET INVISIBLE 
EN CAS D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

SICHTBARE UND UNSICHTBARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN ABDECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING VED 

A 巳 NING. UNDGA UDS/ETTELSE FOR STRALING. 

ADVARSEL 

SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRAlING nAr 
DEKSEL APNES. UNNGA EKSPONERING FOR 

strAlen. 

VARNING 

SYNLIG 0 州 OSYNLIG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DELAR OPPNAD. STRALE AR FARLIG. 

VARO ! 

NAKYVA JA NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA KATSO 


SATEESEN. 

ノ 


户 — Location of the required label 



271 































4 トラブルチェックシート 


パソコンの操作について、困ったとさは、東芝 PC ダイヤルに連絡してください。 
技術的な質問、問い合わせに電話で对応します。 

r 問い合わせの際には「お客様登録番号」を伺っています。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしてお 
ります。本体同捆の「お客様カード」またはインターネット経由で登録でさます。 




WA 


まち PC ダイヤル 


ナビダイヤル 
全国共通電話番号 


0570-00-3100 (サポート料無料） 


※受付時間/9 : 00〜19 : 00 (年中無休） 

システムメンテナンスのため、ヴポートを休止させていただ<場合びございます。 

なお、システムメンテナンスの日程については、 dynabook.com 上にてお知らせいたしまず。 
[ 電話番号はまちびえないよ5、確認してかけてください] 

電話は全国已箇所（千葉市、大阪市、名ち屋市、福岡市、仙台市、札幌市）の最寄 
りの拠点に自動的に接続されます。 

ナビダイヤルでは、ダイヤル後に通話区間料金のアナウンスが流れまず。これは全 
国6箇所の最寄りの拠点までの通常電話料金で、サポート料金ではありません。 

ナビダイヤルでは、 NTT じ(外とマイラインプラスを契約している場合でを、自動的 
に NTT 回線を使用することになります。 

ミ毎外か S の電話、携帯電話などで上記電話番号に接続でさないお客様、 NTT しソ外と 
マイラインプラスなどの回線契約をご利用のお客様は、 043-2 日 8-8780 でお受け 
しています。 

•「ま芝 PC FAX 情報サービス」 からも、商品情報、 Q&A などの情報を FAX (G3 
規格）で入手ずることびでさます。詳しくは卷末を確認してください。 

• 「ま忌 PC テクノセンタ」 （東京/大阪）では対面相談を受け付けています（技術相 
談/作業はち償)。詳しくは『まち PC サポートのご案内』を確認してください。 

円滑に巧応ずるために、次ページの「トラブルチェックシート」でバソコンの使用 
環境について確認してから、ま芝 P 巳ダイヤルに問い合わせてください。 


272取扱説明書 








Q.1 使用しているバソコンの機種名は？（本マニュアル表紙左下に表記） 

機種名： お客様登録番号： 

保証書などで L ソ下を確認してください。 

(製造番号： 、購入店： 、購入曰： など) 

Q.2 使用しているソフトウェア環境は？ 

Windows XP など、使用しているシステムとアプ U ケーシヨンは？ 

0 S (システム名）： その他： 


Q.3 どのような症状が起こりましたか？ 

を状： 

Q.4 どのような操作をした後、症状が発生するようになりましたか？ 

操作内容： 

Q.5 エラーメッセージは表示されましたか？ 

表お内容： 

Q.6 その症状はどれく S いの頻度で発生しますか？ 

□一度発生したが、そのを発生しない 

□ 電源を切 S ないと発生するが、電源を切っても再起動すれば発生しない 
□ 電源を切ってか S 再起動しても必ず発生する □ その他： 


Q.7 その症状が発生するのはままった操作の後ですか？ 
□ ある一定の操作をすると発生する 
□どんな操作をしてち発生する □その他： 


Q.8 インターネツトや通信に関する相談の場合 
プ□バイダ名： 

使用モデム名： 

使用回線： □ 内線発信アリ □ マイライン契約アリ □ ISDN 
□携帯 ODSL / ケープル TV 


Q.9 周辺機器に関する相談の場合 

機器名（製品名）： メーカー名： 


オペレーテイングシステムのノ（ージョンや CPU の種類についてま芝 PC ダイヤルか 
ら聞かれた場合は、「ま芝 PC 診断ツール」（付録 1-1-) の[基本情報の表示]ボタ 
ンをク U ックして確認してください。 
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さ < いん 


Caps Lock LED . 

Caps Lock 英数キー ...... 

CD のセット ... 

CD の取り扱い . 

CD の取り出し . 

COMMS コネクタ . 

Confi 呂 Free . 

CONFIGURATION .….… 
CRT ディスプレイの接続 
Ctrl キー 


DC IN LED .37, 已〇 

Del キー . 已已 

Disk LED . 己日 

DISPLAY . 1己3 


@キー . 54 

@キーを使ったショートカットキー 
. 59 

AC アダプタ . 已2 

AC アダプタの仕様 ... 239 

Alt 丰一 . 己4,已已 

Arrow Mode LED . 已已 

Backspace 4^—. 已已 

BATTERY .1 己日 

Battery LED . 50.12 已 

目 I 日 S セットアップ ... 146 

目 lueto 日 th 機能 . 92 

BOOT PRIORITY ... 1己3 


DRIVES I/O . 1己7 

DVD のセット . 82 

DVD の取0扱し、 . 84 

DVD の取0出し . 83 

Enter キー . 已已 

Esc キー . 己4 

FDD / CD-ROM LED . 已〇 

FLOPPY DISK I/O .1 己 7 

Fn キー . 己 4 

Fn キーを 使った特殊機能 キー ........ 已7 

I/O PORTS . 157 

Ins 丰一 . 已已 

LAN 機旨巨 . 90 

LAN コネクタ . 已1 

LEGACY EMULATION . 1己9 

LINE IN 端テ . 已1 

MEMORY . 150 

Numeric Mode LED . 已已 

OTHERS .1 已 4 

PASSWORD .1 已吕 

Pause キー . 己已 


442431064已 
已已888己9己-—已 

--------- 

已 
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RG 目コネクタ . 

RS -232 C 対応機器 


PC CARD . 

PCI BUS . 

PCI LAN . 

PC 力ード . 

PC カードス□ット ...... 

PC カードの取り付け... 
PC カードの取りはずし 

PERIPHERAL . 

Power LED . 

PrtSc キー . 

PRT コネクタ . 

PS /2 コネクタ . 

PS /2 対応機器 . 


R 


S 


T 


U 


US 目コネクタ . 51 

USB 対応機器 . 105 

US 巨対応機器の取り付け . 10巳 

USB 対応機器の取りはずし . 106 


Shift キー . 54, 55 

Space キー . 54 

SYSTEM DATE/TIME . 150 

S 端子ケーブルの取り付け . 109 

S 端子ケーブルの取りはずし ....... 113 

S 端子出カコネクタ . 51 


Tab キー . 54 



8891023805116 

己己己0已〇〇己己己己己1 

7 - ; i : 
-------- 3 - - - ^ 


オーディオ機器 . 

オーバレイキー . 

オンラインマニュアル 


外形寸法図 . 

カタカナ/ひらびなキー 
型 S . 


キー ボード . 50 

キーボードの取り扱い . 60 

起動するドライブを変更する . 38 

休止状態 . 44 


ウインドウズ キー . 54 


液晶ディスプレイの取り扱い . 68 


Windows の□グオンバスワード 


Windows のセツトアツフ. 


アプ U ケーションキー . 巳巳 

アプリケーションを 

再インストールする . 221 


インスタントセキュ U ティ機能 ...... 57 


さ < いん 


6已4 
1己2 

_— U 2 


0 5 2 
4 5 5 
2 -: 
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タッチノ（ッド' . 17，已0,己吕 

タッピング機能 . 巨吕 

ダブルクリック . 巨吕 

通風孔 . 巳1 

使っていないとさの充電保持時間 

. 129 

ディスプレイ . 已0,已已 

ディスプレイ開閉ラッチ . 已〇 

テレビに表おする . 109 

電源コード . 巳吕 

電源コードと AC アダプタの接続.. . 14 

電源コードの仕様 . 239 

電源コードの取り扱い . 巳3 

電源コネクタ . 51 

電源スイッチ . 50 

ま忌 HW セットアップ . 141 

東ち PC 診断ツール . 239 

ま泛省電カユーティ U ティ . 133 

東泛ホームぺージ . 32 

特殊機能キー . 60 

時計用バッテ U . 127 

ドラィブ . 已1, 70 

ドラッグアンドド□ップ . 己吕 

内蔵モデム . 93 

内蔵モデム用地域選択ユーティリティ 
. 93 


クリック . 

コント□ールパネル . 

再セットアッフ . 

サウンド機能 . 

システムインジケータ . 

システム環境の変更 . 

システムの復元 . 

周辺機器について . 

使用でさる CD . 

使用できる DVD . 

使用できるフ□ッピーディスク 
消耗品 . 

スタンバイ . 

スピーカ . 

静電気について . 

製品仕様 . 

赤外線ポート . 

セキュ1」ティ□ック . 

セキュ1」ティ□ック-ス□ット 

増設メモ1」ス□ット . 

増設メモ U の取り付け . 

増設メモ U の取りはずし . 



006004已6 
己4107782 
I 2 _— - : "2 



2 9 0 
512 
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左ボタン . 

表示可能色数 . 

表お装置を切り替える 


ヒ 


フ 


フアンクシヨンキー . 54 

プ U ンタケーブルの取り付け ....... 107 

プ U ンタケーブルの取りはずし...108 
フ□ッピーディスクドライブ 

. 50, 85 

フ□ッピーディスクドライブの手入れ 

. 88 

フ□ッピーディスクのセット . 86 


八ードウエア1」ソース . 243 

八ードディスクの内容を 

すべて消去する . 229 

パスワードとして使用できる文字 

. 161 

パソコン本体の取り扱い . 巳3 

バックライト用董光管 . 68 

バッテ U ま全□ック . 巳吕 

バッテ U 駆動時の処理ま度 . 129 

バッテ U 充電完了までの時間 ....... 128 

バッテ U 充電量を確認する . 125 

バッテ U で使用できる時間 . 129 

ノ（ッテ U ノくック . 巳吕 

バッテ U バックの交換 . 130 

バッテ U を充電する . 128 

バッテ U を長持ちさせるには ....... 129 

パネルスイッチ機能 . 48 

半/全キー . 54 


0 6 4 
5 61 


フ□ッピーディスクの取り扱い 
フ□ッピーデイスクの取り出し 


ヘッドホン . 

へッドホン出力端子 
変換 キー . 


文字 キー . 

モジュラーケーブル 
モジュラージャック 


巧線 LAN . 91 

お変換キー . 54 


矢印キー . 巳巳 


ユーヴ登録 . 32 

ユーヴパスワードの削除 . 164 

ユーヴパスワードの登録 . 1已1 

ユーヴパスワードの変更 . 166 

ユーヴパスワードを 

忘れてしまった場合 . 166 


ボ U ュームダイヤル . 51 

マイク入力端子 . 51 

マイク□ホン . 115 

ちボタン . 已〇 


615 
15 5 


さ< いん 


6 21 
已已已 
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ライトプ□テクトタブ 


87 



U カノく UCD . 21己 


リリース情報 



ワイヤレスコミュこケーシヨン LED 


. 50 

ワイヤレスコ5ユこケーシヨン 

スイッチ . 已1 
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